
掲載数 454

地区 学年 教科等 テーマ 内　容
参考事項（講師・教材

等）

1 川崎市 小６ 道徳 命のつながり

　道徳の教科書の中から『三十八憶年の命』を通して、命のつながりについて考えた。す
べての命は38憶年も前からつながっているという文章を通して、「命」は、誰のものなの
かを考えさせ、つながりの中にあるかけがえのない命を慎み深く受け止めようとする姿を
目指した。命がつながっていることは理解しているが、「命を大切にする」ということに
関して、考えがぼんやりとしていたので下記の授業を行った。

2 川崎市 小６ 道徳
命を大切にす
るって？

　「命を大切にする」ということに関して、一人ひとりが考え、自分の意見を伝え合っ
た。大きく分けると「自分の命を大切にする」という意見と「他人の命を大切にする」と
いう意見が出てきた。友達の意見を聴くことによって、「命を大切にする」というイメー
ジがより広がり、具体的になったと実感している。卒業を間近に控えて、「親への感謝」
と「反抗期」が話題に上がった。成長していく自分の心と葛藤しながらも、「親を大切に
しなくてはいけない」と考えた児童が多かった。

3 川崎市 小４ 道徳
Ｄ１８生命の尊
さ「生きている
しるし」

　自分が生まれたときのことを父親から聞いた主人公が考えを巡らせる姿を通して、一人
ひとりの命の大切さを考えていった。その中で、多くの人に支えられている尊い命だとい
うことに気づかせ、一つひとつの生命を大切にしようとする心情を育んでいった。本時の
授業では、命の大切さについて、自分がどのような考えをもっているか改めて振り返り、
友達の意見から様々な角度からとらえ、多くの人々に支えられている命であるということ
に気づくことができた。

教材
道徳（光村図書）４年

4 川崎市 小４ 道徳
Ｄ１８生命の尊
さ「生き物と機
械」

　生き物と機械の違いについて考えることを通して、命とはどのようなものなのかを考え
させ、唯一無二の生命を大切にしようとする心情について考えた。授業では、「生きるこ
と」について自分がどのような考えを持っているか、自分自身を見直すことができた。ま
た、生き物と機械の違いについての意見を出し合いながら、多面的多角的考えを広げ、自
分自身の命を大切にしようと意欲を持つことができた。

教材
道徳（光村図書）４年

令和３年度　いのちの授業　事例集（小学校）【道徳】



5 川崎市 小４ 道徳

教材名
「生き物とロ
ボット」

命の不思議さ

　生きものとロボットを比較して、命の神秘性について考える学習を行った。人間は、自
分の傷を治そうとするちからがあることや、同じ外見、性格をもつ同一の人間は存在しな
いことを話し合った。この教材での学びから、命について改めて考える活動につなげた。
　自分の命だけでなく、周りの人の命も同じように大切にしていきたいという考えをもつ
ことにつながった。

6 川崎市 小５ 道徳
命の詩　電池が
切れるまで

　病気で早くに亡くなった子が書いた「命の詩」やエピソードを通して命の大切さについ
て考えた。同じ年の子の「詩」に触れ、自分たちは命を大切に生きられているかと疑問が
あがった。その中で、命を大切にし精いっぱい生きるとはどんなことなのかを考え、それ
ぞれの思いを伝え合った。

道徳「きみがいちばん
ひかるとき」

7 川崎市 小６ 道徳

かけがえのない
命
教材「おじい
ちゃんとの約
束」

　主人公信二がゲームをしていて何気なく使っていた「死ね」と言う言葉。祖父の死を
きっかけに、命の意味を深く考えるようになった信二の姿を通して、精いっぱい生きると
は、どういうことなのかを考えた。そして、かけがえのない命を自分らしく精いっぱいに
生きようとする心情になることをねらった。
　子どもたちはイメージマップを使い、自分の生活の中で命を軽視する言動がなかったか
話し合いながら振り返った。命の意味を考え、これからの生活に精いっぱい生きたいとい
う感想が多く見られた。

光村図書　教材「おじ
いちゃんとの約束」

8 川崎市 小２ 道徳
いのちを大切に
教材「がんばれ
アヌーラ」

　病気になった象のアヌーラ。飼育員も心配していたが、象のガチャコとタカコが両側か
ら支え、3週間で元気になった。
　子どもたちは命の大切や仲間と支え合うことについて良く考えていた。

光村図書　教材「がん
ばれアヌーラ」

9 川崎市 小４ 道徳
生命の尊さ
「生き物と機
械」

　生き物と機械の違いについて考えることを通して、命とはどのようなものかについて話
し合った。本物の犬は、けがをしても自分で治そうとする力も持っていて、治すことがで
き、ロボットの犬は修理で元に戻り、同じ物が作れるということを理解した上で、生き物
の命は、交換できないかけがえのないものである、という生命の大切さや不思議さについ
て考えた。話し合いを通して、親からもらったたった一つの命を大切にしよう、他者の命
を思いやることが大切さだから、相手が傷つくような言葉は言わないようにしよう、等の
意見から、命の尊さについて考えを深めた。

どうとく　３
きみが　いちばん　ひ
かるとき



10 川崎市 小４ 道徳

思い出でつなが
る命
（身近な人の命
について）

　「わすれられない　おくりもの」を読み、アナグマとの別れで皆は、何を思っていたか
をたずねると「はじめは悲しかったけれど、皆はアナグマとの思い出があるからそばにい
るようで悲しくなくなったんだね」という意見が多く出た。次に感想文作品を読み「お父
さんがなくなって悲しいはずなのに、ぼくはちょっとうれしくなったのはどうしてです
か」と投げかけた。「お父さんとの思い出から自分を大切に育ててくれたことがわかった
から」「お父さんはいないけれど、思い出は一生消えないから」等、思い出は、見えない
けれど一生の宝物になると話し合った。命について「友達との楽しい思い出をつくれるよ
うに過ごしていきたい」という、感想もあった。

授業者は4年担任。
（参考資料①）絵本「わす
れられない　おくりもの」
スーザン・バーレイ　さく
え，小川　仁央　やく
（参考資料②）
第66回青少年読書感想文全
国コンクール　小学校低学
年の部　内閣総理大臣賞
「パパからのおくりもの」

11 川崎市 小３ 道徳 生命の尊さ

　「大切なもの何ですか」を読み、自分自身の大切なものを考えた。「お金、食べ物、丈
夫な体、家、勉強、友達、家族」と様々な意見がでたが、「命がなければあ、他のどれも
大切にできない」という意見がでた。その後「ヌチヌ‐グステージ～命の祭り」を読み、
その命はどこから来たのだろうねと投げかかると、「先祖がつなげてくれたおかげで命が
続いている」「先祖がいないとわたしたちは生まれていないから先祖を大切にしたい」
「先祖がつないでくれた命を大切にしたい」と、考えを発表していた。

授業者は３年担任。

資料２つとも
道徳の教科書（光村図
書）

12 川崎市 小４ 道徳 生命の尊さ

　生き物と機械の違いを考えることを通して、生命とはどのようなものかについて、全員
で考えを交流した。そのことで生命は唯一無二のものであり、一生大切にしていくもので
あることを再認識した。また、自分の生命だけでなく、友だち、動物、植物など生きとし
生けるすべてのものを大切にしようと考えることができた。

道徳の教科書を使用。
「生き物と機械」

13 川崎市 小２ 道徳

生命の尊さ、つ
ながるいのち
「生まれるとい
うこと」

　まど・みちおの「ぞうさん」の詩を提示した。詩の中に登場するぞうさんの気持ちを想
像することで、子どもたちは命がつながっているということに気づいた。また、それを自
分たちに当てはめて考ることで、命のつながりや命の大切さについて考えていた。

光村図書「道徳２」

14 川崎市 小１ 道徳
みんないきてい
る

　「『いきている』とかんじるのは、どんなときか」という課題で意見交流を行った。
「たのしい」「おいしい」「いたい」「かゆい」「おなかがすいた」「ねむい」などの一
つ一つの感情は、すべて生きているからこそ生まれる感情であることに気付いた。また、
日常の中で当たり前のように行っていることも、生きているからこそであることを実感し
ていた。命があることに感謝し、これまで以上に命を大切にしていこうとする子ども達の
姿が見られた。

光村図書１年
「みんないきてる」



15 川崎市 小５ 道徳 命の尊さ

　まず、それぞれが１年生の時と比べ、どんなところが違うか意見を出し合った。次に、
教材文を読み、自分と友達の「同じで違うところ」を見つけ伝え合った。そして、教科書
の一文「ちがうからこそ素晴らしい世界ができる」理由について考えた。いろんな価値
観、仕事、意見があることで豊かな世の中ができること、違うことは素敵なことだとの意
見が出て、異質なものを排除することの問題点を考えた。最後に自己の生活について振り
返った。

光村図書５年
「同じでちがう」

16 川崎市 小１ 道徳 命の尊さ

　まず、生活の中で得るさまざまな感覚、感情を想起し、意見交流を行った。次に、「み
んないきてる」の絵を見て、自分も同じように感じた時はないか、それはどんな時なのか
考え、交流した。そして、生を実感する時がどんな時か考え交流した。さまざまな友達と
交流する中で、自分だけでなく、周囲もさまざまなことを感じて生きていることや、当た
り前だと思っていた感覚・感情を大切にしたいという思いが生まれていた。

光村図書１年
「みんないきてる」

17 川崎市 小６ 道徳
つながる命
「三十八億年の
命」

　全ての命は３８億年も前からつながっているという文章を通して、「命」は誰のものな
のかを考えさせ、そのつながりの中にある命について話し合った。食べ物を通しての命の
つながりや、自分と祖先とのつながり、かけがえのない命を大切に使うにはどうしたらい
いのか、意見を交流させながら、自分たちの生き方について考えることができた。

　小学校道徳
「三十八億年の命」

18 川崎市 小２ 道徳

ぼくのいのち、
わたしのいのち
「空色の自転
車」

　車にはねられ、生死をさまよったかんたや、彼を見守る周囲の人々の姿を通して、命は
どうして大切なのかについて考えさせ、周りの人に支えられているかけがえのない自分の
命を大切にしようとする心情を育てることができた。

　小学校道徳
「空色の自転車」

19 川崎市 小５ 道徳
命の詩
－電池が切れる
まで

　小学４年生の女の子の書いた「命」という詩を通して、命の大切さについて考えた。
「電池はすぐに取り替えられるけど、命はそう簡単に取り替えられない」だから「精いっ
ぱい生きよう」という詩の内容から、生きたくても生きられない子がいることに気付き自
分の命について考えを深めた。「精いっぱい生きる」とは、どういう生き方なのか考え、
意見を交流させた。「自分のやりたいことに一生懸命取り組む」や「自分の命も他の人の
命も大切にする」などこれからの生活の仕方についても考えることができた。

（参考資料）電池が切
れるまで
実際に小学生が書いた
詩を読むことで考えを
持ちやすかった。

20 川崎市 小６ 道徳
生命の尊さ
「命の旅」

　北海道の知床の動物達の生きる姿や新しい命を残すために死んでいく姿、その命を食べ
るという人間の営みを通して、生命には多くの生命のつながりの中にあるかけがえのない
ものであることを知り、生命を尊重しようとする心情を育てることをねらいとした。教材
文を読んだり参考資料の写真を見たりしたことで、話し合いから食物連鎖や懸命に生きて
いる生物に理解を深めていた。普段何気なく言っている「いただきます」や「ごちそうさ
ま」には、どれだけの深い意味が込められているかを実感した児童もおり、その後の給食
では今までの態度とは違う「いただきます」「ごちそうさま」が聞こえてきた。

（参考資料）
６年道徳　光村図書
写真家・二神慎之助



21 川崎市 小１ 道徳 生命の尊さ

　「いきているって」（光村図書「きみがいちばんひかるとき１年」）の教材を用いて学
習を行った。内容項目Ｄ（17）生命の尊さに関わる学習であった。普段当たり前にしてい
ることを子どもたちと確認し、自分が生きていることについて考えた。生きているから友
達と遊ぶことができたり、ご飯を食べたりすることができているということに改めて気付
くことができた。また、生きているっていいなと思う時はどんなときか問いかけ、家族や
友達と一緒にいるときに感じる心の温かさや、命の尊さなどについて、クラス全員での話
し合いを通して感じることができていた。

22 川崎市 小３ 道徳
「かけがえのな
い命」

　「自分の大切なもの」について話し合いをした。物、人、経験などいろいろな観点で人
によって価値観が違うことについても話題になった。道徳教材「大切なものは何ですか」
を読んで、命の尊さに気付かせ、自分の命と共に命あるもの全てを大切にしようとする考
えが多く見られた。日頃の自分の姿を振り返り、命を大切にするために、どんなことがで
きるかについて考え、ワークシートに考えをまとめた。

理科の学習との関連

23 川崎市 小６ 道徳
「いじめを許さ
ない心」

　スマートフォンを持つ児童が増え始め、スマートフォンの使い方について話し合いをし
た。その中で、何気ない発信が相手を傷つけることがあることについて考えることにし
た。１枚の写真を面白半分で拡散し、そのことがきっかけでいじめに発展した事例の動画
を視聴すると、身近な話だったこともあり、自分自身のスマートフォンの使い方を振り返
る児童が多く見られた。最近は、SNSでの誹謗中傷により、命を落としてしまうニュース
が多いことなども含め、命の大切さや、友達への思いやりについて最後に自分の意見をま
とめた。

「スマホの使い方」
　動画視聴

24 川崎市 小３ 道徳
生命の尊さ
「生きている仲
間」

　道徳の「生きていいる仲間」「ヤゴきゅうしゅつ大作戦」を通して、身の回りの自然や
生き物とのかかわりについて考え、それらの命も自分と同様に尊いものであることを児童
に考えさせた。３年生の実態として、昆虫など生き物の飼育は大変魅力てきであるが、と
もすると途中で投げ出してしまうこともある。この道徳の後、ヤゴを実際に教室で育て、
トンボに成長するまで実際に自分で世話し、児童に一つ一つの命の重さはかわらないこと
を実感させた。さらに、自分の命の大切さも学べるように、人権教育にもつなげた。

道徳３年（光村図書）
川崎市市民文化局人権・
男女共同参画室発行「自
分らしくかがやく」

25 川崎市 小６ 道徳
かけがえのない
命「おじちゃん
との約束」

　道徳の「おじいちゃんの約束」は、死を目前にしたおじいさんとの会話によって、生き
ることについて真剣に考え始めた信二の心情をとらえることで、かけがいのない命につい
て考える学習であった。児童はこの授業の後、「ふだん、かんたんに死ねといっている」
と児童自身が、言葉の重さをとても意識していた。６年生という思春期の入り口に立つ児
童は、傷つきやすい半面、相手に対しては、傷つけていることを感じていない児童も多
い。この授業をしたことによって、普段の何気に言っている言葉が相手を傷つけていいる
ことを改めて感じさせたようだ。

道徳６年（光村図書）



26 川崎市 小４ 道徳

D(18)生命の尊さ
『生き物と機
械』

　生き物と機械の違いについて考えることを通して、命とはどのようなものかについて考
えた。生き物と機械の違いについてグループで話し合った。「生き物には感情があるけれ
ど、機械には感情がない」「機械は自分で傷を治すことができない」「生き物は命を失っ
てしまったら取り返せない」などの意見が挙がった。また「同じ猫でも、性格は違う」と
いう児童の発言から、命は唯一無二であることや大切にしなくてはならないことを話し
合った。自分の命を大切にするだけでなく、他者の命も大切にしたいと述べた児童もい
た。

犬の動いている動画
犬のロボットが動く動
画
犬やロボットの写真

27 川崎市 小５ 道徳
命の大切さにつ
いて考えよう

　小学４年生の女の子が書いた命についての詩やエピソードを通して、命の大切さについ
て考えさせた。命のかけがえのなさを自覚し、限りある命を懸命に生きようとする心情が
育った。

教科書教材
「命の詩ー電池が切れ
るまで」

28 川崎市 小４ 道徳
命の大切さにつ
いて考えよう

　自分が生まれた時のことを父親から聞いた主人公が考えを巡らせる姿を通して、一人一
人の命の大切さについて考えさせた。また、多くの人々に支えられてることも合わせて理
解し、命を大切にしていこうとする心情が育った。

教科書教材
「生きているしるし」

29 川崎市 小１ 道徳
生命の尊さ「み
んな　いきてい
る」

　息をしたり、食べたり、遊んだりするなどの当たり前のことは生きているからこそでき
るという詩を通して、自分が生きているということについて考えた。生きているからこそ
できる当たり前のことを喜び、命を大切にしようとすることを学習を通して学んだ。自分
のすきなことができる、家族と一緒にいられるなど、生きていてよいなと思うことについ
て感想をもっていた。

30 川崎市 小４ 道徳
大切な命「いき
ているしるし」

　自分が生まれた時のことを父親から聞いた主人公が考えを巡らせる姿を通して、一人ひ
とりの命の大切さについて考えた。導入では、産声を聞かせ、元気に泣くということは
「生きているしるし」だということにつなげた。自分が生まれるまでも生まれてからもた
くさんの人に支えられて大切にされていることを学習を通して学んだ。命は一つしかない
から大切にしたい、それぞれ大切にされているから自分だけでなくみんなの命を大切にし
ていきたいという感想をもっていた。

31 川崎市 小１ 道徳

いきているって

D（１７）
生命の尊さ

　導入部分で、普段何気なく当たり前にしていることを想起し、題材「いきているって」
の詩を学習した。題材を通して、息をすることも、食べることも、みんなと笑いながら遊
ぶことも、「生きているからこそできること」であるということをみんなで共通認識し
た。「生きているっていいなと思うこと」についての話し合いでは、友達と仲良く遊べる
ことや、本が読めること、お母さんが作ってくれたごはんをおいしく食べられることな
ど、１年生なりに、様々な考えを出し合うことができた。生きていることのよさを感じる
ことができたようで、終末部分では、「生きているってすごいことなんだね。」という声
も聞かれた。

光村図書出版
どうとく１
きみがいちばんひかる
とき



32 川崎市 小５ 道徳
生命の尊さ
『命の詩』

　みやこしゆきなさんが書いた命についての詩やエピソードを通して、命の大切さについ
て考えさせ、命のかけがえのなさを自覚し、限りある命を懸命に生きようとする心情を育
てる。

図書館の活用
『電池が切れるまで』

33 川崎市 小２ 道徳 生命の尊さ

　「ぞうさん」の詩を通して命がつながっているとはどういうことなのかについて考えさ
せ、命のすばらしさを感じ、大切にしようとする心情をそだてる。
　子どもたちは自分の命がかけがえのないものであるから大切にしたいという考えをもつ
だけではなく、周りの生き物すべてが大切な命をもっていると気づいていた。さらに植物
を育てる時は水をあげる、となりの友だちにはやさしい言葉遣いを用いる、など自分にで
きることを考えることができていた。

道徳教材
「ぞうさん」の詩

34 川崎市 小２ 道徳
「生まれるとい
うこと」

　授業のはじめに童謡「ぞうさん」を視聴した。歌詞の「そうよ。母さんも長いのよ。」
の部分で、ゾウの子どもがどんな表情でいるか想像させたところ、「うれしい顔。」とい
う声が上がり、そこから考える活動を始めた。家族と自分とのつながりを感じた時、温か
い気持ちになること。それが家族愛であることを授業を通して感じることができたよう
だ。最後に絵本「あやちゃんのうまれたひ」を読み聞かせした。新しい命の誕生を今か今
かと心待ちにしている家族の様子が描かれており、自分たちひとりひとりの命の尊さを感
じることができた。

童謡「ぞうさん」
絵本「あやちゃんのう
まれたひ」
浜田桂子　作
(担任による読み聞か
せ)

35 川崎市 小３ 道徳
生命の尊さ
「生きている仲
間」

　トマトを育てたり、周りの生き物に声をかけたりする主人公の姿を通して、生きている
仲間とは、どんな仲間なのかについて考えた。主人公がどんなことをトマトに話しかけた
か想像し演じる場面では、「私の大事なトマトちゃん、大きくなってね」と愛おしそうに
話しかける姿が見られた。昨年度生活科で野菜を育てたことを想起した児童が多かった。
「トマトも私たちと同じで生きている仲間」「育てているうちに自分の家族になった」
「人にもトマトにもあるいのちを大切にしたい」と、学習を通して生命あるものすべてを
大切にしようという思いをもつことができた。

光村図書どうとく３
「生きている仲間」

36 川崎市 小４ 道徳 生き物と機械

　生き物の犬とロボットの犬のそれぞれの良さを比べながら、ロボットにはない生き物の
命の尊さを考える授業を行った。はじめはロボットだとエサをあげなくてよい、排泄しな
い、死なないから飼いやすいなどの意見が子ども達から出た。しかし、実際に犬を飼って
いる子から肌の温かさや、一緒に寝た時に感じたぬくもり、新しい命の誕生など、生き物
特有の良さがあることを教えてもらい、命の尊さに気付いた子が多かった。そして意見交
流をしている中で、子ども達はどの命も同じものはなく、かけがえのない命を大切にしな
くてはならないと振り返り、これからに生かしていきたいと考えをまとめた。

37 川崎市 小３ 道徳 生きている仲間

　トマトを育てたり、周りの生き物に声をかける主人公の姿を通して生きている仲間と
は、どんな仲間なのかについてみんなで考えた。自分の身の回りの生命に改めて目をむ向
け、それにどのように関わっていくか話し合った。自分と同様に生命のあるものすべてを
大切にしよういう気持ちををもつことができた。

理科
共生教育



38 川崎市 小５ 道徳

最後のコンサー
ト
ーチェロ奏者・
徳永兼一郎

　病に侵されながらも演奏家としての自分の生き方を全うした徳永兼一郎さんの姿を通し
て、「精いっぱい生きる」ととどういうだと思うか考えを出し合った。チェロを弾けるよ
うな状態でなかかった兼一郎がホスピスでのコンサートで演奏することを諦めなかったの
は、どんな思いがあったかを考え，発表した。限りある命を懸命に生きることの尊さや生
きることの意義を感じ、生命を尊重しようとする心情が育った。

音楽

39 川崎市 小１ 道徳 生命の尊さ

　教材「ちいさなふとん」を読み、生まれたばかりの弟の様子から、自分の成長に気付く
主人公の姿を通して、自分も大きくなったと感じることをについて考えさせる授業を行っ
た。生活科の学習と関連させ、体の成長だけでなく、できるようになったことにも目を向
けることで、成長することのうれしさを学級で共有し、生きることのすばらしさや命の大
切さを改めて考えた。これからの自分の成長への期待感を膨らませる児童が多かった。

光村図書　道徳
「ちいさな　ふとん」

40 川崎市 小５ 道徳 生命の尊さ

　教材「命の詩ー電池が切れるまで」を読み、みやこしゆきなさんが書いた命についての
詩やエピソードを通して、命の大切さについて考えさせ、命のかけがえのなさを自覚し、
限りある命を懸命に生きようとする心情を育てる授業を行った。小学校４年生のみやこし
ゆきなさんの詩から、自殺やいじめのニュースに対し、生きたくても生きられない子がい
ることを知り、「精いっぱい生きる」とはどんな生き方なのか、また、自分ができること
は何かついて考えを深めることができた。命がかけがえのないもので取り換えることので
きない存在であること考えられた児童が多かった。

光村図書　道徳
「命の詩ー電池が切れ
るまで」

41 川崎市 小５ 道徳 「生きる」とは

　がんに侵されながらも、自分の求める演奏をし続けた徳永兼一郎の姿を通して、「精一
杯生きる」とはどういうことであるのかについて主人公と自分を重ね合わせながら考え、
自分なりに納得できる答えを見つけながら、自分のかけがえのない命を大切にしていきた
いという心を高める。

最後のコンサート

42 川崎市 小４ 道徳
「生き物と機
械」

　生き物と機械の違いについて、傷を治すことができたり感情があったり命があったりす
る生き物と、傷を治すことができず感情や命がない機械の違いを文章から考えた。その中
から、生き物の尊さやかけがえのなさ、連続性について話し合いながら考えを深める。

生きているしるし

43 川崎市 小２ 道徳
「がんばれア
ヌーラ」

　教材文を読んで命を大切に思う心について考えた。動物にも助け合う気持ちはあるか、
その動物たちの飼育員はどう思っているかなどを具体的に考えていった。もし家族や友達
が病気になったりけがをしたりしたら、自分にどんなことができるか考える児童もいた。



44 川崎市 小５ 道徳
一人一人の命の
すばらしさ「同
じでちがう」

　学習の始めに、「一年生のころの自分と今の自分を比べて、何が違うと思うのか」とい
う発問から始めた。身長や体重といった見た目の違い。感動することが増えた、楽しいと
思うことの内容が変わったという心情の違いに気が付いた。題材を読み、「人一人違うが
同じ人間だから尊重し合いたい」「みんなの同じ、違うを大切にしたい」と感じていた。
振り返りの中で、「みんな違うからこそ、このクラスが素晴らしいということが分かっ
た」と感想をもった。

道徳５年教科書使用

45 川崎市 小６ 道徳
つながる命
「三十八億年の
命」

　学習の始めに「命はいったいだれのものだと思うか」という発問から始めた。「自分の
もの」と考える子ども６割、「自分と家族の物」と考える子が４割だった。題材を読み進
めるにあたり筆者の考えからそれだけではないということに気付いた。「今自分があるの
は祖先から大事な命があるからだ」「自分の命も次に受け継がれていくんだ」と、感じて
いた。振り返りの中で、「昔・今・未来とつながっているから命を大切にしていきたい」
と感想をもっていた。

道徳６年教科書使用

46 川崎市 小５ 道徳 生命の尊さ

　十一歳の時がんで亡くなったみやこしゆきなさんが書いた命についての詩やエピソード
を通して、命の大切さについて考え、命のかけがえのなさを自覚し、限りある命を精一杯
生きようとする心情を育てた。児童は、自分事として捉え、自分の命を精一杯生きるため
に、自分はどうしていこうかと真剣に考えていた。

光村図書
道徳教科書
「命の詩―電池が切れ
るまで」

47 川崎市 小５ 道徳
生命の尊さ「命
の詩―電池が切
れるまで」

　小学４年生で亡くなった、みやこしゆきなさんの命の詩を読んで、命の大切さについて
考えた。生きたくても生きることができない、学校に行きたくても行くことができない人
がいるにもかかわらず、自殺をしたり、いじめをしたりしているのはなぜなのだろう。み
やこしさんの思いを受けて、どのように生活するべきなのかを話し合い、自分のやりたい
ことにどんどん挑戦したり、自分の命だけでなく、他人の命も大切にしたりすることが精
いっぱい生きることなのではないかと考えた。これからは「精いっぱい生きていこう」と
いう思いをもつことができた。

48 川崎市 小５ 道徳
生命の尊さ「同
じでちがう」

　生き物は全て「同じでちがう」存在であるという文章を通して、人や生き物が「同じで
ちがう」ことはなぜ素晴らしいのかを考えた。一人ひとりの命が、かけがえのないもので
あることを全体で共有して、それぞれの命を尊重し、大切にしていこうという思いをもっ
た。過去の自分と今の自分、友だちと自分の違いを伝えあい、これからも自分の命を大切
にして自分や相手の個性を尊重し、お互いに助け合って生きていこうという思いをもつこ
とができた。

49 川崎市 小４ 道徳 生命の尊さ
　命の大切さについて自分がどのような考えをもっていたかを振り返り、多くの人々に支
えられている命を大切にしていこうとする心情を育てる。

光村図書どうとく
題材
「生きているしるし」

50 川崎市 小５ 道徳
生命の尊さ
一人一人の命の
すばらしさ

　人や生き物が「同じでちがう」ことはなぜ素晴らしいのかを考え、人間として楽しく生
きていくことにつなげた。

光村図書どうとく
題材
「同じちがう」



51 川崎市 小１ 道徳
いのちを大切に
（生命の尊さ）

　自分や友達の心音を聴くことで、生きていることを実感した。保護犬の存在も知り、新
しい飼い主の元で幸せに生きる犬の姿に、安堵の声が上がっていた。人も動物も同じよう
に命があることに気付くことができた。

講師
区役所職員

52 川崎市 小５ 道徳 相互理解,寛容

『車いすバスケットボールを通じての共生社会学習』
　リオ五輪に出場された土子大輔選手をお招きして、競技用車いすを体験し、土子選手の
生きざまや、多様性を認め合うことの大切さについての話を伺った。体験することで、車
いすでスムーズに力強く動き回る土子選手や学年の友達のすごさや努力を感じていた。ま
た、多様性を自然と認め合う外国の風潮についての話に感銘を受け、いろいろな人を柔軟
に受け入れられる心を育てたいと振り返っていた。

講師
一般社団法人
　　センターポール

53 川崎市 小２ 道徳
いのちをたいせ
つに

　生命の尊さをねらいとした「がんばれアヌーラ」では、動物園のゾウが助け合う話であ
る。重い病気になったゾウのアヌーラが倒れないように動物園の獣医や飼育員が懸命に
なって手当をしていたが、かなり弱っていた。その時、ぞうのガチャコとタカコがアヌー
ラの両側から体をよせて支え、それは病気がよくなるまで３週間続いたという物語であ
る。アヌーラを懸命に支える様子を見て、「動物も支え合っているんだ」と感心や驚きの
様子がみられた。命の大切さを実感することを意見交換したり、自分ができることを考え
たりする学習活動を行った。「人間もゾウのように助け合いたい」といった意見もみら
れ、命について各児童が向き合うことができた。

道徳教科書
「きみがいちばんひか
るとき」

54 川崎市 小１ 道徳 命の音

　心臓の音を聞いて、生き物の尊さや生命の実感をもたすことをねらいとした本学習で
は、学習のはじめに一人ひとりの心臓の音をクラス全員で確認した。その後、クジラやハ
ムスター、イヌ、ネコといった身近な動物の心臓の音を聞いた後にどの動物か答えるクイ
ズ形式で活動を行った。同じ人間でも心臓の音の聞こえ方が異なっていることや「チー
ターの心臓の音かと思ったら、ハムスターだった」といった驚きの声もあった。体験的な
学習を行ったことで、生の音を聞くことで、人間や動物には、命があるという実感が湧い
たと思われる。

多摩区福祉事務所

55 川崎市 小１ 道徳 いきているって

　呼吸をすること、ご飯を食べること、友だちと遊ぶこと、学校で学ぶこと、当たり前に
毎日していることも、命があり、生きているからこそできることがあることを教材文を読
んで感じ取った。さらに「自分が生きていていいな」と思う時はどんな時か考え伝えあう
ことで、自分や友だちの生命を大切にしようという気持ちを高めた。終末には「いのちの
うた」の動画を視聴することでさらに、その歌詞から命の重みを感じ取り、余韻に浸っ
た。

（参考資料）
道徳「きみがいちばんひ
かるとき」
光村図書出版株式会社



56 川崎市 小５ 道徳
命の詩　電池が
切れるまで

　「命の詩　電池が切れるまで」を読み、作者がこの詩の中で伝えたかったことは何か、
「精一杯生きる」とはどういう生き方をすることなのかについて、自分の感じたことを交
流し合った。「命を大切にする」ということは、自分の命だけでなく、周りの人の命も大
切にすることであることや、自分のやりたいことを精一杯がんばることだという意見も出
た。「命」を大切にすることについて、あらためて皆で考えることができた。

（参考資料）
道徳「きみがいちばんひ
かるとき」
光村図書出版株式会社

57 川崎市 小２ 道徳
生命の尊さ
「生まれるとい
うこと」

　道徳の教科書のまどみちおさんの詩「ぞうさん」を読み、命がのつながっているという
ことは、どういうことなのかを考えた。「ぞうさん」の歌を歌った後に、ぞうさんの家族
に自分の家族を重ね合わせたり、祖父母と似ていることろなどを考え。たくさんの意見が
出て、命のつながりをイメージすることができた。そこから、一人ひとりの命はかけがえ
のないものであることを知り、つながりのある命を細切にしていこうと考えることができ
た。

図書室で命のつながり
や、大切さに書かれた
本を紹介した。

58 川崎市 小３ 道徳
生命尊重
「ヌチヌチグ
スージ」

 　本時では、自分の祖父母からさらにその前の祖先について考えることから始まる。
「ご先祖様」という言葉は、児童にとってはイメージしにくい。お墓参りや仏壇を例に出
し、命の繋がりが今の自分の存在を示していることに気付かせていった。沖縄の風景写真
や方言に触れながら家族の考え方を知ったり、命が自分まで繋がっていることの不思議さ
を捉えて、改めて様々な思いを巡らせることができた。命の尊さや感謝の念を感じた主人
公の気持ちを想像させて、自分と照らし合わせながら、考えも深められるようにした。
　友達と考えを発表していく中でも、命との向き合い方・考え方の視点を多角的にもち、
「命が大切なものであること」「自分だけのものではない」ということをこれからの未来
を生きる子どもたちに伝えていった。

沖縄のお墓や風景の写
真を５０インチTVに映
し出し活用。
道徳教科書・沖縄三味
線の動画で、風土を感
じられるように支援し
た。

59 川崎市 小２ 道徳
「生まれるとい
うこと」

　「ぞうさん」の歌をクラスで口ずさみ、温かい雰囲気に浸りながら、ぞうさんの気持ち
をより身近なものとして考えさせた。自分が家族と似ているところを思い浮かべる活動を
通して、命のつながりを感じるとともに、自分の命はずっと受け継がれてきた大切な命だ
ということを理解した。また、ぞうさんはお母さんと似ていることを誇りに思っているこ
と、お母さんへの愛情やぞうとして生きる喜びを感じ取らせ、自分自身を見つめるきっか
けとなった。

60 川崎市 小５ 道徳 命の詩

　限りある命を懸命に生きようとする心情を育てる内容として、題材の中に出てくる主人
公の姿を通して命の重みを考え、人間の死の重さ、命がかけがえのないものであることを
理解した。また、限りある命を自分なりに「精一杯生きる」とはどういうことなのか考
え、日々の生活の中でこれから意識することについても話し合った。



61 川崎市 小３ 道徳 個性の伸長

　「三年元気組」良いところを伸ばすのに大切な気持ちを考え、自分の特徴に気付き、長
所を伸ばそうとする意欲をもてるようにすることがねらいである。自分には何もいいとこ
ろがないと思っていた主人公が友達の一言から自分の良さに気付き前向きに自分の良さを
伸ばしていこうとする姿を描いている「ええところ」という絵本の読み聞かせをする。友
達から自分の長所を書いてもらい認めてもらうことの嬉しさを感じ、一人一人個性や長所
をもっていることを再認識し、友達を大切にしたいという思いにつながった。

62 川崎市 小１ 道徳
「いきているっ
て」D17 生命の
尊さ

　息をしたり、食べたり、遊んだりするなどの当たり前のことは、生きているからこそで
きるという詩を通して、自分が生きていることについて考えた。
　初めは「当たり前じゃん」と、「生きていること」につながらない子が多かったが、
「元気じゃないとできない」という意見から、生活にかかわる様々なことが「生きている
からこそ」成立しているということに１年生なりにつながった。
　特に、「家族や友達といられること」、「けんかをすること」など、人とのつながりに
「生きている」を感じている子が多く見られた。

小１道徳　教科書
「きみがいちばんひか
るとき」

63 川崎市 小５ 道徳
「しかえししな
いよ」日野原重
明

　授業内容は、命は自分が持っている時間であり。命を大切にすることは、自分の時間を
誰かの為に使うことだと知り、今の自分を振り返るとともに、今後よりよく生きようとす
る心情を育てることを目当とした。また、学習活動は、まず自分の心音を聴診器で聞いた
後、「詩」の朗読を聞き、感想を交流させた。最後にＤＶＤで「１０歳のきみへ、命の授
業」を視聴した。児童が心の深いところで受け止めている様子が見られた。

５、６年生を対象に行っ
た。教材詩集「しかえし
しないよ」ＤＶＤ「十歳
のきみへ　いのちの授
業」と、聴診器を講師が
持参し、心音を聞く体験
をした。

64 川崎市 小４ 道徳
「生き物と機
械」

　生き物と機械の違いについて考えることを通して、命はどのようなものかについて考え
させ唯一無二の生命を大切にしようとする心情を育てた。導入で「ロットの犬」と「本物
の犬」の動画を見せた。教材文を読んで本物の犬とロボットの犬の違いから、生き物の有
限性や唯一性に気づかせた。終末に「命」を朗読した。後にグーグルフォームにて振り返
りを行った。今までの自分の生活を振り返って、今後をどう生きていくかを考えるきっか
けとなった。

教材名「生き物と機
械」中村桂子氏「命
（宮越由貴奈）」

65 川崎市 小４ 道徳 命の大切さ
　生まれたばかりの妹が保育器の中に入っているのを見て、大きな声を出して泣いている
姿に生命力や命の尊さを感じていた。４年生のちえ子に自分を重ね合わせて考えている児
童もいた。

「生きているしるし」



66 川崎市 小２ 道徳 いのちの大切さ

　教科書教材で道徳「空色の自転車」を授業した。子どもたちの大きな事故体験は０人で
あったが、新聞やテレビで報道された大きな交通事故については知っている児童が多かっ
た。主人公は事故にあい、長期わたり意識不明の状態になった。その間、家族や友達、担
任などが主人公の回復に尽力を尽くした事が記述されている。この部分をていねいに読み
取らせ、一人の命をみんなで支えていることを理解させた。また、自分だったらどのよう
なことができるか考えさせることで、気持ちの共有をさせた。そして、自分も家族や友達
に支えられて生きていることを実感することができた。

教科書教材

67 川崎市 小２ 道徳 　親子の愛情

　二人の母親の子どもに対する行動を対比させる授業。一人の母親は自分の子どもをほめ
ながら育てる様子を紹介した。自転車に乗れた時は抱き合って喜び、料理ができたらほめ
た。もう一方の母親は、自転車でけがをしても「自分が悪い」と突き放した。また、階段
から落ちても「ごくろうさん」で終わらせた。そのような母親のどちらがいいか、子ども
たちに聞いたが、圧倒的に前者であった。しかし、この二人は同一人物であることを知っ
たときに子どもたちは驚いた。なぜ時には優しく、時には厳しく育てたのかその理由を考
えさせた。この子どもが盲目であり、将来の自立のために母親があえて厳しい場面を作っ
たということを知り、厳しく育てることも子どもの命を守るための親の愛情であることに
気が付いた。

自作の教材

68 川崎市 小３ 道徳
ヌチヌグスーチ
－命の祭り－

　「ご先祖様って誰だろう？」と言う教師の発問から授業を開始した。子ども達からは
「ご先祖様？おじいちゃん？」と言うつぶやきが聞こえたものの、はっきりとは分かって
いない様子だった。「今日は命について考える授業だよ。」と担任が伝え学習への動機付
けを行った。教材と出会った子ども達から、「わたしたちには、先祖がたくさんいるん
だ。」「命ってつながってるんだ。」と声が上がった。「命をありがとう。」と言った登
場人物の気持ちを考える活動を通して、「きっと、命をくれたお父さん・お母さんに感謝
してるんだ。」と表現する児童が見られた。学習を通して、命のつながりを意識したり、
命をくれてありがとうと言う感謝の念が育ったりした。終末では、命について考えたこと
を書く活動を行った。「命は人と人をつないでいるんだ。」「命はバトンみたいだ。次の
命へバトンタッチするんだ。」と抽象的な命という存在について、バトンという具体物で
イメージしている子どもの姿が見られた。どの子ども達も「命ってすごいんだ。」「大切
にしたい。」「自分だけでなく、友達の命も大切なんだ。」と生命の大切さ、尊さに気づ
き感謝する姿に学びの価値を感じた。

３年道徳の教科書



69 川崎市 小６ 道徳
つながる命
三十八億年の命

　教師による教材文の範読後、「命はだれのものだろう？」と投げかけると「自分の命は
自分のものだ」「誰のものとかないんじゃない？」と子どもから声が上がった。そこで、
「命のつながり」と言う言葉から、想像するイメージを思い思いに考えさせた。「自分の
命は、次の命とつながっているんじゃないかな」「お父さんやお母さん、両親とつながっ
ているはずだよ」と考えを発表する児童が見られた。続いて、筆者の「命はあなただけの
ものではない」と言う言葉を聞いてどう考えたかと主発問を設定すると、児童は「やっぱ
り自分のものだと思う」「自分の命をつないでくれた人のためにあると思う」「次に生ま
れてくるもののためだ」と考えていた。その後、再び導入の問いに戻ると、「始めは、誰
のものとかではない。と思っていたけど、次につなげるために命があるのかもしれない」
と自分の命の尊さに気づき、つながりの中にある自らの命、生命の偉大さを感じる児童が
多く見られるようになった。

６年道徳の教科書
Ｐ１５２～１５５

70 川崎市 小３ 道徳 　生命の尊さ

　自分にとって一番大切なものについて考え、友達と意見交流をした。その後、光村図書
３年「大切なものは何ですか」を読み、命を大切にするとはどういうことかについて考
え、学級全体で意見交流をした。命を大切にするとは、「自然を大切にすること」「生き
物の命をもらってるから残さず食べること」「生きてることに感謝しながら、いろいろな
ことに挑戦すること」などの意見が出た。一人一人が改めて自分の命と向き合う学習に
なった。

道徳　光村図書３年
「大切なものはなんで
すか」

71 相模原市 小３ 道徳
つながる命
「ヌチヌチグ
スージ」

　自分の生命は、遠い先代から受け継がれてきたものであるという不思議さや雄大さに気
づくことができるように、自分の先祖を数えたり、教科書の主人公の先祖の数を見て感じ
たことを伝え合ったりした。自分が今元気に学校に登校できているのも、たくさんの先祖
の命が繋がれてきたからだと気づいていた。また、自分がその命のたすきをとぎらせては
いけないと、自分の命の重さを痛感した児童もいた。自己の命は自分だけの命ではないと
いうことを知り、改めて自分や友だち、家族の命を大切にしようという思いを高めた。

新しい道徳
（東京書籍）

72 相模原市 小３ 道徳
命を大切に
「いただいたい
のち」

　病気になりながらも、家族や周りの人から助けられながら懸命に生きている主人公の気
持ちを考えた。また、病気を知らされた主人公の気持ちだけでなく、その家族の気持ちに
も触れ、命は主人公のものだけでないことを確認した。子どもたちは、主人公の心情が、
主人公の病気が治り命が助かったうれしさや喜びから、周囲への感謝になったことに気づ
いた。振り返りの中で、自分たちも助け合って生きていることに気づくことができた。

新しい道徳
（東京書籍）

73 相模原市 小２ 道徳
友だちの良いと
ころを見つけよ
う

　グループの友だちの良いところをワークシートに記入し、発表し合った。自分自身が気
づいていない自分の良いところを改めて発見できたり、自分自身を認めることにつながっ
た。

担任



74 相模原市 小２ 道徳

「たんじょう
日」
自分を大切に育
ててくれた人に
感謝をしよう

　教材を読み，生まれてきたときのことを考えることで自分を守り育ててくれた人に気づ
いた。また，今まで自分が生まれたときのことを聞いている児童からどんな話を知ってい
るか共有することで生まれてきたときは人によって違うことにも気づいた。最後には自分
を大切に育ててくれたおうちの人へ感謝の気持ちを書いて返事をもらった。

東京書籍 新訂 新しい
道徳２「たんじょう
日」

75 相模原市 小１ 道徳
「ドキドキどっ
きんぐ」

　自分の心臓の音を聴いて、自分が生きていることを実感する。また、Ｅテレ「銀河銭湯
パンタくん」の動画を視聴し、生き物には命があることや、その命の大切さを考える授業
を行った。

Ｅテレ
「銀河銭湯パンタく
ん」

76 相模原市 小３ 道徳
いただいたいの
ち

　事前のアンケートで命についての価値観を確認したところ、「いのちは一つしかないも
の」「いのちは大切な物」という意見が多かった。血液のがんについて話題にしたとこ
ろ、今流行している感染症より、病気は誰がなってもおかしくないとみんなが感じてい
た。授業の中では、①自分がなってしまったとき②家族が病気になったとき③友だちが病
気になったときと様々な視点で病気について考えた。　終末では、自分の命は多くの人の
支えの中で守られ、育てられていることを実感し、感謝しながら生活していきたいという
児童が多くみられた。

・事前アンケート
（命についての価値観
確認）

77 相模原市 小複合 道徳
赤ちゃんが生ま
れるよ

　妊娠中の先生をゲストティーチャーに迎えて、赤ちゃんの誕生を待っているお母さんや
家族の人たちの気持ちについて聞くことができた。おなかの中の超音波写真を見ながら、
赤ちゃんの存在を確認し、終末には、実際おなかを触って、赤ちゃんに話しかけるなど、
ふれあうことができた。ゲストティーチャーの先生は、支援級の子どもたちにとってもこ
れまでお世話になった先生だったので、「元気な赤ちゃんを産んでね」と温かい言葉をか
ける様子も見られた。

事前の授業の流れ等
打ち合わせ
赤ちゃん人形

78 相模原市 小１ 道徳
生きていること
のすばらしさ

　心臓がドキドキと動くことの不思議さを通して、いのちを感じる学習です。児童は、自
分の経験から、ドキドキする場面やその時の気持ちをじっくり考える時間があった。「緊
張すると、おとがはやくなる。」「ドキドキすると汗かいたよ。」「けがをして泣いてド
キドキ。そのあと母に抱かれてはやくなくなるドキドキ」児童からいろいろな気持ちの表
現がでてきた。また、「ドキドキするのは心臓が動いているから。」「生きているからな
んだ」という言葉も出てきた。

教科書使用。複合学
年、支援級

79 相模原市 小４ 道徳 命について

　自分や相手の大事な体の部分を大切にすることの学習を通して、自分やみんなの体、命
を大切にすることを学んだ。
　子どもたちの振り返りは、「自分の体の大切な部分については恥ずかしい気持ちはある
けれども、とても大切だということが分かりました。これからも自分や友だちにやさしく
接していきたいと思いました。」など発表することができた。

小学校 低・中学年
児童用資料「たいせつ
なあなたへ」
PowerPoint



80 相模原市 小１ 道徳 生命の尊さ

　子どもたちにとって、身近な生き物であるハムスターに“語りかける”という活動を通
して、『生命の大切さ』に気づくことができるように学習を進めていった。
① 生まれたばかりの赤ちゃん
② 生まれてから十日たった赤ちゃん
③ これからさらに大きくなる赤ちゃん
大きくこの３つに分け、実際に語りかけてもらいました。どの児童も、日々の生活経験と
結びつけながら、声をかける様子が見られました。
「いっぱい食べて、大きくなってね。」
「お母さんと仲良く過ごしてね。」
「自分がお母さんになったら、今みたいに守ってあげてね。」等、具体的に語りかける姿
もあり、自分の生命に対して愛情をもって育んできた家族の思いにも気づくことができ
た。

東京書籍　新訂
あたらしいどうとく１
「ハムスターのあかちゃ
ん」

81 相模原市 小２ 道徳
主題名
「たった一つの
命」

　「いのち」という言葉から連想することを問い、「いのちは大切」という共通意識を
もって資料を読んだ。
　資料の登場人物の状況や気持ちにも寄り添いながら、たった一つの与えられた命につい
て考え、自分の命を大切にしようとする心情を育てられるようにした。
　自分が【生きていると思う瞬間】、【いのち】を感じる時はどんな時か問い、いろいろ
な人に支えられて生かされていることや、生きることの喜びを感じられるようにした。
【児童のふりかえりから】
・いのちは何よりも大事で、小さい虫たちにもいのちはあって、これからは、自分のこと
をあまり「いやだな。」と思ったりするのはやめようと思いました。

東京書籍　新訂
あたらしいどうとく２
「たんじょう日」

82 相模原市 小３ 道徳 生命の尊さ

　先祖の数を数え、命のつながりに感謝するコウちゃんの気持ちを考え、生命は過去から
つながっていることに気付き、自分の命や人の命を大切にしようとする道徳的心情を育て
ることをねらいに授業を行った。
　主人公のコウちゃんを自分に重ねて考え、自分につながっている誰か一人でも欠けてい
たら、今、自分はここにいないことに気づき、命のつながりの奇跡に感動していた。ま
た、命を授けてくれた人々に感謝し、自分の命を大切にしたいという思いを持っていた。
そして、これから自分も、誰かの命をつないでいくのだという感想もあった。
　教室においてある命に関連する本(ヌチヌグスージの続編など)を手に取る児童も増えて
いる。

東京書籍　新しい道徳３
「いのちのまつり～ヌチ
ヌグスージ」



83 相模原市 小５ 道徳
かけがえのない
生命

　亡くなったおばあちゃんから、優しさや人を思いやる気持ちなどを受け継ぐ主人公の心
情について考えた。祖先から祖父母、父母、そして自分、さらに自分から子どもへと受け
継がれていく生命のつながりについて気づくことができていた。また、大切な家族が亡く
なってしまう死の重さとともに、家族や仲間と共に支え合いながら生きることの良さにつ
いても話し合い、考えを広げた。児童のふりかえりでは、「おばあちゃんが死んでも、家
族の心の中でおばあちゃんの思いやしてくれたことは生き続けるのだと思った。」「自分
のおばあちゃんやおじいちゃんとの時間をもっと大切にして、たくさん話していろいろな
事を教えてもらいたい。」など、限りある命の大切さや家族などの人との繋がりを意識し
て生きていこうとする考えが多く書かれていた。

東京書籍　新しい道徳５
「おばあちゃんが残した
物」

84 相模原市 小６ 道徳 生命の尊さ

　資料をもとに「命の重さはみな同じなのか？」というテーマについて話し合いをした。
資料を基に、子犬の命をもとに命の大切さについて考えた。ただ、子どもの思考を深める
ために、「では、食用の動物の命は？」「蚊などの虫の命は？」など実は身の周りの命を
もとに人間の命が成り立っていることについて考えた。

東京書籍　新しい道徳６
「命の重さはみな同じ」

85 相模原市 小２ 道徳
「ゆきひょうの
ライナ」

　生きるために他の動物の命を奪おうとしている行為と命を守ろうとする行為、その葛藤
で揺れるライナの心境を想像することで「いのち」との向き合い方について考え、意見を
出し合った。授業の後半では今回の内容に関連した「いのちをいただくみいちゃんがお肉
になる日」という絵本を読み、登場人物の心の葛藤を通して、他の生き物の命をいただい
て自分たちが生かされている事実に改めて気づくことができた。

東京書籍　新訂
新しいどうとく２年
「絵本 いのちをいただ
く みいちゃんが お肉に
なる日」原案：坂本　義
喜　作：内田　美智子
講談社

86 相模原市 小２ 道徳 生命の尊さ

　未熟児で生まれ、毎日母乳を届けて、命をつなぐために保育器で日夜健康観察を受けた
赤ちゃんが無事に育つという内容の道徳教材。毎日母乳をとって届けることはとても大変
だが、栄養や免疫を与えるために必要不可欠であること、お母さんは命がけで赤ちゃんを
産み育てること、赤ちゃんが泣いたら朝も夜も関係なくお世話することなどを知った子ど
もたちは、自分が赤ちゃんだった頃のことを聞いてみたい、おうちの人に大切に育ててく
れてありがとうの気持ちを伝えたい、生んでくれた命を大切にし、精一杯大きくなりたい
などの意見が出た。

道徳教科書
「たんじょうび」

87 相模原市 小１ 道徳
大切な命
「ハムスターの
あかちゃん」

　身近な生き物の誕生や成長の様子から、命あるものを大切にしようとする内容である。
子どもたちはハムスターの赤ちゃんに「早く大きくなってね」「お乳をたくさん飲んで
ね」など、優しく語りかけていた。日々の生活経験の中で生きていることの素晴らしさを
感じ取ったり、自分の誕生を心待ちにしていた家族の思いを感じ取ったりしながら自分の
生命そのもののかけがえのなさを気付けるようにしたいと思う。

道徳の教科書



88 相模原市 小３ 道徳 大切ないのち

　「いただいたいのち」の教材は、小学校2年生が血液の癌で多くのひとから血液をいた
だいて助けてもらった内容の話である。教材の内容に入る前に「いただいたいのち」と
は、どういうことか話し合った。子どもたちは、「親からもらったいのち」「うけついだ
命」「つながった命」などが話し合われた。学習を通し「血液をいただいた」だけでなく
親の懸命な介護、友だちの励ましの手紙、医者や看護師の治療など多くの人から励ましを
いただいて助かった命だということをみんなで学んだ。最後の感想は「命って温かいもの
なんだ。命の大切さについて考えられたから、大切にしていきたい」とまとめることがで
きた。

道徳の教科書

89 相模原市 小６ 道徳
「尊重しあえる
人間関係」

・体の変化、考え方、生き方の個人差
・将来を描く（最終学年への最後の話）
・尊重しあえる人間関係（ＬＧＢＴにも触れる）

本校は、２・６年生の
他に、４年生も第二次
性徴について授業をし
ていただきます。

90 相模原市 小５ 道徳 人権移動教室

　国境なき医師団の動画を視聴し、講師の先生から命の尊さや思いやりについての話を聞
いた。
　子どもたちは、自分にできるだろうかと考え、当たり前のように人のために行動できる
人になりたいなどの感想をもつことができた。

横浜国際人権センター
の先生

91 相模原市 小複合 道徳 いのちの大切さ

　自分の心音を聞き、支援級で飼っている動物の心音も聞き、同じように生きている音を
感じる体験活動をした。
　これからどのように接していくかを考えると、今までの接し方を振り返る姿や、やさし
い気もちをもって行動に移そうとする姿が見られた。

支援級（1・５・６
年）

92 相模原市 小１ 道徳
生命の尊重
「1.17 阪神淡路
大震災」

　学級毎に実施した。阪神淡路大震災から27年が経ち、この大震災があったことさえ知ら
ない児童が多い。阪神淡路大震災当時の写真を提示するとともに、妹を亡くした被災者の
体験が基になって作られた絵本を読むことで、改めて家族や友だちを大切にしようという
気持ちを高めさせようとした。子どもたちがもっている大阪や神戸の賑やかなイメージと
は対照的に、瓦礫や倒壊した建物の様子に驚き、友だちとの普段の接し方を考え直そうと
する児童もいた。

「あの日わすれない
はるかのひまわり」
（指田和子）

93 相模原市 小１ 道徳 生命の尊さ

　生きていることを喜び、生命を大切にしようとする心情を育てることをねらいとして授
業を行った。動物の心臓の音や自分の鼓動が早くなる場面を思い出し、生きていることの
意味について考えた。子どもたちは、命の大切さについて自分なりの考えを持つことがで
きた。

１年　道徳
「どきどき　どっきん
ぐ」

94 相模原市 小２ 道徳 生命の尊さ

　「ぼく」という主人公が好きなものについて話をするが、最後に一番好きなものは自分
自身であると話す。「ぼく」の存在がなければ「ぼく」の好きなものは存在しないとこと
語りかける教材である。自分の良いところや友達から見た良さををカードに書いた。この
活動を通して、自分の良さを再確認し、評価してもらったことで生きる喜びや生命につい
て考えた。

２年　道徳
「ぼく」



95 相模原市 小３ 道徳 生命の尊さ

　ある日突然骨髄性白血病になってしまった主人公に対し、多くの人が心のケアや献血・
骨髄バンクへの協力を通し、命をつないだ内容に対して扱った題材である。身近な友人が
白血病になった体験を通し、自分たちの命がどのようにつながっているのかを学習を通し
て理解を深めた。
　主人公の病気について考えるだけではなく、自分自身の命の価値について考えたり、ど
のように命が生まれたのかを知ったりすることを通し、改めて命の大切さを考え、自分だ
けではなく他者の命を大切にする重要性について考えた。

３年　道徳
「いただいたいのち」

96 相模原市 小４ 道徳 生命の尊さ

　本題材は、バルバオの木の自己犠牲について描かれているが、そこには焦点を当てず、
バルバオの木の命をいただいたことで命を繋いだ動物たちの思いに焦点を当て、それを自
分たちの生活に落とし込むようにした。
　子どもたちは食事の前の習慣として「いただきます」と言うが、この意味は、自分に大
切な命を捧げてくれた（捧げさせた）他の動物に対する「（命を）いただきます」でもあ
る。授業を通して、「いただきます」の意味を考えさせ、多くの命をいただきながら繋い
だ自分の命の大切さを実感させた。

４年　道徳
「バルバオの木」

97 相模原市 小５ 道徳 生命の尊さ

　サハリンで全身の8割にやけどを負った子を、緊急に日本に運んで治療したという実話
である。本教材を通して、一人の命を救うために多くの人々が協力し、尊い命を救わなけ
ればという人々の思いがあったことについて考えられるようにした。
　教材を通して、自分の命が多くの人に支えられていることに気づき、命を大切にしてい
かないといけないという思いを深めることができた。

５年　道徳
「コースチャぼうやを
すくえ」

98 相模原市 小６ 道徳 生命の尊さ

　重い心臓病の手術を前にして、佐江子さんは母に手紙を書く。手紙には母への感謝と励
ましの言葉が書かれている。本教材を通して、生きることの意義や命の大切さ、自分が家
族を中心に多くの人との関わりの中で生かされていることについて考えられるように進め
た。
　佐江子さんに寄り添って考えることができ、自分の命は自分のものだけでなく、自分を
大切にしてくれている人たち全部のものであることに気づき、命の大切さについて考えを
さらに深めることができた。

６年　道徳
「お母さんへの手紙」

99 相模原市 小複合 道徳 生命の尊さ

　ＮＨＫ for school「新ざわざわ森のがんこちゃん」の物語をビデオで見て、自分のわ
がままに対する親からの愛情、新しい命の誕生や日々の成長を温かく見守る両親の想いを
知る。その後、自分たちが生まれたときの親の気持ちを考えさせたり、一人一人の命に
は、それだけの愛情が詰まっていることについて自分の考えをもたせた。

ＮＨＫ for school
「新ざわざわ森のがん
こちゃん」（がんこ
ちゃんがうまれた日）

100 相模原市 小複合 道徳 生命尊重

　子どもたちが昆虫などを捕まえても、世話もせず放置する事例があったことから、本教
材の題材を用いて学習を行った。昆虫の事例だけだと理解しにくいと考え、昆虫が自分、
そして、大男に捕まったという例えのお話で考えると、様々な困り感を実感することがで
きた。元の昆虫におきかえて考え、餌を入れたり、すみかとしての快適性を意識したりす
る考えの他、世話ができないようなら逃がしてあげるという優しい気持ちをもつ児童もい
た。

支援級１～５年
参考教材：
「人権の花」
道徳教材資料
「小さないのち」



101 相模原市 小１ 道徳 生命尊重

　学校生活や放課後遊びなどに慣れ、大胆な行動や危ない行動が出てきやすい時期になっ
てくる。また、「命の大切さ」を概念的にはわかっていても、実感としてとらえている児
童はとても少ない。
交通事故の例を通して、命の危機は割と身近にあることや命の大切さなどについて話し合
うことができた。また、自分の命は自分一人だけのものだけではなく、家族や周りの人に
支えられているものだと感じ、より大切にしようと考える児童も見られた。

道徳教材資料
「いのちがあってよ
かった」

102 相模原市 小２ 道徳 生命の尊さ

  生きることの喜びや楽しさを感じて、生命のすばらしさや大切さを自覚することをねら
いとして行った。「ぼく」がいちばんすきなものは「ぼく」　ところできみは何がすき。
という問いかけの文で終わることに注目し、自分の好きなところやいいところさがしの活
動を行った。なかなか思いつかない児童もいたが、友達にアドバイスをもらって、自分の
よさを改めて実感し、まわりに認めてもらえるうれしさも同時に感じられたようだった。

新しい道徳
東京書籍

103 相模原市 小５ 道徳 生命の尊さ

　思春期を迎え、「死」について漠然とした恐怖を感じている児童がいる一方で、「死
ね」「死にたい」という言葉を簡単に口にする児童がいる。しかし、この教材を通じて
「死」についてネガティブなイメージだけでなく、亡くなった人の思いは受け継がれてい
くこと、その人の生き方が多くの人に勇気をもたらすことがあることなどに気づくことが
できた。「死」をむやみに恐れるよりも「生」を大切にしていきたいという気もちを変え
られたと振り返る児童もいた。

参考資料
５年新しい道徳
「おばあちゃんが残し
たもの」

104 相模原市 小５ 道徳
亡くなった人が
残したもの

 　「ぼく」はおばあちゃんの死という悲しい出来事を経験するが、おばあちゃんの存在
が心の中に残っていることを実感している。おばあちゃんと過ごしたことを思い返すだけ
で、幸せな気もちになれた。それだけなく、つらいときには、心の中でおばあちゃんが励
ましてくれる。「ぼく」の心の中でおばあちゃんは、ほかの人に楽しさをあげるという目
標になっていたのだ。亡くなった人が残したもの、思いを考えることから、生命への畏敬
の念を考えさせる。

新しい道徳/東京書籍

105 相模原市 小６ 道徳 生命尊重

　本教材は、重い心臓病で亡くなった佐江子さんがお母さんに書き残した手紙の内容であ
る。今まで自分のことをおぶってくれたり、自分の辛さを理解しようとしてくれた
り・・・と、自分のために必死に育ててくれたお母さんへの想いが溢れる感謝が書かれた
内容になっている。振り返りの際には、これからも命を大切にしていきたい、大切に育て
てくれた家族への感謝の気もちを忘れずにいたい、などと命の大切さを考えるきっかけを
もつ児童が多くいた。

参考教材
東京書籍「新訂　新しい
道徳」
ｐ９８　お母さんへの手
紙

106 相模原市 小６ 道徳
感謝の心をもつ
「土石流の中で
救われた命」

  私たちの生活は多くの人に支えられて成り立っており、自分たちや世の中のために尽く
してくれる人々の支えや援助を意識してその気持ちを理解することが大切である。児童に
は、自然災害の脅威と備え、避難に関する知識とともに、災害時に自らの危険を顧みず救
助活動に尽力する消防隊、自衛隊、警察などの姿にもふれた。

防災教育



107 相模原市 小６ 道徳
生命の尊重
「命の重さはみ
な同じ」

　生命を尊重する心情は、実際に動物を飼育することで育つとは限らない。「動物も自分
と同じように一生懸命生きている。」と感じることで、「大切にしよう」「まもりたい」
という声明を尊重する心が育つとともに、生命に対する畏敬の念を育てることができると
考える。子犬の力強く生きる姿に感動し、引き取った夫妻から「生き方に影響を及ぼす」
という精神的なつながりが考えられる。命がかけがいのないものであることをこれらの観
点をもとにねらいとする道徳的価値をしっかりとらえられるようにした。

108 相模原市 小５ 道徳
かけがえのない
生命

　道徳教科書題材「コースチャぼうやを救え」を扱った１時間。「生命とは何か」という
発問から授業を始めた。題材は、大やけどを負ってしまったコースチャ（ロシア人）を多
くの日本人やロシア人が協力をして助けた話。この話をもとに、「自分の生命を大切にす
るたに」「他者の生命を大切にするために」「人以外の生命を大切にするために」と３つ
の視点で話し合った。

新しい道徳
「東京書籍」
（佐藤岬貴）

109 相模原市 小５ 道徳 生命の尊さ

　主人公の「ゆきひょうのライナ」が初めて世界に出たときに、いろいろな生き物が、食
べる食べられるの関係にあることを知る。という内容。
　授業では、それぞれの場面でのライナの気持ちを考えながら、最後に「食事をするとき
にどのような気持ちを大切にしていくか」ということを考えた。
　給食で動物以外(野菜等)含めてたくさんの命から栄養をいただいているということにも
気づくことができた。「感謝の気持ち」「のこさずに食べる」ということを意識していき
たい。という児童も多くいた。

新しい道徳
「東京書籍」
（萩生田智也）

110 相模原市 小３ 道徳 つながる命
　今を生きる人の生命は、遠い先祖から受け継がれてきた物であり、その不思議さと雄大
さに気づくことにより、生命をつないできてくれた先祖への感謝の気持ちを持つことがで
きた。同時に、生命のかけがえのなさや生命の尊さについて、考えを深めた。

東京書籍
新しい道徳
「ヌチヌグスージ
（いのちのまつり）」

111 相模原市 小５ 道徳

内容項目
「生命の尊さ」
主題名
「亡くなった人
が残したもの」

　「つながりの中にある生命を感じ、かけがえのない生命を尊重し、大切にしようとする
心情を育てる」というねらいで授業を行った。教材を読み取り、生命の尊さやかけがえの
なさを考えたり、家族や仲間とのつながりの中で共に生きることのすばらしさについて考
えたりしました。振り返りでは、「会えなくなってしまっても、その人との思い出やその
人からの言葉を思い出しながら前向きにがんばりたい。」という意見や、「今、近くにい
る人たちを大切にしていきたい。」などの意見が出た。

（参考資料）
「おばあちゃんが残し
たもの」
東京書籍



112 相模原市 小６ 道徳 「タマゾン川」

　人の命は、傷つけたり殺めたりしないのに、動物や植物の命は平気で奪ってしまう人間
の心に迫りたく、道徳の教材を扱った。アマゾンにいるはずの魚を見せ、どの魚が多摩川
に生息しているか考えさせた。自分の予想との違いに驚き、興味をもった導入になった。
また、固有種の命を奪う外来魚の特徴を抑えた上で、「外来魚は悪いのか。」という問い
を提示した。「外来魚がかわいそう。」「最後まで責任をもっていないのは人。」のよう
に、タマゾン川を生み出したのは命を粗末に扱った人間のせいという考えをまとめ、命に
ついて考える授業を行った。

指導：学級担任
参考資料
新しい道徳
「タマゾン川」

113 相模原市 小３ 道徳

大切ないのち
「ヌチヌグスー
ジ」（いのちの

まつり）

　大事なご先祖様のおはかまいり」をする島の人々の話を聞いて、命は「お父さん、お母
さん」からつながっており、さらにその先には「おじいちゃん、おばあちゃん」などご先
祖様からずっと命がつながっていることを感じとり命のバトンが引き継がれてきたことを
知った。生命は多くの人々の支えによって育まれていること、与えられた命を一生懸命生
きることの素晴らしさについて学ぶことができた。さらに生命あるものすべてを大切にし
ようという思いを持つことができた。

「新しいどうとく」③
東京書籍

114 相模原市 小１ 道徳
　国際理解、
国際親善

　中国に住む日本人のたろうと、シャオミンの交流を描いた教材を使用した。登場人物は
文化のちがいがあっても互いのことに興味をもち、理解したり、尊重したりできている。
子どもたちは、世界にはいろいろな国があり、そこに住む人たちがいるということを理解
した。好きなことや言葉がちがっても、友だちになれるということを前向きにとらえてい
た。また、外国にルーツがある児童が増えているため、抵抗感なく考えることができてい
た。

参考資料
「ぼくとシャオミン」
東京書籍株式会社

115 相模原市 小３ 道徳 生命の尊さ

「ヌチヌグスージ（いのちのまつり）」
　これまでも道徳や学活、生活科などの学習を通して命の尊さについて学んできた。今回
は自分の命を遡ると遠い先代から大勢の命が繋がっているという視点で、いまある命は当
たり前にある物ではないことに気づいた。これまでたくさんの人たちが大事に命を繋げて
きたからこそ、自分も周りの人も大切にしていきたいという思いをもった児童もいた。

新しい道徳３

116 相模原市 小２ 道徳
生命の尊さ
「ぼく」

  主人公の「ぼく」が自分の好きなものを教えてあげようかという語りかけから始まり、
好きなもの、遊び、人などいろいろと挙げられているが、一番好きなものは「ぼく」であ
るとしている。「ぼく」の存在によって好きなものを体験できたり、感じたりできる意味
を２年生なりに自分の思いと重ね合わせながら捉え、生きる喜びを味わえるようにした。
自分の好きなもの、こと、人をタブレットで紹介し合い、自分の存在を認め合えるような
活動も取り入れた。

東京書籍
新しいどうとく



117 相模原市 小４ 道徳

生命の尊さ
大切な命
「走れ江ノ電光
の中へ」

  母の死だけでなく、とも君も病気で亡くなってしまうという悲しい話であるが、単なる
悲しい話として終わらせるのではなく、とも君の夢をかなえてあげようとした周りの人々
の優しさにも共感させるよう、授業の中で焦点をあてて話し合った。また、命に関わる教
師の体験談を話すことで、子どもたちが身近な問題として捉えられるようにした。子ども
たちの授業後のふり返りでは、「一つしかない命を大切にしようと思った。」ことや「学
校で勉強ができる日常が当たり前でない。」ことなどが書いてあり、命の大切さについて
学ぶ機会となった。

東京書籍
新しいどうとく

118 相模原市 小４ 道徳 命の授業

①助産師による命の授業
命はどう誕生するのか、自分の命が奇跡の連続で誕生していることなどを知ることで、自
分の命を大切にしようという気持ちを改めて持つことができた。
②ちがいって何？～みんなちがって　みんないい～
人それぞれいろいろな個性があり、その個性を受け入れるには、思いやりの心をもつ、広
い心をもつ、自分と同じように友だちの命も大切であることを学んだ。
　２つの授業を連続して行うことで、自分の命も友だちの命も同じように大切であること
に気づくとともに、人権に配慮できる心の土壌を培うことができた。

①助産師さん
助産師の授業は毎年2～5年
で実施
②「かなわね」（文芸社出
版）を使用
今年も2～5年で助産師さん
の授業を実施したが、①と
②の連続実施は4年のみ

119 相模原市 小５ 道徳 自分たちの権利

　人権とは何かと問うことから、子どもたちによくわからないから考えようという意識を
持たせた。なぜ「子どもの権利条約」ができたのかその歴史や背景を知り、過去や諸外国
で命さえも守られなかったことがあることに衝撃を受けた。「生きる権利」「育つ権利」
「守られる権利」「参加する権利」のどれが一番大切かを話し合うことで、「生きる権
利」が何より大切であると気づくことができた。命は誰でも平等で守られるものであるこ
とを共有、確認することができた。

講師はソレイユさが
みから人権教育を推
進している講師の先生

120 相模原市 小３ 道徳
食べると言うこ
と

　１月に給食週間があり、クラスでは作ってくれた人への感謝と残さないで食べることに
取り組んだ。好き嫌いをしないで食べたほうがいいことはわかっているが、自分たちが食
べる全てが命ある物であったことに、この授業を通して気づくことができた。自分たちが
生きていくためには、多くの命の恵みをいただいているという事実から、生き物を大切に
思う心、命をいただいたからその分も大切に生きていこうという気持ちを考えることがで
きた。

かながわ「いのちの
授業」ハンドブック
「かわいそう　しか
たない　あたりまえ」

121 相模原市 小２ 道徳
命の尊さ
「生きる喜び」

　この教材は、主人公に好きなものがたくさんある中で、一番好きなのは自分である、と
いうことが書かれたものである。主人公の「すき」なものの話から自分自身の好きなもの
を楽しそうにたくさん見つけていた。その後、どうして自分が一番好きなのかを考えるこ
とで、自分がいないと好きなものが見つからないことに気づいた。ふり返りでは、もっと
好きなものを見つけて楽しく過ごしたい、自分を大切にしよう、ということをカードに書
く児童がいた。

（使用教材）
道徳
「わたしたちの
　　　　道とく」２



122 相模原市 小５ 道徳 生命尊重

○コースチャぼうやを救え
「たった一つのかけがえのない命を持って生きている」
「生命の重みはみんな同じである」ことをねらいとした。導入では、これまでの経験や教
師の体験を話す中で、命をキーワードにした発言が多くなった。「命は大切なもの」と言
う考えから、そこに関わった人がいたこと、命を救うための思いがあることなど、命に対
する多様な考えを持つことができた。

５年「新しい道徳」
東京書籍

123 相模原市 小６ 道徳 生命の尊重

○命の重さはみな同じ
「動物も自分と同じように生きている」をねらいに、「守りたい」「大切にしよう」とい
う心情を育成した。
導入では、「同じ命」をキーワードにすると、「命の大切さ」についての考えが多く出た
が、命もそれぞれあり、価値は違うという意見も出た。資料を読む中で、「力いっぱい生
きている」「何とかしたい」という思いから、自分と共感したり、新たな考えを持ったり
した。「命は一つだけしかない」という尊さについて、価値付けができた。

６年「新しい道徳」
東京書籍

124 相模原市 小４ 道徳
「いのち」の尊
さ

　特別の教科「道徳」で、「わたしの見つけた小さな幸せ」の教材を使い「生命の尊さ」
について学習した。その中で、日常の生活ができることのありがたさや、普段何気なくで
きていることが命があるからできること、命は大切だと考えることができた。学習の最後
に、宮越由貴奈さんの「命」の詩を音読した。道徳の学習で話したこと、詩の音読を通し
て、子ども達はさらに「命」を大切にしようとする考える事ができた。

「わたしの見つけた小さ
な幸せ」（東京書籍　新
しいどうとく④　令和２
年度版）
「電池が切れるまで」
（角川つばさ文庫　２０
１５年　第９版）

125 相模原市 小１ 道徳
生命尊重
ハムスターのあ
かちゃん

　命の大切さについて、真剣に考え自分の考えを持ちながら授業に参加した。
「命は大切」と分かっていても、１：なぜ大切なのか　２：大切にするためにはどうすれ
ばいいのか　　については、漠然としか分かっていなかった。
しかし、授業後には、これら２点について1人1人が考えをもつことができた。
持った考え）
１：1つしかない　かけがえのないものだから　大切
２：大切にするためには、よく寝る・よく食べる・楽しいことをする・勉強する・・・な
ど特別なことではなく、日々が大切だと振り返ることができた。

クラスには、「中心」
の児童がいるので、あ
まり「家族から大切に
されている命」という
ことには、深くは触れ
ずに「自分の命」に焦
点をあてた。

126 相模原市 小３ 道徳

他国の人々や文
化に親しみ，関
心を持とうとす
る態度を育て
る。
３つの国

　オリンピック、パラリンピックで耳にしていた「多様性」をキーワードに授業を進め、
異文化を尊重することがお互いを大切につながり、ひいては命を大切にできることを真剣
に考え話し合っていた。
　クラスメイトにも外国をルーツにもつ児童がおり、はじめは他人事のような感じであっ
たが、授業が進むにつれ、そのクラスメイトはどうなんだろうか、と自分事として話し
合っていた。



127 横須賀市 小２ 道徳
命の大切さ
「おとうとのた
んじょう」

　「おとうとのたんじょう」を読み、赤ちゃんのあくびなどの何気ない仕草や動きが生き
ている証拠であり、それを見て家の人が喜んでいることに気づいた。また、話し合いを通
して、自分も家の人から愛され、守られていることにも気づくことができた。命は一つし
かなく、その命は家族の願いを受けて生まれてきたことを感じ、自分の命を大切にして、
元気に生きていこうという思いを持つことができた。

光文書院
「おとうとのたんじょ
う

128 横須賀市 小３ 道徳
生命の尊さ
「いただきま
す」

　私たちは普段何をいただいているのか、「いただきます」という言葉にはどのような思
いがこめられているのかを考えた。また、私たちの「元気」を支えてくれるもとは何か、
自分の命とほかの命とのかかわりについて話し合いを通して考えた。
　給食の時間や、家での食事場面できちんと手を合わせ、いつもよりもほかの生き物の
「いのち」を考えながら「いただきます」を言うことや、残さないで食べるという気持ち
を持つことができた。

光文書院
「いただきます」

129 横須賀市 小３ 道徳
「いただきま
す」はなぜ言う
のか

　給食の時間に何気なく言っている「いただきます」の意味を考える授業を行った。その
中で、料理を作ってくれた人への感謝や、命を頂いているのではないかとという話し合い
になった。命をいただいているという話のなかで、児童から、「かわいそうだからもうお
肉を食べない」という意見もでた。それに対し「でもお肉はおいしいしなあ…」や「栄養
としても大切だ」という意見も出ており、私たちが生きるためには他の命が必要であり、
その糧となる命に対する感謝が「いただきます」であるとまとめた。

130 横須賀市 小１ 道徳 残さず食べよう

　１年生にとって皆で食べる小学校の給食は初めてである。給食が始まってもうすぐ一ヶ
月、皆で食べることは楽しいけれど、好き嫌いがある子にとっては不安な時間になりつつ
ある。この時間では、絵本を使って食べ物の命を頂くということについて考えた。（絵本
の中では、魚が海で漁され、食べられ、人間の一部になって生き続ける。）「魚がもしも
食べ残されたら可哀そう…。」「命を頂くことで、命は一緒になって生きていくんだ
ね。」と食べることの大切さや、命の繋がりを考えている様子が見られた。

131 横須賀市 小４ 道徳 生命の尊さ

「五百人からもらった命」
　命のあぶない患者のために、たくさんの人々が命を助けようと献血をしたりテレビ等で
よびかけたりしたことで、助かった人がいた話を読み、生命の尊さを知り、生命を大切に
して生きていこうとする。

132 横須賀市 小４ 道徳
せいいっぱい生
きる

　せいいっぱい生きるとはどういうことなのかを考えさせた。同じ年齢で亡くなった子ど
もの詩から、かけがえのない生命をもって、今を生きることの有り難さを考え、学んだ。
自らの生命を輝かせて生きた女の子の姿に感動していた。

小学道徳 ゆたかな心



133 横須賀市 小３ 道徳
生命のつながり
について考える

　教材文「いのちのまつり」から、生命の連続性や神秘性について学ぶことができた。同
時に、生命の尊さや両親(先祖)への感謝の気持ちを持つことの大切さについても学ぶこと
ができた。授業では、過去から受け継がれ、未来に受け渡していく生命の様子を「バトン
リレー」に例えた。学習を通じて自分の生命を大切にして生きていこうとする姿勢や態度
を育成することができた。

小学道徳 ゆたかな心

134 横須賀市 小複合 道徳
「植物のいの
ち」

　栽培活動で、児童が球根を植える際、置き方を間違えたことで、土の中で発芽して力尽
きたヒアシンスを題材に授業を行った。児童に写真を見せると、色素はないが、つぼみま
では成長していたことに気づき「太陽がないのに、ここまで大きくなったんだね。」「か
わいそう。」など発言した後、自分たちが植え方を間違えたことで花のいのちを奪ってし
まったことに気づいた。育てているものは自分やと同じように成長していることや、世話
を怠ることで植物のいのちを奪ってしまうということに気づく機会になった。

支援級（1,3,5年）

135 横須賀市 小３ 道徳 いのちのまつり
　自分の命は、過去のたくさんのご先祖様からつながっていること、今後も自分の命がつ
ながっていくこと知り、命の大切さについて学んだ。

136 横須賀市 小４ 道徳 天国からの手紙
　小児がんにかかった子どもと家族との愛からいのちの大切さや家族を思いやる重要性を
学んだ。

137 横須賀市 小６ 道徳 生命の繋がり

　教材を通して、自然の偉大さや生命の繋がりなどを感じさせる授業となった。教材文と
動画視聴から、大自然の中でエゾマツが知恵をしぼり出しながら生きようとする姿から、
子どもたちは何を学ぶのか・・。親木が死んでも、次の世代へと命をつなごうとするエゾ
マツの様子から、自分自身の「生きていること」についても考えを広げていく展開となっ
た。エゾマツの知恵に驚きながらも、懸命に子孫を残そうとする姿に畏敬の念を感じると
ともに、生命の神秘にもついても考えさせられた。

教材
「自然のゆりかご」
動画YouTube
「北海道エゾマツ」

138 横須賀市 小複合 道徳
平和教育

  本校では、毎年夏に平和教育として戦争についての映像を全校で視聴している。今年度
も、広島の原爆についての動画を視聴した。命が一瞬でなくなってしまう原爆の恐ろしさ
や戦争の悲惨さから、命のたいせつさをあらためて考えることができた。６年生は、みん
なの命を守るためにも平和が重要なことを感じ、平和のために自分にできることは何かを
考え、自分だけではなくお互いをたいせつにすることが平和につながり、命をまもること
にもつながることに気付くことができた。

戦争に関係する映像を活用
し、全校で視聴後、各学級
の実態に合わせて命や戦争
について考えを交流するこ
とで、自分事として捉える
ことができた。
「太陽をなくした日」



139 横須賀市 小４ 道徳

道徳
せいいっぱい生
きる
（D生命の尊さ）

重い病気の小学４年生の宮越さんが、亡くなる4か月前に書いた詩と、宮越さんと同じ
病棟で過ごした森田さんが医者になるという実話を通して、命の尊さについて考えた。
　初めに詩だけを範読し、読んだ感想を語り合った。悲しい、命を無駄にしてはいけない
という思いが伝わった、せいいっぱい生きようと思える詩、など、今生きていることにつ
いて深く考えようとする様子が見られた。また、森田さんについても、大切な命を人のた
めに使うこともせいいっぱい生きるということなんだと思った、自分も悔いのないように
生きようと思ったなど、自分の人生についても考えるきっかけとなった。

光文書院
小学道徳
ゆたかな心　４年

140 横須賀市 小６ 道徳

道徳
「命のおにぎ
り」
（Ｂ親切・思い
やり）

  実話がもとになった「命のおにぎり」という題材を扱った。東日本大震災の被災者で仮
設住宅で過ごしていた人々が、大雪のため大渋滞に巻き込まれた人たちにおにぎりを配り
歩いたという話だ。約300個のおにぎりを作って配ったことに対し、子どもたちは「助け
てあげたいという気持ちがなければできない」「面倒という気持ちは感じられないね」と
発言していた。振り返りでは、「困っている人がいたら手伝ってあげる」「誰かのため
に、すぐ行動できる強さを持っていきたい」など親切な行動を考える子が多かった。

光文書院
小学道徳
ゆたかな心　６年
『おたがいさま―命の
おにぎり』という紙芝
居がある

141 横須賀市 小４ 道徳
生まれた日のこ
と

ドラえもん「ぼくの生まれた日」を通して、自分が誕生したときの家族の思いを考え
た。また、かけがえのない命を大切に、これからの人生を歩んでいこうとする姿勢が育め
るよう、名前の由来を家族にインタビューさせた。自分の名前の由来を初めて知る児童も
一定数いて、家族とコミュニケーションをとるよい機会ともなった。

光文書院「ゆたかな
心」

142 横須賀市 小２ 道徳
いじめに対する
善悪の判断

　道徳「くつかくし」という教材を使用し、いじめについて学習をした。教材の内容だけ
でなく、児童自身の身近な事例を提示し、自分だったらどうするかといったことを考える
時間をとった。すると児童からは、嫌なことをされた友達だけでなく、周りの人や家族な
ども嫌な気持ちになるのではないかといった意見も出た。それにより、改めていじめをし
てはいけないということや相手を大切にし、相手の気持ちを考えて行動していくことの大
切さに気づいていた。

143 横須賀市 小５ 道徳
「いじめについ
て考えよう」

導入で、公正、公平に行動しにくい場面について考えた。児童は同級生には注意した
り、声を掛けたりできるが、相手が上級生や複数人だと言いづらいと口々に言っていた。
本時ではいじめの「傍観者」に注目し授業を進めた。議論の末、いじめを生まないよう
に、自分にできることをするという意見が多数挙がった。多くの児童がいじめを見た時、
行動した方がいいけど、自分もいじめられてしまうかもしれない。でもどうにかしないと
…と葛藤していた。人にはいじめなどの場面に出会うと、傍観者になってしまう弱さもあ
るが、周囲の雰囲気や人間関係に流されず、時には同級生や教職員とともに、そのような
課題を乗り越えていくことも大切。という補足をして授業を終えた。

教材名
「ある日の下駄箱での出
来事」　　　　　　　ｒ
出典：かながわ「いのち
の授業」指導資料



144 横須賀市 小４ 道徳 「生命の尊さ」

　クラスのみんなと同じ４年生だった時に、病気（がん）で亡くなった宮越由貴奈さんの
半生や遺した詩を基に、どんな思いで闘病したのか、自分の生命が途絶えようとしている
中で、どんなことを思っていたかを考えた。詩を読んで、「生命とは１つしかないもの
で、電池みたいに取り替えられないものである」という意見が出た。ただそれだけにとど
まらず、その時の由貴奈さんの心は、「最後まで命を大切にして、ぎりぎりまで生きたい
と思っていた」という意見も出てきた。
終盤では、「精一杯生きる」とはどういう意味なのかを考え、めいいっぱい楽しむこと
や、生命が続く限りやれることをするというまとめにつながった。「授かった生命に感謝
をして、それを精一杯輝かせてほしい」という担任の言葉で授業を終えた。

教材名
「せいいっぱい生き
る」
出典：「道徳・ゆたか
な心・４年」光文書院

145 横須賀市 小６ 道徳
「いいめの四層
構造」

【いじめ】には、いじめられている「被害者」と、いじめている「加害者」ばかりク
ローズアップされるが、実はそれ以外に「おもしろがっている観衆」と「行動に移せない
傍観者」という立場になる人がいるということ。その観衆と傍観者についての説明をし、
「いじめの四層構造」が成り立つことをイラストで黒板にかいた。この授業では、掲載さ
れていた教材例を使用し、それぞれの思いを考えたり発表したりで終わったが、その後、
この「いじめの四層構造」の状況に近い出来事があった。その事態をとりあげ、気づかな
いうちに「観衆」や「傍観者」になっていたんだよ、と話し合う授業になった。いじめて
いる側は、遊び半分なので軽い気持ちでやっている事が多い。いじめている自覚がないこ
とも多い。しかし、いじめを受けている側はどんなにささいな事でも絶対に忘れない。お
もしろがっている「観衆」は本当によくない状況であること、「傍観者」は「助けられる
人」に変われることを話し合った。今回起こったことは、この「助けられる人」の勇気あ
る行動が教師に伝わり、皆でもう一度いじめについて考える機会をもつことができた。

神奈川県教育委員会の
リーフレット

146 横須賀市 小２ 道徳
「一まいのしゃ
しん」

教科書の教材から。
　家族や周りの人たちに支えられて大きくなっていることを知る。生命を大切にしようと
する気持ちを育てることがねらい。
　担任が妊婦であることを活用し、毎日大きくなってくるお腹を子どもたちは見ているの
で、エコー写真や心音を見せながら授業をしたことで、自分の命だけではなく、友だちの
命もみんな同じように大切な命なんだということを実感しながら授業ができた。

光文書院・道徳



147 横須賀市 小５ 道徳

特別の教科道徳
「命をかけて命
を守る‐山岳救
助隊‐」

　「命を守る仕事とは何か。」と考えたときに、子どもたちから出たのは、消防士や警察
官など身の回りで働いている人のことが多く出た。山岳救助隊という自分たちが知らない
職業の方の命に対する想いを題材とした教材を読み、命は決してその人だけのものでな
く、家族や仲間など支えてくれている人がたくさんいてつながり合っているということに
気づくことができた。また、時間軸で考える意見も出て、過去に支えてくれていた人、自
分が助けた人は想いを忘れず、未来で他の人を支えるように命のつながりは無限であると
いう意見も出た。振り返りでは、自分たちが多くの人に支えられていることに気づき、こ
れから自分も支えていきたいという考えをもつ児童が多くいた。

148 横須賀市 小４ 道徳
特別の教科道徳
「せいいっぱい
生きる」

　初発に詩を読んで、感じたこと疑問に思ったこと等を考えた時、子ども達は「命なんて
いらない」という言葉に対して、様々な立場から考えていた。「大切なもの」「そんなこ
とは言ってはいけない」や「でも、それだけ思い詰める何かが」「ニュースで・・」等々
が出た。そして、詩を書いた人について考えると、20代80代の人が書いた。という意見が
多かった。そこで、種明かしをすると、全員が「はっ」とした表情と声に出して「えっ」
という衝撃のようなものが走った。その上で、命について考えることとなった。以前より
命の大切さに気付けたやゆきなさんのことが知れて良かった、同じ年で命のことを考えら
れるはすごい、だから、私も大切にしたいなどの感想があった。

149 横須賀市 小５ 道徳 大切な命を守る

　命を守る仕事についてどのような仕事があるのか、どのような思いからそのような仕事
をしているのかを教材から考えた。「命をかけて命を守る」という信念について考えるこ
とで、かけがえのない命だからこそ助けたいという思いが沸き上がり行動していることに
気づいている様子だった。また、命は助け合いのもと、繋がっていることにも気づき、自
分たちもたくさんの人に支えられながら生きていることに改めて気づいている様子だっ
た。

命をかけて守るー山岳
警備隊

150 横須賀市 小３ 道徳 生命の尊さ

　身近なあいさつ「いただきます」について、その意味を考えた。作ってくれた人だけで
はなく、食べ物そのものにも感謝の気持ちを持って「ありがとう」という意味で使ってい
ることに気づくことができた。また、自分たちが他の生き物の命をいだだきながら生きて
いる～命がつながっている、ことにまで思いを広げることができた。

いただきます

151 横須賀市 小１ 道徳
「みんなでたの
しく」光文書院

　教科書の挿絵に障害がある子や外国籍に関わる児童が出てくるので、みんなでそれぞれ
ぞの子を大切にして遊ぶためには、どうすればよいかと言うことを考えた。いろいろな背
景がある子も含めて、みんなで互いを思いやりながら、過ごすことが大切であるというク
ラスの考えに至った。



152 横須賀市 小２ 道徳
「おとうとのた
んじょう」光文
書院

　「いのちは○○」と続く言葉を考えさせた。どの子も「大切」という言葉選んでいた。
教材文にある「生きているサイン」という言葉に、印象付けられる児童が多く、理由を聞
いたら「大きくなった今も、お腹がすいたり、あくびをすることもあったりして、自分が
今生きていることを感じたから」という回答が多かった。教材文を読み、自分事として考
えることができていた。

153 横須賀市 小１ 道徳
生命の尊さ「お
とうとの たん
じょう」

　新しく生まれた命やその命に対する両親の姿を見ることで、自分自身の命についても考
える「わたし」の想いを想像した。共感したり、自分自身の体験と結びつけたりする学習
活動を通して、自分も家族の願いを受けて生まれてきたことや、大切な命として今まで育
てられてきたこと、両親に大切にされてきて今があるということに気づいたり、自分自身
の命の存在を知り、大切にしようと考えたりすることができた。

道徳の教科書「ゆたか
なこころ」

154 横須賀市 小５ 道徳

大切な命を守る
「命をかけて命
を守る―山岳警
備隊―」

　命を守る仕事を聞くと様々な職業が出てきた。山岳警備隊について知っている児童は数
人はいた。「命をかけて命を守る」を読み、大変な仕事であることが分かった。「命」に
ついて話し合い、授業を進めていく中で、「命」は大切なものであり、周りの人に支えら
れているものであると気づいた児童が多く見られた。支えられているのは、医者や警察官
の他にも、家族や友だちにも支えられていると気づいた児童もいた。

155 横須賀市 中複合 道徳 戦争について

　広島の原爆についての人形劇「おかあちゃんごめんね」を視聴し、感想交流を行った。
子どもたちの感想には、「戦争は辛いと思っていたけど、この動画で本当にどれだけ辛い
か分かった。」「あんなに幸せそうだったひろちゃんのもとに原子爆弾が落とされた瞬間
は、涙が出そうになりました。」などと、遠い昔の話ではなく、実際に日本で起こったこ
ととして捉えている児童が多くいた。

３・４年
「おかあちゃんごめん
ね」
翼プロダクション

156 横須賀市 小１ 道徳 いのちのちから

　道徳の「さるのおかあさん・サヤカ」という題材で行った。まず始めに不自由というこ
とはどのようなことかを考えさせ、児童からは「かわいそう・つらい」などの声が出てき
た。その後、手が不自由なさるのサアヤのお話を聞き、授業を通して、自分たち人間に
とっての「生きる力」と照らし合わせながら自分の考えを書かせた。児童からは、「苦手
なことにも取り組んで、一生懸命生きる・困っている人がいたらみんなで助け合う。」な
ど命を大切にして生きていこうとする気持ちを持つことができた。

157 横須賀市 小３ 道徳 元気のもと

　「いただきます」を通して、自分の生命と他の生命とのつながりについて考え、自他の
生命を大切にしていこうとする心情や態度を育んでいく。給食を題材とした教材文を児童
自身の給食の時間や自校の献立に置き換えることで教材文を自己へと落とし込んでいくこ
とができる。そうした中で「いただきます」という言葉は単なる号令や挨拶ではなく、そ
こに隠された様々な思いがあることに気づき、あらためて自己の生き方について考えてい
く。



158 横須賀市 小６ 道徳
コロナ禍で受け
継いでいる命

コロナ禍での学校生活2年目を迎え、コロナにかかることが特別なのではなく、誰にで
も起こりえることであることを共有した。ただ、解明されていない点も多いウイルスであ
り、重症化することがあり得るので、過度に心配しすぎず、正しく恐れることを話し合っ
た。今ある命は当たり前ではなく、互いの努力によって生かされていることに気が付いた
児童もいた。

各自用意の新聞記事

159 横須賀市 小複合 道徳
いのちと平和に
ついて考える

広島の原爆投下をテーマに、児童が平和やいのちの大切さに迫ることをねらいに行っ
た。
　「わらいじぞう」として、広島のある横丁にあった石でできたお地蔵さんと、そのそば
で穏やかに暮らしていた小さな女の子の日常が１発の原子爆弾によって、壊されてしまう
という、戦争の悲惨さについて考えさせられる内容の人形アニメを通して、戦争の恐ろし
さと命の尊さを伝えることができた。涙を流しながら見る児童もいて、「戦争はいけな
い」などの感想をもつことができ、効果的だった。

・低学年
・DVDアニメ「おこり
じぞう」

160 横須賀市 小複合 道徳
平和といのちの
大切さについて
考える

　戦争に我が子を奪われてしまった母親の視点から、児童が平和やいのちの大切さに迫る
ことをねらいに行った。
　「おかあさんの木」を視聴した。７人の息子と暮らしていた「おかあさん」が、次々に
子どもを戦争に送り出さなければならなくなり、息子が１人戦争に行ってしまう度に、裏
の空き地に桐の木を１本ずつ植え、その木々に話しかけながら、息子達が無事に戻ること
を祈り続けるお話だ。母の思いを通して、戦争の悲しさと命の大切さを考えることがで
き、ふり返りには、人の命の大切さや戦争は二度と起こしてはいけないという内容が書か
れていた。

・高学年
・DVDアニメ「おかあ
さんの木」

161 横須賀市 小４ 道徳

内容項目Ｄ
生命の尊さ
「せいいっぱい
生きる」

　生命の大切さは何となく感じてはいるものの、日々生きていることを当たり前のように
感じている児童が多く、生命の尊さについて考えたり、意識したりすることも少ないと思
われた。同じ年の女の子が病と闘い、生きることに正面から向き合いながらも、生涯を終
える姿に、命の有限性・唯一性を見出していた。話し合いを進めていく中で、自分の生き
方を見つめ直したり、他の子を違った視点から見ることができたりする児童が見受けられ
た。自らの命をより輝かせるために、どんなことを意識していきたいか、自分の言葉でま
とめることができていた。

担任教師

162 横須賀市 小３ 道徳 いのちのまつり

　教材文を読んで、自分の命のつながりについて考えるとともに、命の大切さについて話
し合った。自分を生んでくれた家族や、ご先祖さまについて考える中で、「お父さんやお
母さん、そのまたお父さんやお母さんのおかげで今の自分がいるんだ。」と実感している
ようだった。授業のふりかえりの中でも、「家族に感謝の気持ちを伝えたい。」「自分も
将来いのちをつなげていきたい。」という思いを持つことできた。

光文書院　小学
どうとく
ゆたかな心　３年



163 横須賀市 小３ 道徳 いじめについて

　イラストから、「おかしいな？」と思う個所に丸をつけ、なぜおかしいと思うのか、さ
れた側はどう感じるのかなどを考え、それぞれが思うことをクラス全体で共有した。一つ
一つの出来事がいじめにつながり、相手を傷つけ、嫌な思いをさせることで、いのちを落
としてしまう人もいることを知り、どういった行動をとっていけばよいのかを学んだ。

ワークシート

164 横須賀市 小３ 道徳 命の尊さ

　日々使う身近なあいさつ「いただきます」をもとに、子どもたちがその意味について考
えた。前時「いのちのまつり」で生命は受け継がれ、受け渡してつながっていることを学
んでいる。それを踏まえ、児童は他の生き物の生命をいただいていることや、育てた人・
調理した人というように様々な人々が関わって毎日元気に過ごせているありがたみを感じ
ていた。他者の生命や、生命あるものすべてに対し、生命を大切にしていこうという意欲
が高まる時間になった。

165 横須賀市 小２ 道徳 生命の尊さ

「おとうとのたんじょう」を読み、命のもつ「生きる力」と命の大切さについて考え
た。授業前は、児童にとって命とは、「一つしかないもの」「大切なもの」といった漠然
とした捉えであった。授業を通して、自分は食べたり、動いたりする「生きる力」を持っ
ており、それは素晴らしいことであると気付くことができた。　　　　また、家族は自分
の命を誰よりも大切に思っていることに気付くことができ、家族の存在に喜びを感じるこ
とができた。

166 横須賀市 小４ 道徳 生命の尊さ

　「命」という宮越由貴奈さんの書いた詩（由貴奈さんはなくなっていしまっている子）
を題材として扱い、最後まで生きるこをあきらめなかった由貴奈さんの生き方から「命の
大切さ」ということを学習した。また「せいいっぱい生きる」ということについて自分の
考えをまとめ、命はかけがえのないものであるということを学ぶとともに今後も何事にも
一生懸命頑張っていこうという気持ちを高めるようにした。

道徳の教科書
「ゆたかな心」

167 横須賀市 小６ 道徳
命と向き合う
人生

　捨てられた動物たちを保護する動物管理センターの所長をしていた坂本さんには、少し
でも捨てられる命を減らしたいと希望する人に引き取ってもらったり、子どもたちに命の
大切さを育む教室を開く活動を行っている。坂本さんの活動を知り、生き物の命を対等に
愛情をもって大切にしていくこと、みんな同じ生き物なのだと、改めて感じることができ
た。

168 横須賀市 小３ 道徳
心の中に生き続
ける

　絵本「いのちの木」の読み聞かせを行った。森の動物みんなから好かれて頼りにされて
いたきつねが永遠の眠りに就いた場所から、小さな木の芽が出る。きつねとの幸せな思い
出を語る度にその木は大きくなり、やがて森の動物たちの住処となる。今与えられている
命を大切にして、家族や友だちと素敵な時間を過ごしていこうとする気持ちを持てるよう
にした。

ブリッタ・テッケント
ラップ（作・絵）
森山　京（訳）



169 横須賀市 小３ 道徳
いのちの
　　　つながり

　道徳の教科書「いのちのまつり」を読み、命のつながりについて考えた。それにより、
自分の命は過去からつながっていることを知り、面白く思うとともに、未来へ受け継ぐこ
とも意識するようになった。また、いのちのバトンで受け継がれた命について、大切にし
ていこう、という気持ちをワークシートに表し、自分の命の重さを自覚することができ
た。

170 横須賀市 小１ 道徳
たいせつな
いのち

どうして誕生日をお祝いするのかを考えさせ、意見を出し合った。そして、教科書の
「おたんじょうびれっしゃ」を読み、病気やけがをしたときに誰が助けてくれたか、誰が
どのように誕生日をお祝いしてくれたかなどを考え、自分はみんなに支えられていること
を理解させ、自分ひとりの命ではないと考えることができていた。そして、支えてくれて
いる人を安心させるためにがんばりたいと思うことができていた。

道徳の教科書

171 横須賀市 小複合 道徳
わたしらしさ
自分らしさ

　１人ひとりには違いがあり、それは「自分らしさ」であることに気づく。また、好きな
もの、好きな事を考える活動を通して、自他の個性を肯定的にとらえ、お互いを尊重し合
うことの大切さに気付く。
　その中で、好きな動物（生き物）について触れ、生き物を飼育することで意識している
こと、苦労した事などを話したり、愛着・愛情などについても話し合う場面を設け、命の
尊さについて考える活動を行った。

神奈川県 人権学習ワーク
シート集１５

172 横須賀市 小６ 道徳
よりよく生きる
命の大切さ

　マザー・テレサについての資料を読み、テレサの考え方と生き方を確認した。どんな人
であっても「生きるために生まれてきた」という言葉を取り上げ、どんな命でも大切に扱
うことの大切についてみんなで考えた。

173 横須賀市 小３ 道徳 いただきます

　普段から給食を食べる前に「食材に感謝をする」ことを伝えてきた。この「いただきま
す」の単元をすることで、自分の命は他の生命をいただいて、生命力を高めていることを
知り、自分の命や他の命も大切にして生きていこうと考える児童が増えた。そのことで、
給食の残量も授業をする前と比べると減ってきているように感じられる。

174 横須賀市 小５ 道徳
命をかけて命を
守る

　命を守る人と聞いた時、「医者」「消防士」「自衛隊」等職業について思いうかべる児
童が多くいた。『命をかけて命を守る』を読むと、「自分には彼のような勇気はない」
「なぜそこまでできるのだろう」と驚く様子が見られた。そこで、山岳警備隊の方は命に
ついてどんな思いを持っているのか考え、経験や相手を思いやる気持ちが強い気持ちにつ
ながっていると発言した児童がおり、多くの児童が共感していた。振り返りでは、家族や
友だちも自分の命を守っている存在であることに気づいたり、ちゃんと生きたいと自分を
ふり返ったりする姿が見られた。

光文書院
小学同億
ゆたかな心　５年

国語やなせたかしアンパ
ンマンの勇気　参照



175 横須賀市 小２ 道徳
「おとうとの
たんじょう」

　教材「おとうとのたんじょう」を読み、自分の命は家族の願いを受けて生まれてきたこ
とや、自分には生きる力があることが分かり、自分の命を大切にしようとする。
　自分や兄弟が赤ちゃんのころのことを想起しながら、生きているサインや命の力強さに
改めて焦点を当て、考えることができた。自分の命の力に気づき、自他の命を大切にして
いこうという心があることが分かった。

小学どうとく
ゆたかなこころ２年

176 横須賀市 小４ 道徳
「ぼくの生まれ
た日」

　子どもたちが生まれたときの家族の気持ちを考え、その時の想いや、心をイラストを見
ながら考えていった。また、生まれてきたみんなの「命」を大切にしていくことや、家族
を含め、今まで支えてくれた人に対する感謝の気持ちも出てきた。最後には、これから自
分がどのように生きていきたいかを考えていった。

小学どうとく
ゆたかな心
「ぼくの生まれた日」

177 横須賀市 小４ 道徳
せいいいっぱい
生きる

　尊い生命をもって、今生きていることの有り難さがわかり、自らの生命を輝かせ、精一
杯生きていこうとする心を育てることを目標として授業を行った。命が尽きるまでせいい
いっぱい生きた同じ小学４年生の残した詩と、その詩を読んで小児科の医師として働くこ
とを決心した人物の心を考えることを通して、精一杯生きる姿に感動しながら、自分の命
がかけがえのないものであることに気づくと共に、自らも精一杯生きていこうとする気持
ちを高めた。

小学　道徳
ゆたかな心
光文書院

178 横須賀市 小２ 道徳
阪神淡路大震災
を知る

　27年前の1995年１月17日午前５時46分に発生した「阪神淡路大震災」について、震災直
後の写真や当時のニュース映像を見せることで、地震の大きさや当時の様子、震災を経験
した人々の苦しさなどを知るとともに、命を大切にしようとする気持ちや、今後発生する
可能性のある災害に備えるための意識を高めた。

ANN NEWS 阪神淡路大
震災 地震発生の瞬間
(映像)

179 湘南・三浦 小１ 道徳
自分や友だちの
良さに気づく

　自分では気づいていない自分の良さがあることや、それに気づいてくれる人がいること
に気づく。今度は自分も友だちの良さを見つけたいという願いを持ち、自分や友だちを肯
定的に見るようになった。良いところをもっている自分の存在や、自分を認めてくれる他
者を大切にしていこうと話し合った。

担任

180 湘南・三浦 小５ 道徳
命を守る防災訓
練

　自分の地域には、大きな地震が起こらないと考え、避難訓練に本気で取り組まなかった
「ぼく」を主人公にした話である。訓練後に校長先生が紹介した「釜石の奇跡」の話を受
け止め、「ぼく」が避難訓練への意識を改めるという教材を全員で読んだ。また、当時の
映像を見たり、釜石の出来事をＮＨＫ for school の番組で見たりすることで、東日本
大震災がどのような地震であったかを理解するきっかけとした。また、釜石市で児童生徒
の指導にあたった群馬大学教授（当時）片田敏孝氏の「津波てんでんこ」という言葉など
を提示して、災害に対する備えの必要性について学びを深めた。「自分の命を自分で守る
こと」は、結果的に「家族の命を守ることにつながる」ということを再確認した。

『どうとく５ きみがい
ちばんひかるとき』「自
分の身は自分で守る」
（光村図書）



181 湘南・三浦 小４ 道徳 家族愛
自分が手伝ったことの見返りとして、母親に請求書を出し、お金をもらったブラッド

レーだが、母から０円の請求書をもらった。生まれてから、ずっと大切に育てられてきた
ことに気づき、思わず涙を流した。

『どうとく４ きみがい
ちばんひかるとき』「ブ
ラッドレーの請求書」
（光村図書）

182 湘南・三浦 小６ 道徳 命をつなぐ

　道徳題材「命の旅」をとおして、普段、わたしたち人間も命ある“いきもの”を食べて
生きている。生きていくために動物がおこなっている捕食という行動が意味することを話
し合った。そして、日々の食に対する「ありがとう」「いただきます」の意味を考え、今
後、食するときに命に対して意識していくような内容であった。

「命の旅」

183 湘南・三浦 小３ 道徳 家族愛
　いのちと家族の在り方についての説話を通し、自己を見つめる道徳的価値の理解を深め
る授業を行った。家族みんなが楽しく過ごせるために、どんなことを大切にしているか児
童が考えた。

教材
「百六歳おめでとう
ひいばあちゃん」

184 湘南・三浦 小４ 道徳
いのちの不思議
さ

　生き物と機械のそれぞれの違いを通して、いのちとはどのようなものかを考え、代わり
がない命を一人ひとりがもっていて大切にしていこうという気持ちを育てた。さらに、人
を傷つけることが人の命を削っていることに触れ、心の傷は機械と異なり、一生治らない
こともあることを伝えた。

教材
「生きものと機械」

185 湘南・三浦 小４ 道徳 大切な命

　「生きているしるし」という題材。自分が生まれたときのことを父親から聞いた主人公
が考えを巡らせる姿を通して、一人一人の命の大切さについて考えた。話し合いの中で、
自分が生まれたときの様子を聞かせてもらった経験や妹や弟が生まれたときの経験を思い
出したりしていた。多くの人々に支えられている尊い命を大切にしていこうとするきっか
けとなった。

教材名
「生きているしるし」

186 湘南・三浦 小１ 道徳 自然と仲良く
　クラスで育てていたアサガオの世話を例にどんな気持ちで植物や動物のお世話をしたら
いいのを考えた。様々な意見が出て、それぞれの良さを認め合った。今後、植物や動物の
お世話をどんな気持ちで関わっていくかを見つめなおすことができた。

道徳　教科書　担任

187 湘南・三浦 小４ 道徳
大切な命「生き
ているしるし」

　自分が生まれたときのことを考える主人公の姿を通して、一人ひとりの命の大切さにつ
いて考えさせた。多くの人々に支えられている尊い命を大切にするにはどんな気持ちが必
要なのかについて話し合った。

道徳　教科書　担任



188 湘南・三浦 小６ 道徳
「東日本大震災
の経験を通し
て」

　「東日本大震災」で経験したことを話し、今の大熊町の状態を映像で見せた。子どもた
ちに、今当たり前にできていること、生きていることは本当は凄いことで素晴らしいこと
だという話をした。家族の大切さや命の大切さを考える授業になった。同じ学年の子が実
際に体験した津波のおそろしさや、福島の原子力発電所の事故によって住んでいた所や学
習していた校舎にいまだに戻れずにいることを聞き、子どもたちは今普通に過ごせている
ことが当たり前ではないことを理解した。

189 湘南・三浦 小１ 道徳
「じぶんのいの
ちとはなんだろ
う」

　『みんなであなたをまっていた』という絵本の読み聞かせをしながら、赤ちゃんが生ま
れてくる前、家族はどんな気持ちで準備をしたのか、生まれてきたときには、家族はどん
な気持ちになったのかについて、一人ひとり考え、その考えを共有しながら授業を進めて
いった。授業の後半には、みんなも絵本の中の登場人物と同じように生まれてきたことを
伝え、自分の命について考えた。命とは『とてもだいじ』『だいじにしてくれている人が
いる』『かぞくでささえあっている』『おうちの人はいのちをあたたかくだいじにしてく
れている』などの意見が出て、クラスで自分の命について考える時間となった。

『みんなであなたをまっ
ていた』
ジリアン・シールズ　文
アンナ・カリー　絵
松井るり子　訳

190 湘南・三浦 小６ 道徳 食品ロス

　日々の生活の中で、給食における「食品ロス」がクラスの問題となった。「もう食べら
れないよ。」という言葉1つでも、裕福で食品を残してしまう人もいれば、貧困によって
食べたくても食べられない人もいるといった2つの意味がある事を知った。命の大切さに
ついて考えるきっかけとなった。

教科書等

191 湘南・三浦 小４ 道徳 命の不思議さ

　「命は大切に」ということはこれまでも十分学習しており、概念的な意味で理解できて
いる。だが、学校生活の中で、友達に対しての思いやりや優しさを持つ反面、限度を超え
て友達に接し、相手を傷つけてしまう場面があった。そこで、「生き物と機械」という身
近なモチーフを通して、生きる喜びや生命の大切さ、そして目の前の友達の尊さについて
考えた。意見を出し合う時間では、友達の思いにじっくり耳を傾けるとともに、「今、感
じていること」を大切にしようとする場をもつことができ、命について多面的に考えを深
めた。

生き物と機械
（出典：中村桂子
　 文 ：いとう瞳）

192 湘南・三浦 小２ 道徳
低D１７
生命の尊さ

　これまでの自分の経験から「よかったな、嬉しいな、大好きだな」ということについて
振り返り、自分は様々な人との関わりの中で生活していることを児童に感じさせた。それ
を基に「生まれるということ」という教材を読むことを通して、自分が今生きているのは
「お母さん、お父さんから生まれてきたからだ」ということについて話し合った。家族が
いてくれるから、今を楽しんで生活できているということに改めて考えていた。

道徳科教材文
「生まれるというこ
と」

193 湘南・三浦 小２ 道徳
生まれるという
こと

　まどみちおさんの書いた「ぞうさん」の詩を読み、「おはなが長いぞうさんは、母さん
のはなも長い」を考えさせ、母から生まれた事を知らせた。「だれが好きから、母さんが
好き」に着目し、母、父、祖母、祖父といのちのつながりを考えさせた。

教科書



194 湘南・三浦 小５ 道徳
命の大切さ・尊
さ

　道徳の時間に宮越ゆきなさんが書いた「命の詩」を扱った。小学生にして亡くなってし
まったゆきなさんの生涯や家族からの手紙にふれて命の大切さについて考えを交流しあっ
た。途中で涙を流したり、自分たちが経験した「死」ついて話したりする子もいた。感想
の中で自分が今生きていることへのありがたさや周りの人への感謝を書いている子が多
かった。

光村図書「きみがいちば
んひかるとき」命の詩ー
電池が切れるまで

195 湘南・三浦 小４ 道徳
生きている
しるし

　導入で、どんな時に「生きている」と感じるのかを考えさせ、普段当たり前なことは本
当に当たり前のことなのか疑問を促した。
担任自身の妊娠から出産までの経験や感じたことをもとに、赤ちゃんの誕生や命の大切さ
を深く考えさせた。まとめとして、「あなたの命が守られてきたように、守りたい命はあ
るか、そのために自分にできることは何なのか」へ発展させた。

当時妊娠中の担任によ
る授業。
資料：エコー写真等

196 湘南・三浦 小１ 道徳
生命の尊さ
「いのちをいた
だく」

　子どもたちにとって、無理のない楽しい給食の時間となるように、給食を自分が食べら
れる量で配膳すると同時に、「いのちをいただいていることへの感謝」「作っていただい
ていることへの感謝」を忘れないように日々話をしている。授業では、養豚場でまるで家
族のように1200頭のブタと暮らすおっちゃんの記録、写真集「ブタとおっちゃん」をみせ
た。単に生産するという域を超えた、愛するものと共に生きる喜びがあふれた写真集であ
り、自らの手で１頭ずつ丁寧に愛情を込めて育てられた豚が、食用としてお店に並ぶこと
を知ることで、いのちをいただくということの意味を考え、さらに感謝をしていただこう
という気持ちを高めることができた。

写真集「ブタとおっ
ちゃん」

197 湘南・三浦 小４ 道徳 大切な命

　教科書の教材をもとに、命の大切さについて考えた。妹が生まれて、楽しみに見に行っ
た主人公だったが、生まれて間もない赤ちゃんはしわくちゃで泣いてばかりいた。そのと
き、主人公は自分の生まれたときの話を父親から聞いた。改めて妹を見ると、さっきと同
じ泣き顔に力強さを感じた、という内容だった。「命が大切だ」ということは大人も子ど
もも知っているが、「なぜ大切なのか」というところを意識して話し合った。子どもたち
からは「どんな小さな命でも、生きようとするところにすばらしさがある」という意見が
聞かれた。

（参考資料）
光村図書 道徳４
きみがいちばんひかると
き『生きているしるし』

198 湘南・三浦 小３ 道徳 命の誕生

　２学期から産休に入られる先生から赤ちゃんがおなかにいる喜びや大変さについて話を
聞いた。エコー写真を使って、妊娠初期からだんだん成長していく様子や、母体の変化、
気持ちの変化を詳しく聞いた。また、「赤ちゃんの誕生」という本を使って、実際にお腹
の中の様子を見ることで生命誕生の神秘さや尊さを知ることができた。子どもたちは、真
剣に話を聞き、自分の命の大切さを実感することができた。同時に友だちの命の尊さも知
り、思いやりの心をもって接することに繋がっていくことを学習した。

絵本
○「赤ちゃんの誕生」
（あすなろ書房）



199 湘南・三浦 小４ 道徳
子どもの権利条
約

　児童に大きく関係している条項をピックアップされている藤沢市で作成されたリーフ
レットと、日本ユニセフ協会が作成している子どもの権利条約カードブックを用いた。ロ
イロノートでカードを動かしながら自分たちの権利について学んでいく。友だちとの考え
の相違を共有しながら他者の考えを受容する活動を行うことで自分の権利だけではなく他
者の権利も尊重する態度が見られた。自身の生活と重ね合わせることで身近な題材となり
意欲的に授業に取り組むことができた。授業の翌日には児童同士で起きた問題を解決する
際、学習した内容を振り返ることができていた。

参考資料
○「わたしたちとみん
な」藤沢市リーフレット
○日本ユニセフ協会子ど
も権利条約カードブック

200 湘南・三浦 小４ 道徳
「いじめ防止教
室」

　講演を通していじめの定義について学び、加害者と被害者のそれぞれの気持ちを考える
ことによって、お互いに苦しい気持ちになることを知った。考え方やとらえ方は個人で違
うことや、お互いを尊重して過ごしていくことが大切だということを子ども達がイメージ
しやすいように話してくれて、分かりやすい講演内容だった。子ども達も具体例を通して
考える場面で、自分だったらという立場で問題を捉えることができていた。

講師は、湘南学校教育
研究所　代表

201 湘南・三浦 小２ 道徳
防災教育
「だいじなおか
しも」

　主人公が休み時間にドッジボールを始めた時に、避難訓練が始まる。訓練であることや
休み時間を奪われた気持ちから、「おかしも」の約束を破ってしまう。３月11日、実際に
東日本大震災が起こり、主人公は、泣きたい気持ちを我慢しながら避難する。その後の校
長先生の話で、みんなが「おかしも」の約束を守って避難したので、全員が無事に避難で
きたことを知るという内容である。学習活動では、主人公の気持ちの変化を考えていきな
がら、訓練の意義や参加する態度、約束や決まりを守ることの大切さについて考えた。そ
してそれらが、みんなが安全に過ごし命を守るために必要なことだと確認した。

・資料（出典：彩の国の
道徳　道徳教育指導資料
集－東日本大震災に関連
した出来事をもとに－
「心の絆」埼玉県教育委
員会
・DVD日本に住むための
必須！！防災知識－制作
社団法人土木学会

202 湘南・三浦 小５ 道徳
命の大切さ「命
の詩～電池が切
れるまで」

　様々な体験をする夏休み前に、安全指導と合わせ改めて命の大切さに気付き、9月に元
気に登校してもらいたいと思い実践した。児童は、前半にある詩を読んだ後、後半でその
作者の子が闘病中にこの詩を書き、その4か月後に亡くなったことを知って衝撃を受けて
いた。作者がどういう気持ちでこの詩を書いたのか、より深く考えながら読み返し、もっ
と生きたくても生きられなかった作者の思いに気付き、改めて命の大切さ、今こうして生
きていられるありがたさを話し合っていた。1年間の道徳教材で心に残ったものとして、
12月にも振り返りで書いていたほどだった。

光村図書5年道徳教科
書

203 湘南・三浦 小１ 道徳
「みんないきて
いる」【D】生命
の尊さ

　「毎日、どんなことを感じながら、生活しているか？」を問うためまずは「好きな食べ
物や遊び」などについて想起させた。眠くなった様子の絵、友だちと一緒に本を読んでい
る絵、転んで怪我をしている絵等を提示し、同じような気持ちになったことがあるかと尋
ねた。それによって、普段どんな時にどんな気持ちになっているかに目を向けることがで
きたようだ。更に「いきているな」と感じるのはどんなときか？との問いかけに、「目が
覚めたとき」「友だちと楽しく遊んだとき」など日常の大切さを振り返ることができた。

ワークシート等



204 湘南・三浦 小４ 道徳
「いきているし
るし」【D】生命
の尊さ

　「わたしたち一人一人の命はなぜ大切なのでしょう。」というめあての単元。4年生の
主人公が生まれたばかりの妹をどう思うか、という本文を読んだ上で自分だったらどう思
うかを児童に考えさせた。児童にとって、赤ちゃんの泣き声は決して快いものではない。
だが、自分が赤ちゃんだったことを想像させたり、赤ちゃんの世話をしている児童の話を
聞いたりしているうちに、生まれたばかりの人間の生命力やそのかけがえのなさを実感で
きるようになった。

ワークシート等

205 湘南・三浦 小１ 道徳 命の尊さ
　道徳教科書の題材「みんな　いきている」を用いて、身近な日常の中でみんなが生きて
いる。その日常を自分ごととして感情をとらえる学習を行った。

ワークシート等

206 湘南・三浦 小２ 道徳 繋がる命
　道徳教科書の題材「生まれるということ」を用いて、自分の命の上には両親、そのまた
上には祖父母とずっと繋がっていることを学んだ。

ワークシート等

207 湘南・三浦 小６ 道徳
D-生命の尊さ
命をつなぐ
「命の旅」

　動物たちの生きる姿、死んでいく姿、その命を食べる人間の営みを通して、命について
自分の考えを振り返りながら、自分が生命のつながりの中にいることを自覚し、命はかけ
がえのないものであることに気づいた。個々の生命が互いに作用しあい、つながっている
という生命の関係性について様々な側面から考えた。

国語「森へ」
外国語「We all live
on the Earth.」

208 湘南・三浦 小４ 道徳 いじめ防止教室

　湘南DVサポートセンターの職員を講師に迎えて、各クラス1時間で授業を行った。「自
分の気持ちを見失わない」ということが大切であるとの話があった。自分の気持ちを天気
で表すという具体的な例で示し、児童に分かりやすい内容だった。「人の生きる権利が人
権でいじめはそれを傷つける行為である。また、いじめている人は幸せでない。」という
言葉がとても印象に残ったという児童の感想が多くあり、相手のことを考えて関わること
が大事であると考えを深めることができた。

湘南DVサポートセン
ター職員

209 湘南・三浦 小３ 道徳
「大切なものは
何ですか」

　虫たちがそれぞれの一番大切なものについて話し合う姿を通して、命を大切にするとは
どういうことがか考えさせ、唯一無二の命を大切にし、与えられた命を一生懸命に生きよ
うとする心情を育てた。

ワークシート等

210 湘南・三浦 小５ 道徳
命の詩
～電池が切れる
まで～

　みやこしゆきなさんの書いた詩を読み、命について考える授業を行なった。詩のイメー
ジをふくらませた後、みやこしさんが亡くなったことを伝える。精一杯生きることの大切
さを子どもたちと考え、自分を大切にしてほしいという思いを共有した。

道徳⑤（光村図書）



211 湘南・三浦 小２ 道徳
命の大切さにつ
いて考える

　神奈川県出身の写真家の協力を得て、人間に飼われ、幸せそうな犬やネコ、捨てられて
保健所で死を目前にした悲しげな犬、災害で行き場を失い不安そうな犬たちのリアルな写
真から子どもたちが保健所の存在やその意味を知った。その上で、命の大切さや、命を守
る事の大切さに気付くことができ、命を守っていくためにどうしたらよいのか、自分たち
にできることは何かなどについて真剣に考えて、その思いを発表し、文章に表すことがで
きた。

(参考資料)「まもりた
い、この小さな命」
写真　原田京子
文　高橋うらら
集英社みらい文庫

212 湘南・三浦 小５ 道徳 命の大切さ

　「みんなにとって命ってどんなもの？」そう発問すると「かけがえのないもの」「絶対
大切にしなくちゃいけないもの」などの意見が多くあがった。子どもたちは、命の大切さ
について、ある程度理解しているようだった。次に「命の詩」を扱った。「これは、小学
校４年生の子が書いた詩だよ」と伝えると、子どもたちは驚いていた。作者は、子どもの
がんの中でかかることの多い「神経芽細胞腫」という病気を患っていた。作者が疑問に思
うことは「生きたくても生きられない子がいるのに、なぜ自殺したり、友だちをいじめた
りするんだ」ということだ。子どもたちは自分が経験したことのない状況に、愕然として
いる様子だった。本時の中心発問は「あなたにとって精一杯生きるとは？」である。最初
は個人で考えさせ、グループで話し合いをした。すると「今生きていることは幸せなこ
と。後悔することがないように色々なことに挑戦する」など、深みのある意見が出た。

教科書

213 湘南・三浦 小６ 道徳
命の大切さと規
則の尊重

　ルールは守るべきものだけど…命を犠牲にする？題材の物語のあらすじとしては、「子
どもたちがメダカだと思って川から採ってきたのは、実はメダカを食べてしまうカダヤシ
という外来種の魚だった。メダカと同じ水槽に入れてしまい、大切に育てていたメダカが
食べられてしまった。外来種のカダヤシは法律で飼うことや放流することを禁止されてい
るので、元の川に戻すことはできず、メダカを守るためには殺すしかない。別の水槽に移
すなどしてカダヤシを残しておくことも違法となってしまう。」といった内容である。こ
の後の子どもたちの行動は明記されておらず、児童にはカダヤシを飼うか飼わないかと２
択を与え、一人一人に委ねる形を取った。「命には優先順位はない。法律を破ってでもカ
ダヤシを飼う。」という意見や「大切に飼ってきたメダカを食べられるくらいなら、カダ
ヤシは飼わずに殺した方がまだマシ。」といった意見が挙がっており、立場を明確にし、
視点を絞ったことで議論が深まっている様子が見られた。

ワークシート等

214 湘南・三浦 小６ 道徳
はるかのひまわ
り

　阪神淡路大震災で妹はるかさんを亡くした姉いつかさんが、妹を思わせるひまわりの花
を咲かせることで救われていくノンフィクション絵本。災害にあった人びとの思いや残さ
れた人びとの思いを感じ、自他の生命を大切にし、精いっぱい生きていこうとする意欲と
態度を養った。妹を失った姉いつかさんの心情の変化を考え「はるかのひまわり」の活動
を通して、命の大切さ、支え合って精いっぱい生きていくことの尊さを感じることができ
た。

PHP研究所「はるかの
ひまわり」
著者：指田和子
挿絵：鈴木びんこ



215 湘南・三浦 小複合 道徳 いじめ
　どのようなことが「いじめ」になるのかを知り、「いじめ」を防いでいこうとする気持
ちを育てることをねらいとした。児童は、いじめの定義、いじめは犯罪につながる行為で
あること、場面に応じた対処方法を学んだ。

市や県の資料を参考に、
児童支援担当が全クラス
に授業を行った。

216 湘南・三浦 小４ 道徳
人権教育
命の学習

　１２月の人権週間に合わせ、子どもの権利条約の内容を学んだ。子どもの権利条約（児
童の権利に関する条約）って聞いたことがあるか、子どもたちに尋ね、これは、世界中の
すべての子どもたちがもっている“権利”について定めた条約であり、戦争に巻きこまれ
てしまったり、防げる病気で命をうしなってしまったり、つらい仕事で１日が終わってし
まったり…世界には厳しいくらしをしている子どもたちがいる現実について、話し合いを
もった。また「子どもの権利条約」は、そんな子どもたちをはじめ、世界中の子どもたち
の強い味方であり、。ユニセフもこの条約に書かれた子どもたちの権利を守るために活動
していることを確認した。合わせて、昨今のテレビで話題になっているニュースについて
取り上げ、命の大切さについて考えた。

子どもの権利条約が
載っているパンフレッ
ト

217 湘南・三浦 小１ 道徳
「いきて　い
るって」

　日常生活の中で、当たり前にしていること（息をしたり、食べたり、話したり、遊んだ
り･･･）は生きているからこそできるという詩を通して、自分が生きているということに
ついて考えた。一年生なりにも、たった一人では生きいていけないことやいろんな人に支
えてもらっているから今の自分があることを理解し、「生きているっていいな。」と感じ
ることができた児童が多くいたように思う。自分の命と友だちの命、周りの人の命はどれ
も同じくらい、大切にされるものであることを、折りに触れて伝えていきたい。

ワークシート

218 湘南・三浦 小６ 道徳
かけがえのない
命

　おじいちゃんの死を通し、テレビでお笑いタレントが使っていた「一回死んでこい」と
いう言葉に怒りを覚える主人公。普段自分たちがゲームなどで何気なく使っている、「死
ね」、「ぶっ殺す」などの言葉の意味を考えた。主人公が抱いた「怒り」や「なみだ」の
意味について考えた。「怒りは過去の自分に対するものではないか」、「なみだは命の重
さに気付いたから出てきたものだと思う」など、大切な人の死を考えることによって一言
の持つ重みを感じ取ることができた。

６年道徳教科書
『かけがえのない命』

219 湘南・三浦 小２ 道徳
生きる喜び
生命の尊さ

　道徳の教科書にある「ぼく」という教材を使って授業を行った。「ぼく」が語り手とな
り、好きなものを挙げ、話が進んでいく。たくさん好きなものを挙げた後、「でも、ぼく
の　いちばん、いちばん　好きなものは、『ぼく。』」と続く。授業では、この「ぼく」
の部分は隠して紹介し、続く言葉を理由も含めて考えた。理由を考えたことで、自分の存
在そのものの尊さに着目させるようにした。最後に自分の良いところを考え、賞状をつく
る活動を行った。

教材
ぼく（出典：東京書籍「新
訂　新しいどうとく②」）



220 湘南・三浦 小４ 道徳 生命の尊さ

　生命の尊さを知り、生命あるものを大切にすること。
　生まれつき母と同じ心臓病をもっていて、残り少ない期間しか生きられない主人公に、
周りの人たちが最後に主人公の願いを叶えさせてあげようとしたという実話から、多くの
人たちに支えられながら精一杯生きたことや、主人公に関わる周りの人の思いを考えるこ
とで、生命の尊さを深く考えた。

使用教材
「走れ江ノ電 光の中へ」
（出典『新しい道徳４』、
東京書籍）

221 湘南・三浦 小６ 道徳 みんな一緒だよ
　ユニセフ親善大使である作者のエッセイを読み、世界には飢えや病気で苦しむ子どもた
ちがたくさんいることを知り、私たちができることは何かをクラスで考えた。

使用教材
「みんないっしょだよ～黒
柳徹子」（出典『新しい道
徳６』、東京書籍）

222 湘南・三浦 小複合 道徳

「いじめ・暴力の
ない楽しい学校に
するために、一人
ひとりができるこ
とについて考えよ
う」

　今年度も昨年度に続き、全校道徳集会が実施できなかったため、各学級で「いじめ・暴
力のない楽しい学校にするために一人ひとりができること」について話し合った。具体的
な取組としては、いじめ・暴力のない楽しい学校にするために、一人一人が言葉について
考え、クラス１枚のポスターを作製し掲示した。６月の共育参観日には、保護者にも見て
もらい、取組について共有することができた。

223 湘南・三浦 小複合 道徳
「いじめをなく
そうキャンペー
ン」

　学校全体でいじめをなくすためのキャンペーンを行った。資料等を活用しながら、どん
なことがいじめにあたるのか、学年の発達段階や学級の実情に合わせて考えた。また、い
じめを見つけた際には、どのように行動するべきかも併せて考えた。担任の先生やその他
の先生、お家の人など、信頼できる大人に話すことは正しい行動であることを伝えた。一
方、いじめを見過ごすことや傍観者になることもいじめにつながることについて指導し
た。

224 湘南・三浦 小３ 道徳 生命の尊さ
　命を大切にする態度を養えるよう、病気の主人公が、必死に生きる姿を通して、たった
一つしかない命の大切さについて考える授業を行った。児童一人一人がじっくり考え、他
者と議論することで、考えを深めることができた。

絵本
「しろさんのレモネー
ドやさん」

225 湘南・三浦 小４ 道徳
生命の尊さ
自然愛

　クラスで世話してきたカマキリがたまごを産みつけるまでの様子を観察する活動を通し
て、命がつながっていくことを考えた。

理科「季節と生き物」
　　　　↓
道徳「動物・生きものと共
に生きる」

226 湘南・三浦 小１ 道徳 生命の尊さ

　道徳の教科書の「いのちがあってよかった」を題材として授業を行った。１年生にとっ
て「いのち」とは「ないと、しんでしまう」「あるけない」「なくなると、うごけなく
なってしまうもの」といった認識であったが、中には「だいじなもの」「たいせつなも
の」という認識の子どももいた。交通事故に遭った主人公の様子を心配する家族の様子を
読んで、「すきだから（心配したのだろう）」「みんながたすけたいとおもった」と、生
きることの良さや家族との絆について触れる子どももいた。

東京書籍「あたらしいどう
とく」１　いのちがあって
よかった



227 湘南・三浦 小３ 道徳 生命の尊さ

　道徳の教科書の「いただいたいのち」を題材として授業を行った。子どもにとって「助
け合う」とは「何かを手伝う」ようなこと、と認識していたようだが、中には「車に轢か
れそうになったとき、声を掛けてもらって助かった」「出産だって看護師さんがいないと
出来ない。助け合わなかったら何も出来ない」など、考える子も見られた。自分が様々な
場面で「助けられ」ながら「今を生きている」ということに、少し触れることができた時
間であった。

東京書籍「新しいどうと
く」３　いただいたいの
ち

228 湘南・三浦 小６ 道徳 人権教育
　国連ＮＧＯ横浜国際人権センターの会長の話を聞いた。
　人権やいのちの大切さについて考え、DVD「国境なき医師団の愛と正義に生きる」を見
て、国際理解について学んだ。

国際ＮＧＯ横浜国際人権
センター会長
ＤＶＤ

229 湘南・三浦 小６ 道徳
生命の尊さ
「生命の尊重」

　教科書「命の重さはみな同じ」を読み、人間や動物の生きることの尊さを知ることか
ら、自他の生命を尊重し、力強く生き抜こうとする態度を育んだ。

教科書

230 湘南・三浦 小６ 道徳 生命の尊さ

　『命の重さはみな同じ』という題材で、「命を大切にすること」について子どもたちと
学び合った。大けがをしている子犬を「助けたい」と思う保護施設の職員と「安楽死させ
たほうがいい」と思う獣医の話である。子どもたちは「助けたい」と思う人がほとんどで
あったが、獣医の立場に立って考えることで、なぜ「安楽死させたほうがいい」という考
えに至ったのかに迫ることができた。また、命の重さはみな同じではあるが、その人の立
場や状況によって、命に対する考え方に差があることも感じることができた。

「新しい道徳６」
　　　　　東京書籍

231 湘南・三浦 小６ 道徳 生命の尊さ

　『お母さんへの手紙』という題材で、手紙を書いた佐江子さんとそのお母さんの思いに
ついて子どもたちと学び合った。佐江子さんは重い心臓病を患っており、なくなる直前に
母親へ送った手紙が題材になっている。この学習では、命の大切さに加え、家族のつなが
りについても考えることができた時間であった。特に母親が佐江子さんのためにしてあげ
たことや佐江子さんの心境の変化や思いから、家族愛を感じられ、佐江子さんの頑張る気
持ちを引き出してくれていると思う子もいた。

「新しい道徳６」
　　　　　東京書籍

232 湘南・三浦 小４ 道徳 バオバブの木

　自分の葉や実や幹さえも他の動物に与えながら、自らも命をつないでいくバオバブの
木。資料を読むことを通して、生命の神秘に触れるとともに、自分たちも受け継がれた命
として生き、次の世代へ命を受け継いでいくという流れで授業を行いました。子どもたち
からは、「自分の命は両親から受け継がれた命。そう考えると、自分の命は自分だけのも
のでないことが分かった。」など、命に関する理解が深まった。



233 湘南・三浦 小４ 道徳
思いやりの心と
親切

　Pepperとの会話を通して、Pepperの立場にたって困りごとや手助けできることを考える
とともに、人間に置き換えたときに生まれる心のバリアや葛藤を認識することや、これに
対する他の人の考えを知ることを通して、相手の立場を考えて思いやりのある行動をとろ
うとする心情や態度を育てる。

Pepperスクールテンプ
レート
ソフトバンク㈱

234 湘南・三浦 小５ 道徳 命の授業

　現役の助産師さんをお迎えして、男女の体の成長のちがい・性の多様性・命の誕生のし
くみについて、お話を親子で聞く。奇跡的な確率で受精卵ができ、いろいろなことを乗り
越えてお母さんのお腹のなかで成長し、無事に生まれてくまでの様子を知ることで、「赤
ちゃんが生まれてくるということ自体がほんとうに奇跡的なこと」だと知ることできた。
自分が今ここにいることが奇跡で「生きているだけで100点満点だ」というメッセージは
子どもたちの心に響くものだった。親子一緒にお話を聞いたので、帰宅後に自分の誕生に
ついて話した親子も多かったようである。また講師の方が講演の内容や進め方について、
家庭事情への配慮を考えて行なってくれた。

助産師

235 湘南・三浦 小４ 道徳
すべての命をた
いせつに

　ヒキガエルをいじめることを楽しんでいたアドルフたちの反省を通して、すべての生き
物の命を大切にしようとする態度を養う。

小学道徳「生きる力４」

236 湘南・三浦 小５ 道徳 命

　１１歳の生命を生き切った女の子が亡くなる４か月前に書いた詩を読んだ。そして、
「どのような思いを伝えたかったのか」「精一杯生きるとはどのようなことか」につい
て、自分の考えを書き、子どもたち同士で交流したり、発表したりした。また、子どもた
ちと同じ年代の教え子をなくした授業者の経験を話し、「命」について考えさせるように
した。

小学道徳「生きる力５」

237 湘南・三浦 小５ 道徳 「生命の尊さ

　『命の種を植えたい。緒方洪庵』を読み、子ども達が、感じられる「生命の大切さ」を
出し合いやり取りをすることにより、「命の大切さをどんなときに感じるか」や「洪庵の
思いや行動から、その心情は、どうだったか」等の問いについて、考える。加えて、教材
文より、さまざまな苦難を乗り越えて、一人でも多くの命を救おうとした洪庵の尊い姿か
ら、生命がかけがえのないものであることを知り、尊重しようとする心情を育てることを
ねらいとしている。

小学道徳「生きる力５」

238 湘南・三浦 小２ 道徳 大きくなったね
生きている（生命の大切さ）
　大きくなるということは自分が生きているあかしであることに気付き、そこから生命を
対切にしようとする心情を育てる。

小学　どうとく　生きる力



239 湘南・三浦 小５ 道徳
命の詩－電池が
切れるまで

　命の大切さを教科書のみやこしゆきなさんの詩をもとに考えた。詩から①自分の命を大
切にする②他者の命を大切にする③精いっぱい生きるの３点を読み取り、３つ目の「精
いっぱい生きること」について考えた。自分や友だちを大切にすることが命を守り、それ
ぞれを大切にできる生き方であること、自分のしたいことを最後まで諦めないことが精
いっぱい生きることへつながるのではないかという意見を出す児童もいた。

５年

240 湘南・三浦 小１ 道徳 親切　思いやり
　うそをついてしまうきつねや、優しいうさぎの気持ちを考える活動を通して、相手に親
切にしたりされたりするとどんな気持ちになるかを考えさせ、相手に親切に、思いやりを
もって接しようとする実践意欲と態度を育てるための授業を行った。

教科書
「きみがいちばんひか
るとき」
光村図書

241 湘南・三浦 小６ 道徳
つながる命
「三十八億年の
命」

　導入で「命のつながり」について問うたところ、「命の旅」や３年生の頃に学習した
「ヌチヌグスージ―」を思い出し、話す児童が多かった。自分を産んでくれた両親、その
両親にも親がいる…。だからこそ、「命は誰のもの」という発問には、「自分だけのも
の」と答える児童はいなかった。自他の命を大切にすると共に、次の世代にも命をつなぐ
ことや、今ある命を大切にすることを学んだ。

242 湘南・三浦 小４ 道徳
生命の尊さ
「生き物と機
械」

　生き物と機械の違いについて、グループごとに話し合い、クラス全体で共有した。「生
き物は、自分の傷を自分で治す力があるけれど、機械は治せないよ。」、「生き物は、子
どもを残して命をつないでいけるけれど、機械はできない。」など、多様な考えを共有す
ることができた。出された意見の違いを比較することを通して、多くの児童が命の不思議
さや命の尊さを実感していた。

243 湘南・三浦 小３ 道徳
かえがえのない
命

　「命を大切にするとはどういうことかを考え大切にして生活しようとする心情を養うこ
と」をねらった。虫たちがそれぞれの一番大切なものについて話し合うという教材を読
み、主人公が考える大切なもの「命」がどうして大切なのか、命を大切にするとはどうい
うことなのかを考えた。児童は、自分にとって大切なものは何かをじっくり考え、自分事
として主人公の気持ちに寄り添うことができた。主人公が語ったエピソードから命を失う
ことは家族にとって大きな悲しみを残し、命はかけがえのなく失うと二度と戻ってこない
ものであることを理解することができた。

教材
『かけがえのない命』
（作：おのせ　みのる
　絵：いちい　みか）
きみがいちばんひかるる
とき３年生
　出版　光村図書

244 湘南・三浦 小４ 道徳 大切な命

　「多くの人々に支えられている尊い命を大切にしていこうとする心情を育てる」ことを
ねらいとした。主人公は未熟児として危機的な状況の中で周囲の人の協力により生まれ
た。この教材を通し、児童は命がつながっていることに気づき、命を大切にすることは何
かを考えた。さらに、主人公と自分を重ねながら両親、兄弟姉妹、先生などの周囲との命
のつながりを考えることができた。「命はなぜ大切か」の問いに対し「なくなったら生き
ることができないから」「お母さんにもらったものだから」など、自分なりの考えを発表
していた。

教材
『生きているしるし』
（作：古家　千鶴子
　絵：岡田　千晶）
きみがいちばんひかるる
とき４年生
　出版　光村図書



245 湘南・三浦 小１ 道徳
しぜんとなかよ
し
「あさがお」

　道徳の教科書を読み、「登場人物があさがおと仲良くなれたのか。なれたとしたら、い
つか。」ということを考えた。子どもたちからは、「たねを植えたとき、これからがとて
も楽しみなので、あさがおと友達になれた。」「花が咲いたとき。花も嬉しそうにしてい
るから。」など、様々な考えが出た。
　「動植物をどのような気持ちで世話をするか。」と聞いたところ、「やさしく」「まい
にちみる」という答えが返ってきた。

道徳の教科書

246 湘南・三浦 小２ 道徳
ぼくのいのち、わ
たしのいのち「空
色の自転車」

　「空色の自転車」を読み、車にはねられ、生死をさまよった主人公や、周囲の人々の姿
を通して、命はどうして大切なのかについて考えた。事前に学習内容と関連するアンケー
トをとることで、子どもたちも学習内容にスムーズに入ることができていた。板書では、
挿絵を活用しワークシートに吹き出しを作って書き込みやすくすることで、低学年でも命
について考えることができた。また、主人公や周囲の人々の気持ちを丁寧に考えていくこ
とで、命が大切であることはもちろん、周囲の人々のことも考えて生活することの大切さ
を考えることができた。

講師は、大学教授

247 湘南・三浦 小５ 道徳

いのちを輝かせる
「最後のコンサー
ト～チェロ奏者・
徳永兼一郎」

　「最後のコンサート～チェロ奏者・徳永健一郎」を読み、自分の生き方を全うした徳永
さんの姿を通して『命をかがやかせる』とは、どういう生き方なのかについて考えた。事
前読みをして、ホスピスのことや、徳永さんのことを調べておくことで、教材への理解を
深めることができた。ワークシートには、思考ツール「クラゲチャート」を使用した。
「クラゲチャート」は思考を整理するために有効だであったと考えられる。徳永さんの生
き方を考えた後に、自分の生き方について考えた。同じ思考ツールを使うことで、自分自
身について振り返り、自らの生き方についても深く考えることができた。

248 湘南・三浦 小６ 道徳 命について

　昨年度の小中高校生の自殺の数から、このコロナ禍に増えている現状を知る。コロナ禍
で困っている児童がいることを知る。院内学級で生活している子たちの詩を使っていろい
ろな子どもの気持ちを知る。「勉強したい」「学校へ行きたい」「長くいきたい」そうい
う思いの子どもたちも強く生きようとしている子どもたちのことをしる。「電池がきれる
まで」を読み、自分たちが生きられていることは当たり前ではないことについて考える。

あかはなそえじ先生
副島賢和
「一人じゃないよ」
宮本雅史
「電池が切れるまで」の
仲間たち
子ども病院物語

249 湘南・三浦 小２ 道徳 つながるいのち

　命のすばらしさを感じ、大切にしようとする心情を育てるために「命がつながっている
こととはどういうことなのでしょう。」というめあてでスタートした。
　ぞうさんという詩の中で母さんも鼻が長い、母さんが好きの答えを話し合った。鼻の長
い母親から同じく鼻の長い子どものゾウが生まれ、その時に大好きという気持ちも生まれ
た、ということを感じさせた。
　最後に、命がつながっていると感じたことはどんな時か自分事に置き換えて発表させ
た。

まど・みちおさんの
「ぞうさん」
光村図書　どうとく2年
「生まれるということ」



250 湘南・三浦 小４ 道徳
思いやりの心と
親切

　道徳の学習で、人型ロボットPepperと考える「思いやりの心と親切」の授業を行った。
ロボットであるPepperと一緒に学校生活を過ごすとしたら、どんなことに困って、自分は
どんなことができるのかについて話し合った。そこから身近な生活の中でも困っている人
がいることに気付き、共に生きていくために自分のこれからの生活にいかしたいと思うこ
とを記述し、話し合った。

人型ロボットPepperを
活用した授業（県福祉
子どもみらい局共生推
進本部室）

251 湘南・三浦 小３ 道徳 生命の尊さ
　「自分にとって大切なもの」を考える中で、命は何にも代えがたい大切なものだという
ことを考えさせた。また、命を大切にするために自分ではどんなことができるのかを考
え、共有することを通して、命を大切にしていこうとする心情の育成を図った。

３年道徳教科書
（光村図書）

252 湘南・三浦 小４ 道徳

物語を通して、自
分たちが毎日口に
している食べ物へ
の感謝、命のあり
がたさに気付かせ
る。

　絵本の読み聞かせをし、毎日口から発する「いただきます」の意味を考えた。その生き
物の「命をいただく」という意味だけでなく、絵本に出てくる食肉解体業者の方のような
「命に触れる仕事」についても深く考えるきっかけとなった。

絵本「いのちをいただ
く　みいちゃんがお肉
になる日」

253 湘南・三浦 小５ 道徳
命の大切さ
「命の詩　電池
が切れるまで」

　「命」という詩は神経芽細胞腫でなくなった、みやこしゆきなさんが小学４年生のとき
に書いたものである。最初に詩だけを読んだ児童たちは、「命は大切だ。」「命は電池と
は違ってとりかえられない。」という反応だったが、作者であるみやこしゆきなさんが闘
病していたことや、その時に思ったこと、感じたことを知り、より深く詩の内容と「命」
について考えることができたと感じる。自分の命の話だけではなく、他者（人だけではな
く、動物や植物も）の命のことや、悩みやいじめなど「生き方」についても全体で考えを
交流した。

光村図書「どうとく」

254 湘南・三浦 小３ 道徳

かけがえのない
命
「大切なものは
何ですか」

　虫たちがそれぞれの一番大切なものについて話し合う姿を通して、命を大切にすると
は、どういうことかについて考えた。児童からは、「ゲームとはちがってなくした命は戻
らないから、大切にしなければならない」「命を守るために、交通ルールをちゃんと守り
たい」という感想がでた。みんなを大切に思っている家族の存在にも目を向けられるよう
話をした。また、交通安全、避難訓練の意義についても話を広げた。

光村図書「どうとく」

255 湘南・三浦 小３ 道徳

かけがえのない
命
「大切なものは
何ですか」

　虫たちがそれぞれの一番大切なものについて話し合い、アゲハチョウが「モンシロチョ
ウがくもの巣にふれて池に落ちて動かなくなった。」と話し、それを聞いてセミが本当に
一番大切なものは何かをずっと考えこむというお話。
　自分に置き換えて、命こそ最も大切だと気づく児童がたくさんいた。

光村図書「どうとく」

256 湘南・三浦 小４ 道徳
大切な命
「生きているし
るし」

　妹が産まれて会いに行くと、泣いていてかわいくないと思ったが、父から、自分が生ま
れるとき、助かるかどうか危険な状況だったと聞かされて、泣いている妹のことが愛おし
く感じられるように変わるというお話。
児童の中には、同じような話を親から聞いて知っている子もいて、かけがえのない命、た
くさんの人がつなげてくれた命であると感じる児童がいた。

光村図書「どうとく」



257 湘南・三浦 小１ 道徳 生命の尊さ

　生まれたばかりの弟の姿を通して、自分の成長を感じ生きることの素晴らしさに気付く
登場人物の様子から、自分の身体的・心理的・社会的な成長に気付いた。また、自分自身
の成長から生命の尊さを感じると共に、身の回りの人から大切にされたことを想起する
きっかけになっていた。

光村図書「どうとく」

258 湘南・三浦 小３ 道徳 生命の尊さ
　お墓参りでオバアに聞いた話から、登場人物のコウちゃんが考えを巡らせる姿を通し
て、生命の尊さについて考えさせた。また、自分たちの命は先祖から脈々とつながってい
るという不思議さや雄大さに気づくきっかけとなった。

光村図書「どうとく」

259 県央 小２ 道徳 人権教育

　なかまはずれについて考えたあと、資料を読み取り、同じ場面でも相手によって態度を
変えてしまうのはなぜか話し合った。また、なかまはずれの人をつくらないためにどうす
ればよいかを考えた。今回の授業では、２年生なりに考えられることができたが、人権と
いう広いテーマの中で今回扱った内容はほんの一部なので、これからも生活や授業の中で
引き続き人権について触れていく必要があると感じた。

日本文教出版
小学どうとく
生きる力２
「ドッジボール」

260 県央 小６ 道徳
「スポーツの
力」

　目をつぶった状態で教室の中を歩く体験を通して、歩いているときの自分の素直な気持
ちを振り返らせた。考えがつかない児童や、後ろ向きに受け取る児童が多い中で、「ス
ポーツの力」を読み、片足を失った主人公が絶望の中でスポーツに出会い、希望をもって
生きていく姿を確認した。自分がつらい時や苦しい時にどのようにして気持ちを前向きに
できるのか、前向きになることでどのようないいことがあるか考えさせた。

日本文教出版
小学道徳
生きる力６
「スポーツの力」

261 県央 小５ 道徳
思いやりの心を
もとう

　人権週間の朝会で、思いやりの心をもつことの大切さと、一人一人がかけがえのない存
在であることを学んだ。また、コロナ禍でなかなか合唱ができない中、手話で「思いやり
のうた」をうたい、思いやりについて改めて考えるきっかけにした。朝会後、各クラスで
担任が思いやりの心を育てる授業を行った。

「思いやりのうた」
日本文教出版
小学道徳
生きる力５
親切、思いやりに係る教材
を各担任が選択

262 県央 小６ 道徳
いじめをたち切
る正義

　いじめに対する傍観者としての無責任な気持ちがいじめを生んでいることを理解し、い
じめを断ち切るために社会正義を貫こうとする態度を養えるように話し合いをした。児童
は、それぞれの状況において、自分たちにできることを考え、伝え合った。後日、学級会
で、いじめ、暴力防止月間の取組について話し合った際、この授業で考えたことを踏まえ
て発言する姿も見られた。

日本文教出版
小学道徳
生きる力６
「わたしのせいじゃな
い」

263 県央 小１ 道徳 生命の尊さ
　これから生まれてくる小さく、かけがえのない命に対する家族の喜びや期待感を理解
し、自分の生まれたときの話などを伝え合った。

日本文教出版
しょうがくどうとく
いきるちから１
「わたしがおねえさんよ」



264 県央 小複合 道徳

人権教育
「一人ひとりが
もつ人権につい
て考える」

　人権とは何かを朝会の時間を用いて全校児童に伝えた。その後、児童の実態に合わせた
題材を選定し、各学級で授業を実施した。一人一人がもつ人権の大切さについて知った。
些細な一言、行動が人権侵害につながっていることを学んだ上で、自分たちができること
について考えた。児童のワークシートには、「自分を大切にしたい」「友達に優しくした
い」という思いや、「相手の立場に立って考える」という決意が記述されていた。また、
もし仲間外れやいじめを受けている友達がいたら、「人を傷つけてはいけない」「加害者
の友達に声を掛けたい」という思いをもつ児童も多くいた。

全校児童対象
（使用教材）
人権学習ワークシート集
－　人権教育実践のため
に　第14・15集(小・中
学校編)

265 県央 小複合 道徳 生命の尊さ

　過去の歴史を題材に「人の命の尊さ」を考える授業。
　授業では、実際に使用した鞄や写真などを見て話を聞いた。アウシュビッツ強制収容所
で犠牲になったユダヤ人少女ハンナ・ブレイディの生涯を通して、命の大切さ、思いやり
の心を学んだ。話し合いを進める中で、「差別をしない、仲良く、周りの人やいろいろな
人への思いやりをもって生きていきたい。」と自分について考えを深めた児童もいた。

４年生・５年生
〈講師〉
NPO法人ホロコースト
教育資料センター職員

266 県央 小６ 道徳 生命の尊さ

「人の命の尊さ」を考える授業。
　DVDで「国境なき医師団」の活動の様子を見たり、講師から体験談や優しさや思いやり
についての話を聞いたりした。国や人種に関わらず命の大切さや平和を守ることを忘れて
はいけないことを学んだ。授業後、命の大切さや、思いやりの心、今の自分が出来るこ
と、今後の自分の生き方などについて考えを深めた。

〈講師〉
国連NGO横浜人権
センター職員

267 県央 小２ 道徳
たいせつないの
ち

　交通安全教室とあわせて、交通事故にあわないために必要なことと、命の大切さについ
て学んだ。授業の冒頭で、命って何だろうと発問後、教材を読み、事故でけがを負ってし
まい、家族や先生の涙を見て、これからは絶対に事故にあわないようにしようと心に決め
た主人公の思いに触れた。話し合いを進める中で、家族の心配と安心に気付き、「自分一
人の命ではない」という思いをもった児童が多かった。授業の振り返りでは、命の大切さ
についてより実感をもって考える姿が見られた。

日本文教出版
小学どうとく
生きる力２
「やくそく」

268 県央 小１ 道徳

生命の尊さ
いのちってなあ
に

　身近な「命」について考え、人間だけでなく全ての生き物に命があることに気づかせ、
導入を行った。
　教材「わたしがおねえさんよ」を読んで、これから生まれてくる新しい命について考え
たり、「わたし」の気持ちを考えたりして、新しい命の誕生を楽しみに待つ家族の気持ち
を感じとらせた。
　自分の生活で、命を大切にしようと思ったのはどんなときかを経験を基に振り返った。

日本文教出版
しょうがくどうとく
いきるちから１
「わたしがおねえさん
よ」



269 県央 小５ 道徳 正義の実現

　理科のテストで良い点数だったことを喜んだことで、クラスのみんなから避けられるよ
うになった「わたし」。つらい毎日を送っていた「わたし」の筆箱に、小さく折りたたん
だ名前のない手紙が入っていた。「ひとりぼっちじゃない」と思えるその手紙を渡した吉
野さんの行動から、集団や社会の中で正義を実現するには、どんなことが大切かを考え
た。
　また児童は、いじめの四層構造についても図を見ながら、どうしたら「傍観者」から
「仲裁者」になることができるかについて考え、いのちを大切にすることへの意識が高
まった。

日本文教出版
小学道徳
生きる力５
「名前のない手紙」

270 県央 小４ 道徳 生命の尊重

　道徳の授業で、ヒキガエルをいじめることを楽しんでいた登場人物の反省を通して、す
べての生き物を大切にしようとする態度を養うことをねらいとして行った。ヒキガエルと
ロバの姿をいつまでも眺めていた子どもたちはどんな思いで立っていたのか話し合った。
話し合いを通して、疲れていても、ヒキガエルの命を守ろうとしたロバの姿に感銘を受け
た児童が多数見られた。授業終末には、身の回りの命を守るために、自分ができることを
考えた。

日本文教出版
小学道徳
生きる力４
「ヒキガエルとロバ」

271 県央 小６ 道徳 安全な暮らし

　「学校を愛する心」を主題とする『ぼくたちの学校』から関連して、災害時に命を守る
ためにできることを考えた。災害発生時の学校での対応や、家にいたときの対応、自分に
できることやしなければならないことをクラス全体で考えた。併せて「つらいことがあっ
たときは我慢しなくてよい」という気づきや、「自分だけは大丈夫という油断が命取りに
なる」ということを改めて確認できた。

日本文教出版
小学道徳
生きる力６
「ぼくたちの学校」

272 県央 小１ 道徳

一人ひとりのち
がいを認め合う
「あなたのすき
ないろは？」

　「男の子のぼうし」、「女の子のぼうし」と限定して絵に色を塗り、何色に塗ったかを
発表する。男の子が女の子の帽子を塗ることがあるし、その逆もあった。やはり女の子は
赤などの色で塗る児童が多く、男の子は青や緑で塗る児童が多かった。その後「女の子で
も私は黒が好き。」という意見や、「男も赤が好きな人はたくさんいるから変ではな
い。」などの意見が出た。一人ひとりの好きなものには違いがあり、それを大切にしよう
ということに気づいた。

神奈川県
人権学習ワークシート
集
第15集

273 県央 小２ 道徳 自然愛護

　アンリ・ファーブルの昆虫への思いについて考えることを通して、身近な自然に親し
み、動植物に優しい心で接しようとする心情を育てた。自宅で飼っている昆虫や、川で捕
まえた魚のことなど、自分の経験と結び付けて考える児童が多かった。クラスで育ててい
るアゲハチョウの幼虫を大切に世話しようとする様子も見られた。

日本文教出版
小学どうとく
生きる力２
「虫が大すき-アンリ・
ファーブル-」

274 県央 小１ 道徳 生命の尊さ

　これから生まれてくる小さく、かけがえのない命に対する家族の喜びや期待感を理解す
ることを通して、生命を大切にしようとする心情を育てた。妊娠中の先生の話をしたり、
自分のときは家族はどんな様子だったか考えさせたりして、自分も家族や周りの人たちに
待ち望まれて生まれてきたのだと気付けるようした。嬉しそうな様子の児童が多かった。

日本文教出版
しょうがくどうとく
いきるちから１
「わたしがおねえさん
よ」



275 県央 小６ 道徳
生命の尊さ
「一人一人の存
在の重さ」

　導入では、親が自分にとってどのような存在で、どのぐらい大きな存在かを考え、発表
し合った。児童にとっては、自分たちを支え育ててくれる尊い存在であることを確認し
た。次に、親にとっての自分はどのぐらい尊い存在であるかを考えた。児童からの「大切
にされている」という発言を受けて、お互いを大切にし合わなければならないことを押さ
えた。自分たちが大切にされていることを具体的に考えながら、一人一人の存在の重さを
考えたので、児童も想像しやすそうだった。児童の家庭環境に配慮しながら授業を行っ
た。

<参考図書>
「かぜのでんわ（東日
本大震災を忘れず
に）」金の星社

276 県央 小４ 道徳
命を大切にする
ということ

　この教材では、１年間ひとときも忘れてほしくない「命の大切さ」について考えた。主
活動として、「あなたの時間にいのちをふきこめば」の続きを自分の言葉で考え、その根
拠となる考えも一緒に伝え合った。またその逆として「命がふきこまれない時間は、どん
な時間。」についても考え、「命がふきこまれるとは、誰かのために時間を使うというこ
となんだ」というまとめになり、自分勝手に生きるのではなく、人のために生きることが
大切だと考える姿が見られた。

日本文教出版
小学道徳
生きる力４
「あなたの時間にいの
ちをふきこめば」

277 県央 小２ 道徳
たいせつないの
ち

　これまでの経験から、「命とは、大切なもの。１つしかないもの。」と考える児童が多
くいた。そこで、大切な命を守るためにはどんな行動を心掛けたらよいのかを考えること
に重点を置いて授業を行った。道徳教材から、交通ルールを守ることは命を守ることにつ
ながることから、自分の命を守るためにできることについて考えを出し合った。児童から
は「信号をよく見る。」「危険なことはしない。」「慌てないように落ち着いて生活す
る。」という意見が出た。また、けがをすると様々な人が心配することから、家族や友達
のためにも自分の命を大切にしたいという感想を発表した児童もいた。

日本文教出版
小学どうとく
生きる力２
「やくそく」

278 県央 小６ 道徳 生命の尊さ

　限られた生命を力の限り生き抜こうとした少年や、その思いを受け継ぎたいとアサガオ
を育てたお母さんの思いから、かけがえのない生命を大切にしようとする心情を育てるこ
とをねらいとした。
　「命のアサガオ」を読み、登場人物の思いについて考え、話し合った。その後、児童は
「せいいっぱい生きる」とは、自分にとってどう生きることかを考え、ノートにまとめ
た。

日本文教出版
小学道徳
生きる力６
「命のアサガオ」

279 県央 小２ 道徳 生命の尊さ

　道徳の授業の中で、安全教育を通して命の大切さについて考えた。
　まず、NHK for school「子ども安全リアルストーリー」の動画を視聴した。低学年に起
こり得そうな下校の様子を見ることで、自分たちの下校の仕方について振り返った。その
後、教科書「やくそく」の、交通事故に遭ってしまった子の話を聞き、内容を整理した。
自分の命は自分だけのものではなく、家族や学校の先生や友達、病院の先生など多くの人
の思いを受けていることに気付き、かけがえのない命を大切にしていこうとする心情を育
てることができた。

・日本文教出版
　小学どうとく
　生きる力２
　「やくそく」
・NHK for school
 「子ども安全リアル
　ストーリー」



280 県央 小複合 道徳
公平
強い意志

　人権週間では、誰に対しても差別や偏見をしないで接していこうとする態度を養うこと
をねらいとし、障がいのある方やパラリンピック選手の話に触れ、全校道徳の授業を行っ
た。下学年は、障がいのある人との遊びについて考えることを通して、「公平」について
学習した。上学年は、パラアスリートの生い立ちについて考えることを通して、「強い意
志」について学習した。授業後は、ボッチャに全員が挑戦した。上学年が下学年にルール
を教え、楽しみながらパラスポーツに親しむことができた。

・国際パラリンピック委
員会「I’m POSSIBLE」
・ボッチャセットを
神奈川県立スポーツセン
ターから借用
・全校で実施

281 県央 小４ 道徳 いのちの授業

　講師の先生が「いのち」のかけがえのなさについて、スライドを用いて説明。「みんな
が生まれる前は、どこにいたか知ってる」という問いかけから、赤ちゃんがお腹の中にい
たことを確認し、お腹の中でどのように育ったのかを知った。また、お母さんが苦しい思
いをしながらも自分たちのことを生んでくれたことから自分の命も友達の命も大切にして
いこうとする気持ちが高まった。

講師は、助産師と保健師。
赤ちゃんの人形やスライ
ド、ＤＶＤを見せることで
子供たちにとって身近に感
じることができた。

282 県央 小４ 道徳
生きているしる
し

　道徳教科書「きみがいちばんひかるとき」の教材の「生きているしるし」を学んだ。私
達一人ひとりの命がなぜ大切なのか考え、意見を交換した。また、自分の命が守られてい
るように、自分にも守っていきたい命があるか考え、発表し合った。

道徳教科書

283 県央 小４ 道徳 いのちの誕生

　人間のいのちがどのように成長していくのかについての話を講師から聞いた。赤ちゃん
が誕生する様子を視聴した。子どもたちの中には、「お母さんにありがとうって言いた
い」など自分たちのお母さんに感謝する気持ちが高まっている子がいた。他にも、赤ちゃ
ん人形を抱っこしたことやいのちの始まった大きさを知ったことから現在の自分たちの成
長を実感する子もいた。授業後は、いのちを大切にしていくことや自分がお母さんになっ
たら赤ちゃんを大切に育てたいなどの感想をもった子もいた。

講師は、すくすく子育
て課の職員

284 県央 小６ 道徳
命について考え
よう

　児童に「命」という詩を聞かせた。この詩は、５歳のときに発症した難病により、５年
半にも及ぶ闘病生活の末、11歳という短い生涯を終えた少女が亡くなる４カ月前に書いた
詩である。
　授業内容としては、まず、詩を読む前に「命」という言葉から連想することを考えさ
せ、最後にもう一度「命」について考えさせた。
　児童の感想としては「私も、大変なことがあっても、逃げ出さずに頑張ってみようと思
う」「１日１日を大切にして学校生活を送っていきたい」などの意見がでた。児童の様子
として、学習前は自分事ではなかったが、学習後には自分事として捉え、これからの人生
につなげようとしている姿が多く見られた。

参考にした資料は、
「電池が切れるまで、子ど
も病院からのメッセージ」
(すずらんの会編・角川書
店)

285 県央 小５ 道徳
誰もが幸せにな
るために

　ハンセン病患者への差別の歴史を基に、偏見による差別があってはならないことについ
て学んだ。

教材
人権啓発ビデオ　人権アーカイ
ブシリーズ「家族で考えるハン
セン病」（法務省）YouTubeで
視聴



286 県央 小１ 道徳

たけのこ級につい
て知る
だれとでも仲良く
遊んだり、学習し
たりしようとする

・たけのこ級の児童自己紹介（今年度は動画）
・たけのこの授業体験
・車いすや装具の紹介、注意事項
・交流ゲーム（今回は中止）

講師　支援級教員
教材「論郭漢字カード」
（東京教育技術研究所）
「きくきくドリル」（文英
堂　和田秀樹・監修　村上
裕成・著）

287 県央 小４ 道徳
生命の尊さ
「生きてるしる
し」

　自分が生まれたときのことを父親から聞いた主人公が考えを巡らせる姿を通して、一人
一人の命の大切さについて考えた。誕生時には母親、父親、病院の先生など様々な人に心
配され、たくさんの愛情が注がれていたことに気付いていた。これからも、多くの人に支
えられている尊い命を大切にしていこうと考える児童が多く見られた。

光村図書　道徳　４
教科書

288 県央 小２ 道徳
がんばれ
アヌーラ

　多摩動物公園での実話をもとに授業をおこなった。この時期の児童は、命が大切なもの
であることは理解している。しかし、命があることがあたりまえのこととして捉えている
児童も多い。また、ほかの生き物の命が、自分の命と同じように大切であることに思いが
至らないところも見られた。そこで、病気になってしまったゾウのアヌーラ。そのアヌー
ラを助ける２頭をはじめ多くの助けによって支えられるアヌーラの姿をとおして、命が他
者によって支えられることについて考えさせることができた。

光村図書
道徳４年
きみがいちばんひかる
とき

289 県央 小６ 道徳 赤ちゃんの秘密

テーマ
『赤ちゃんがお腹の中でどのように生活しているのか』
『生命がどのように誕生するのか』
　各児童に配付されたノートPCのロイロノートを使い、子どもに考えさせるために、３択
クイズなども行いながら、赤ちゃんができるまでにはどのような過程を経て、どのような
姿なのかを学習した。

本校教員

290 県央 小３ 道徳
大切なものって
なんだろう

　虫たちがそれぞれのいちばん大切なものについて話し合う姿を通して、命を大切にする
とはどういうことなのか、について考えた。「お金」「自分の家」など大切に感じるもの
はたくさんあるけれど、どれも「命」がなくなれば、全て意味がなくなることに気づくこ
とで、唯一無二の生命を大切にする心情を育てることをねらいとした。

光村図書
どうとく
「大切なものは何です
か」

291 県央 小２ 道徳 生命の尊さ

　本授業では、主人公の生命の危機から大切な命を支える家族の姿や、友だちの応援、少
しずつ回復していく主人公の様子が描かれている。車にはねられ生死をさまよった主人公
や、彼を見守る周囲の人々の姿を通して、命はどうして大切なのかについて考えさせ、周
りの人に支えられているかけがえのない自分の命を大切にしようとする心情を育てること
をねらいとした。

２年　ぼくのいのち、わ
たしのいのち（光村図
書）
『空色の自転車』



292 県央 小４ 道徳 命の尊さ

　出産の過程について知る。（親が命懸けで自分を産んだことについて知る。また自分自
身も命がけで産道から出てきた。）そこから自分の命はかけがえのないものだということ
に気づき、一人ひとりの命はいじめるためにあるのではないということを学ぶ。
　感想を聞くと、「親が命懸けで産んだから、いま自分の命があるということを初めて
知った」という児童がいた。

すくすく子育て課より、
市立病院の助産師さんを
講師として紹介していた
だきました。

293 県央 小１ 道徳 いのちのふしぎ
　生きていることは当たり前だが、不思議な感じがするという詩を通して、生きているこ
との不思議さ、すばらしさについて考えさせた。話し合う中で、生きていることを喜び、
生命を大切にしようとする気持ちを持たせるようにした。

道徳の教科書「いきてい
るって」

294 県央 小６ 道徳 ここを走れば

　遠方に住む祖父が倒れたという知らせを受け、主人公、父、妹で向かうことになった。
車が高速道路に入ってしばらくすると渋滞していた。路側帯を走れば間に合うかもしれな
いが、ルールを守り、渋滞から抜けるのをまった。結果的に祖父の死に目には合うことが
できなかった。ここでは、路側帯を走るべきか、走らないべきかを考え、自分たちの意見
を伝えあった。

（教材）
道徳「きみがいちばん
ひかるとき」
光村図書

295 県央 小３ 道徳
生きている仲間
大切なものは何
ですか

・育てているトマトを通じて自分の周りの生きている仲間について考えた。
・セミの視点から様々な生き物の大切なものは何かを知ることで、命とは何かについて考
えた。

教科書

296 県央 小４ 道徳 命の大切さ
　大和市立病院の助産師さんをゲストにお招きし、命の大切さについてお話を聞いた。生
まれる前の赤ちゃんの様子や生まれるときの様子を映像とともに見聞きし、一人ひとりが
大切ないのちであることを再確認した。

大和市立病院の
助産師さん

297 県央 小３ 道徳
大切なものは何
ですか

　教材の虫たちがそれぞれのいちばん大切なものについて話し合う場面をもとに、「いち
ばん大切なもの」についてクラスで話し合い「かけがえのない命」「命の大切さ」などに
ついて考えた。人間だけでなく、生きているものの命を大切にすることや、命が１つしか
ないかけがえのないものだからこそ大切にしていこうという思いをもつことにつながっ
た。

298 県央 小２ 道徳
「がんばれア
ヌーラ」

　多摩動物公園で飼育されていた象のアヌーラが病気になり立っていることができなく
なってしまった。それを見ていた象のガチャコとタカコがアヌーラの両側に立って、ア
ヌーラの体を支えていた。その様子から、命を大切に思う心について話しあった。また、
自分自身を振り返り、命を大切に思ったことは、どのようなときだったのかを考えた。



299 県央 小５ 道徳
かけがえのない
命

　「命の詩」の学習を通して、みやこしゆきなさん(11歳）が書いた「命」という詩に出
会い、命とはどんなものなのか考えた。児童と同じ年齢のゆきなさんが重い病気にかか
り、この詩を書いた４ヶ月後に亡くなったことを知り、生きたくても生きられない人がい
る中で自殺やいじめが起こっているこの世の中について深く考えるきっかけになった。電
池のように交換できない命を大切にするために、どういう生き方をしていきたいのかをよ
く考えることができた。

『５年道徳　きみがい
ちばんひかるとき』光
村図書

300 県央 小５ 道徳
かけがえのない
命

　教材をもとに、登場人物の気持ちや精一杯生きるとはどういうことかについて、自分た
ちの考えを伝えあいながら、「生きること」について考えを深めた。
　授業後の振り返りでは、「限りある命を大切にしたい。」「死にたいと思うような状況
にならないように、自分も友達も大切にしたい」という意見が見られた。

「命の詩－電池が切れ
るまで」
（光村図書）

301 県央 小１ 道徳
自然愛護「あさ
がお」

　導入では、動植物の世話をした経験を振り返りながら、動植物との関わり方に意識を向
けられるようにした。そこでは、生活科であさがおを栽培した経験や、家でトマトなどの
野菜を育てた経験を発表する児童が多く見られた。「植物や動物はどんな気持ちで世話を
するとよいか」という問いに対しては、「家族のように大切にしたい。」「『大きくなあ
れ』と思いながら水やりをしたい。」など、動植物に対して優しく接したいと語る児童が
多く見られた。振り返りの場面では、実際に自分が植物を育てているときの気持ちとも重
ね合わせながら、植物に対してだけでなく、自然界の動物に対しても優しい気持ちをもち
たいという意欲をもつことができていた。

小学校道徳科指導DVD(光
村教育図書)
「あさがお①」(導入)お
よび「あさがお②」(終
末)には、児童にとって
身近な動植物が映像で紹
介されており、活用する
ことができる。

302 県央 小１ 道徳 生命の尊さ

　教材を通して、生まれたての赤ちゃんの小ささやぬくもりに触れる。そして、自分たち
にもそのような時があったことを振り返り、自分の小さかった時のエピソードをみんなで
共有した。生命の不思議や成長の様子を通して、今の自分の生命の大切さ、これからも成
長していくことへの楽しみな気持ちを感じさせた。

光村図書「ちいさな
ふとん」

303 県央 小３ 道徳 生命の尊さ

　虫たちがそれぞれの一番大切だと思うものについて話し合う姿を通して、命を大切にす
るとはどういうことかを考えさせた。モンシロチョウの母が言った「命」について考える
ことで、命はかけがえのないものであり、なくしてしまったらもう戻ってはこないことを
改めて考えることができた。最後に「あなたは命を大切にするために何ができるでしょう
か」の発問では、自分の命はもちろん、友達の命も一つしかないから、友達を大事にした
いことや、給食でも命をいただいていることから、給食でも残さずに食べたいなど、命の
大切さについて考えることができた。

光村図書
「大切なものはなんで
すか」

304 県央 小２ 道徳
生命の尊さ
「生まれるとい
うこと」

　いのちは大切だということはなんとなくわかっているがなぜ大切なのかや、いのちのつ
ながりを意識はできていなかった。授業では、まど・みちおの「ぞうさん」を読んでいき
ながら、いのちはつながっているとはどういうことかを考えた。いのちは自分一人だけの
ものではなく、様々なものに支えられているということ。いのちはつながっているという
ことに気づくことができた。

道徳教科書・ワーク
シート



305 県央 小４ 道徳
ミニトマトを育
てよう

　地域の方が育ててくださった苗を一人一ついただき、「命をいただいた」ということを
伝えた。自分で育てる意識を強めるために、苗に名前をつけさせ、定期的に観察日記をつ
けさせた。苗が徐々に育ってきた喜びを感じながらも、毎日欠かさず水やりをしてもうま
く育たずに実が割れてしまうなど、命を育てる大変さも実感した。赤い実がつき、家に持
ち帰って食べた児童の多くは、「自分で育てたからおいしく感じた。」と言っていた。さ
らに、もっと育ってほしい、もっとたくさん実をつけてほしいと思う児童が多く、命を大
切に一生懸命に育てる姿がみられた。

地域の方からミニトマ
トの苗をいただいた。

306 県央 小６ 道徳 「命の旅」

　生き物の食物連鎖によって、私たち人間や他の生き物が命をつなぐことができていると
学習した。その中でも、すべての始まりである植物や、植物が必要としている二酸化炭素
や水など、我々が環境を意識していくことによって、保たれている命があると学んだ。子
どもたちは、話し合いによって、この世に生まれている動植物を栄養として取り入れてい
るのも自分たち人間であり、その環境を整えていくのも人間だと結論づけ、今後自分たち
が命をつなぐ行動をしていくことが、命の旅を終わらせないことだと発言していた。

307 県央 小１ 道徳 生命の尊さ

　道徳の授業で「ちいさなふとん」という話を扱った。導入では、実際の新生児が使うベ
ビー服や靴下を見せ、自分も赤ちゃんの時があったことや覚えていることを発表させた。
そして、登場人物が弟が産まれ、自分が大きくなっていくことを実感していく気持ちを考
えた。「大きくなることは嬉しいという気持ちを学んだ。」「大切にしてもらってること
が分かった。」など、自分の命を大切にすることの記述があった。

実物を見ることで赤
ちゃんが小さいことを
確認できた。
道徳教科書「ちいさな
ふとん」

308 県央 小複合 道徳 生命の尊さ

　私たちが日ごろ口にしているものは、元をたどれば動物や植物の生命であり、それを多
くの人の手を経ておいしくいただいている。児童は学校園で芋掘りをし、それを大学芋と
して給食で提供していただいた。その経験を通して、食べ物に携わる人の苦労に思いを馳
せ、「いただきます」「ごちそうさま」の意味について考えさせた。児童からは、「これ
からは毎食、いただきます、ごちそうさまをしっかり言いたい」や「感謝の気持ちを伝え
たい」などといった意見を聞くことができた。

特別支援学級のため、
３年、４年、５年の複
合学年で指導をした。

309 県央 小１ 道徳

いのちのすばらし
さ
「みんな みんな
いきている」

　「あんぱんまん」の絵本の作者であるやなせたかしが作詞した歌「てのひらをたいよう
に」を題材に、自分が生きて成長していることの喜びを実感し、かけがえのないいのちを
大切にしようとする気持ちについて考えた。友達や周りの人々と関わる生活の中に、自分
のいのちの輝きがあることを知り、友達と話し合う中で自分の考えを深めた。その中で、
児童は前向きな気持ちを持ちながら、生き生きと元気に生活し、自分のいのちをきらきら
と輝かせていこうとする意識を高めていた。

絵本「あんぱんまん」

310 県央 小５ 道徳 一枚の写真から

　一枚の写真から感じられる生命の尊さについて学習した。生命はかけがえのないもので
あることを自覚するとともに、かけがえのないのは自分の命だけではなく、周りの人たち
全ての命が大切なのだと実感することができた。命の大切さを深く感じられたからこそ自
他の生命を尊重して生きていこうという意欲につながった。



311 県央 小３ 道徳
いのちのつながり
「いのちのまつ
り」

　受け継がれ、受け渡していくという生命のつながりがわかり、生命を大切にして生きて
いこうとすることをねらいにして授業を行った。「命とは何か」を導入に考え自分の命
が、誰からつながっているかを教材や図をもとに学びを深めた。教材では、主人公がご先
祖様とのつながりを意識し「ありがとう」と伝える。その時の気持ちを児童は自分に重ね
て考えていた。最後の「いのちのつながりについて」では、命はこんなにたくさんつな
がっていること・一人でもいなかったら私は生まれてこなかったこと・父母に感謝・ずっ
と命をつなげたい・命を大切にしたいなど、授業のねらいに近い感想が多く見られた。

小学　どうとく
ゆたかな心３年
（光文書院）

312 県央 小１ 道徳

たすけずにはいら
れないこころ
「わきだしたみ
ず」

　命を助けようと努力する人の生き方によさを感じ、自分も自他の命を大切にしていこう
とすることをねらいにして授業を行った。「人のために行動できるのはどうしてか」を導
入に考え、命を助けようと努力する人たちを教材や写真をもとに学んだ。教材では、主人
公のかにが、友達の魚たちのために池の水を増やそうと休みなしに掘り続ける。その努力
ができたのはなぜなのか、どうして命を守りたいのかなど、自分事として考える発問にか
えるようにした。授業の感想では、命は一つしかないから大切にしたい・誰かが困ってい
たら助けたいなどが多く見られた。

しょうがく　どうとく
ゆたかなこころ１年
（光文書院）

313 県央 小４ 道徳
せいいっぱい生
きる

　「せいいっぱい生きる」を読んで、生命の尊さと「せいいっぱい生きる」ということに
ついて考えさせた。児童は生命は大事なものであることや、生命は無くしたら替えること
ができない、替わりのない唯一のものであることに気づけていた。これからも、せいいっ
ぱい生きていきたいという思いを持つ児童が多くいた。

・教科書
（小学どうとく）

314 県央 小２ 道徳
主題名
「おとうとのた
んじょう」

　ちえさんの「わたしもいままでおとうさんとおかあさんにだいじにそだてられてきたん
だな。」という言葉に注目して、自分が生まれたときの様子や赤ちゃんのときのことを考
えた。赤ちゃんの何気ないしぐさや動きが生きているサインであり、どんなささいな成長
もお家の方々にとっては大きな喜びであることを皆で話し合った。そしてそれは今でも同
じであることを確認した。振り返りでは育ててくれたことへの感謝の気持ちや自分の成長
が皆の幸せであることを喜ぶ発表が多くあった。

光文書院
「小学　どうとく　ゆ
たかなこころ」

315 県央 小３ 道徳 生命の尊さ
　「いのちのまつり」という題材を通して、自分だけではなく、親や親戚など様々な人に
命が受け継がれているということを知り、つながっていく命の尊さについて考えた。また
自分の考えを話し合った。

小学どうとく
ゆたかな心
（光文書院）

316 県央 小３ 道徳
Pepperと考える
「思いやりの心
と親切」

　多様な人とのかかわりの中で、お互いに尊重し、支えあうことの大切さを学ぶために、
まずはPepperと交流しながら、Pepperの得意なことを知った後で、どんな困りごとがある
のか、どんな助けができるかなどを考えた。そこから、街中で困っている人がいたら、ど
うするか話し合い、相手の思いやりが社会の中で具現化した例やバリアフリーについて学
んだ。様々な考えを交流する中で、新たな発見や思いをもつことができた。

Pepperの操作補助のた
め、ソフトバンクの担当
の方が来てくださった。
県教育員会からいただい
た指導案をもとに担任が
授業を行った。



317 県央 小複合 道徳

主題名／かたよら
ない心
「森川君のうわ
さ」
【主】C　公正、
公平、社会正義
【関連】B　親
切、思いやり

　６年生の道徳の授業で読み物教材を使って、いじめについて考えた。自分にとっては楽
しいことでも他人を傷つけてしまっていることがあるかもしれないということ、最悪は人
のいのちを奪ってしまうことがあるということを考え、みんなが幸せに生きるために自分
たちにできることを話し合った。いじめはどのクラスでも起きうることを理解し、周りの
人を大切にしていきたいという意欲の高まりが見られた。また、いじめ防止・人権週間に
はこの授業で行ったことをもとにいのちや人権について話し合ったり考えたりしたことを
児童が全校放送をして、全校の児童がいのちや人権を大切にする意識をもてるようにし
た。この全校放送は、特別活動担当、道徳担当、児童指導担当、人権担当、国際担当など
の教師が６年生と交互に放送し、児童のいのちや人権を大切にする意識をより高めた。

教材：光文　6年
学年：6年、教師

318 県央 小４ 道徳
せいいっぱい生
きる

　わたしたちのどうとく４年「せいいっぱい生きる」を読み，生命の尊さと「せいいっぱ
い生きる」ことの意味について考えた。かけがえのない生命をもって，今生きていること
のありがたさを知り，自他の幸せに向かって，自らの生命を輝かせてせいいっぱい生きよ
うとする気持ちを育む授業をした。

わたしたちのどうとく
４年「せいいっぱい生
きる」（光文書院）

319 県央 小２ 道徳
おとうとのたん
じょう

　わたしたちのどうとく２年「おとうとのたんじょう」を読み，生きる力と命の大切さに
ついて考えた。自分の名前には家族の願いが込められていることや，自分の命が大切にさ
れていることを知り，自分の命を大切にして元気に生活していこうという気持ちを育む授
業をした。

わたしたちのどうとく
２年「おとうとのたん
じょう」（光文書院）

320 県央 小５ 道徳 大切な命を守る
　山岳警備隊の仕事をしている横山隆さんの話を通して、命をかけて命を守ることはどう
いうことなのか、自分の命は様々な人によって支えられているということなどについて考
えた。

小学道徳
ゆたかな心
５年

321 県央 小１ 道徳

たいせつないの
ち「おたんじょ
うびれっしゃ」D
生命の尊さ

　自分は、多くの人に支えられながら、自分の生命力によって生きてきたことがわかり、
そのすばらしさに心を動かし、生命を大切に生活していこうとすることをねらいとした。
初めに「命の大切さ」について考えを出させた後、「おたんじょうびれっしゃ」を読み、
考えを広めたり深めたり、自己を振り返る活動を行った。児童の多くは、命の大切さにつ
いて「かわいそうだから。」や「お母さんが悲しむから。」等と考えていたが、授業が進
むにつれて、「生きているから喜びもある。」や「多くの人から誕生をお祝いされてい
る。」等多面的・多角的に考えたり、「自分も多くの人に誕生をお祝いされていて、自分
の命を大切にしたいと思った。」等と自分自身のかかわりの中で考えを深めたりする児童
の姿が見られた。

光文書院
ゆたかなこころ



322 県央 小複合 道徳

『ある日の下駄箱
でのできごと』
～いじめについて
考える～

　『ある日の下駄箱でのできごと』の教材を通し、いじめの４層構造について学習した。
事例について話していくと、「正直自分は傍観者になってしまう」と答える児童が多くみ
られた。しかし授業を進めていくにしたがって、間接的な行動（友だちに頼る、先生に伝
える、早めに気づく、そばで支える）などができるようにしたいと考える児童が多くなっ
た。また、児童の振り返りからは、“傍観者”という立場を初めて理解したことや、いじ
められる側の気持ちになることの大切さを感じていることが読み取れた。

かながわ『いのちの授
業』指導資料～いじめに
ついて考える～
（全クラスで実施）

323 県央 小３ 道徳 いのちのまつり

　主人公の言葉、「いのちをありがとう」を手掛かりに、繋がる命について考えた。自分
の命は、自分だけのものではなく、先祖代々繋がってきた事実を知り子どもたちは感銘を
受けていた。同時に、自分たちの命は、子や孫へ引き継がれることにも気づき、繋がる命
から繋げる命まで考えを深めた。

教科書 ゆたかな心
（光文書院）
絵本

324 県央 小１ 道徳 生命の尊さ

　本時では、みんなのいのちを大切にしていこうとする思い「生きていることが楽しいと
思うときは、どんなときですか。」を中心発問とした。「手のひらを太陽に」の歌詞か
ら、楽しいときや悲しいときなどの感情場面を想起させて、「生きているからできるこ
と」を考えさせた。終末に自分のいのちが輝くように応援してくれる人を探して発表し
て、自分の成長の喜びを実感させた。

ゆたかな心：あたらしい
どうとく光文書院）より
教材名
「みんなみんないきてい
る」

325 県央 小３ 道徳 いただきます

　本時では、初めに「いただきます」というあいさつの意味を考えさせた。自分の生命と
他の生命との関わりを話し合うことで、自分たちが他者によって生かされていることに気
づかせるような発問をした。また、「生きるために食べることが、他者の命をもらうこと
なのか」と問い返し、命の重さについて考えさせた。命の繋がりに感謝することが、これ
からの児童の生活、道徳的意識づけにつながると考えた。

ゆたかな心：あたらし
いどうとく３年（光文
書院）より
教材名
「いただきます」

326 県央 小４ 道徳
せいいっぱい生
きる

　本指導内容は、白血病とのたたかいの末、11 歳という若さでこの世を去ってしまった
宮越由貴奈さんが、小学４年生の時に院内学級の授業で感じたことを書いた詩と、由貴奈
さんと同じ院内学級で一緒に過ごした盛田大介さんのエピソードである。 「命」という
詩では、「私は命が疲れたと言うまでせいいっぱい生きよう」という死の不安に負けない
強い決意が述べられている。また，盛田さんのエピソードからは、病気をした経験と由貴
奈さんとの出会いによって、自分のためにも人のためにも精一杯生きようとする強い気持
ちを持ち、その後の生き方につながっていったことを知ることができる。由貴奈さんが残
してくれた詩から、死は悲しみだけを残すとは限らず、よりよく生きていく力を与えてく
れるものであることを感じることができた。

せいいっぱい生きる
「ゆたかな心」　光文
書院　4年

327 県央 小５ 道徳 大切な命を守る

  本教材は、身体の限界を超えても、女子学生の命を助けようとする山岳警備隊の横山さ
んの姿を追う物語である。横山さんの遭難者を何とか助けたいという思いと必死に努力を
する姿から、命のかけがえのなさに焦点をあてる。児童は、周りには自分の命を守る人た
ちがおり、今ここに生きているのは周囲の支えがあるからだと気づくことができた。

「命をかけて命を守る
―山岳警備隊―　」
【「ゆたかな心」
光文書院５年】



328 県央 小２ 道徳

テーマ：生命の尊
さ
単元名「わたしの
ものがたり」

　本クラスの実態として、自己中心的に物事をとらえ、相手の気持ちまで考える力がなか
なか育ってない様子が見られた。そのような実態から今回の授業に取り組んだ。
　今回の授業を通して、命のかけがえのなさや、自分は家族や周りの人たちに支えられて
成長してきたことに気付いたり、自分も友達もかけがえのない存在であり、自他の命を大
切にしようと考えたりすることができた。

光文書院「どうとく２
年」

329 県央 小２ 道徳 生命の尊さ
　「おとうとのたんじょう」を読み、自分の命は家族の願いを受けて生まれてきたこと
や、自分には生きる力があることについて友達と意見を交流しながら考えた。最後に、命
が大切なわけについて自分の考えをまとめ発表した。

「おとうとのたんじょ
う」
２年・ゆたかなこころ
光文書院

330 県央 小５ 道徳
生命の尊さ
（動物愛護）

　「名もなきペットたち」という映像から殺処分されている命があることを知り、逆に
「ずーっとずっとだいすきだよ」の朗読を聞き、最後まで愛される命があることに気づか
せた。また、教師の説話も扱い、命の大切さを考えた。

「名もなきペットたち」
「ずーっとずっとだいす
きだよ」
担任により撮影された動
画

331 県央 小４ 道徳
生命の尊さ
「せいいっぱい
生きる」

　重い病気と闘い、亡くなった４年生の女の子が書いた生きることについての詩をもと
に、「せいいっぱい生きる」とはどういうことかを考え、意見を交流したり、プリントに
書いたりして、改めて命の大切さを学んだ。また、生きる上での自分の「せいいっぱい」
について目標を立て、生きていく上でこれから頑張りたいことや、あきらめずに何事にも
取り組もうとする気持ちを書いたり、発表したりする児童がたくさんいた。

小学どうとく
ゆたかな心
光文書院

332 県央 小１ 道徳

たいせつないの
ち
「おたんじょう
びれっしゃ」

　お誕生日になぜ、「おめでとう」と言うのかという問いから始め、これまで風邪をひい
た時や怪我をしたときに誰がどのように助けてくれたかを思い出し、考えさせた。たくさ
んの人の支えがあって大きくなってきたことを再確認したあと、保護者に頼んでおいた手
紙を一人一人に配付した。自分がどれだけ家族から大事に思われているか手紙を読んで実
感し、これからどんなことを頑張って自分の命を輝かせていくかを考えた。保護者からの
手紙に感動して涙を流す児童も見られた。

しょうがくどうとく
ゆたかなこころ
光文書院

333 県央 小３ 道徳
命について考え
る

　命は人間の体のどこにあるのか話し合ったり、教師の話をきいて感じたことを話し合っ
たりしながら、いのちについてしっかりと考えることができた。

334 県央 小４ 道徳
立場の違いを理
解する

　立場の逆転に伴い、相手を思いやる気持ちを育む。教材を途中で切ることによって、続
きについて話し合うなど、さらに興味を持った。

「猿の惑星」



335 県央 小複合 道徳
体験を通じて学
ぶ命の授業

　パラリンピック東京大会では、パラスポーツに取り組む選手の活躍が多くの人々に生き
る勇気を与えたところである。本授業ではパラスポーツ選手との交流や実際の競技体験を
通じて“生きる勇気”やどのような環境でも“輝かすことのできる生き方”を考える道徳
をめざした。
　授業の中で、講師は終始、自ら競技用車いすを軽快に操作し、児童をサポートしてくだ
さり、健常者が障がい者をサポートをするという視点ではなく、誰もが助けが必要な人を
サポートできるという事を子どもたちに気づかせてくれる体験となった。

講師
車椅子バスケットチー
ム相模フォース所属
５・６年生が対象

336 県央 小５ 道徳
命をかけて命を

守る

　自分にとっての命と、人々の命を守る立場である山岳警備隊の目線での命について考え
た。違った目線で考えることで、命に対する漠然とした考えからこれからの自分の生き方
を考える時間となった。

小学道徳
光文書院

337 県央 小４ 道徳 生命の尊さ

　宮越由貴奈さんが書いた命についての詩や、それに影響を受けた小児科医・森田大介さ
んの生き方を読み、「精一杯生きる」とはどういうことかを考えた。自分の生活を振り返
り、自分の命を精一杯生きるとはどういうことなのかを話し合った。話合いを通し、最後
の振り返りでは「精一杯生きるとは、最初は一生懸命やることだと思っていたけど、だれ
かのために自分の力を使うことも精一杯生きることだと思った。」などという感想をもつ
児童もいた。

338 県央 小６ 道徳 大切な命を守る
　「命をかけて命を守る―山岳警備隊―」の教材で、警察の一つである「山岳警備隊」の
仕事から、わたしたちのいのちの支え合いについて考えさせた。かけがえのない、自他の
命を大切に生きようとする意欲を高めることができた。

教科書「命をかけて命
を守る―山岳警備隊
―」

339 中 小４ 道徳
「いのち」を考
える。

　身体的にも精神的にも他の人を傷つけることはしてはいけない、と思いをもっている児
童は多い。では、どうして他の人を傷つけてはいけないのか。人の命が軽々とうばわれ、
「生きる」ことも自由に選ぶことができなかった第２次世界大戦末期の沖縄戦のことを伝
え、当時の人々と比較して今の自分たちが平和な日本にいるということを理解した。平和
な世の中だからこそ、他の人の「いのち」の大切さも考えていくよう指導した。

「知る沖縄」
(朝日新聞社)

340 中 小３ 道徳
性教育「命の始
まりとたん生」

　①命の始まりはどんな大きさで、どんな形だったの？②おなかの中のひみつ③命の始ま
り、生まれるまで④命が生まれるときの内容で性教育を行った。盛りだくさんの内容で
あったが、紙芝居や写真を使うことで命の大切さを実感できたようだ。子どもたちは、命
の始まりの小ささに驚いたり、家族に感謝の気持ちを持ったりする姿が多く見られた。多
くの人に守られ無事に生まれてきたことが奇跡であることを知り、自分の命、友達の命も
大切にしようとする気持ちが育った。

養護教諭　自作紙芝居



341 中 小２ 道徳
D（１７）生命の
尊さ

　浦上秀樹さんは、難病の遠位型ミオパチーを発症しながら、筆を口にくわえて描く＜こ
ころ文字＞というアート活動をしている。人にとって幸せとはどんなことなのか。＜ここ
ろ文字＞を楽しみながら読み、自分自身の幸せについて各々考える。

道徳授業プラン「しあ
わせのかたち」富士見
小学校作

342 中 小４ 道徳
生命の尊さ
「生き物と機械」
（命の不思議さ）

　生き物と機械の違いについて考えることを通して、命とはどのようなものか考えた。機
械はこわれてしまったら新しいものを作れるが、そのもの自体で直すことはできない。生
き物（人間）は体調不良の際は、自分で治す力をもっている。しかし、一度なくしてし
まった命は取り戻すことができない。「かけがえのない命」をテーマに道徳の授業を行っ
た。命はお父さんとお母さんからもらった大切なもので、たった一つしかなく、かけがえ
のないものである。普段普通に過ごしている日々を大切にすると改めて考える時間となっ
た。

343 中 小４ 道徳

生命の尊さ
「おじいちゃんの
ごくらくごくら
く」（思いでつな
がる命）

　ニュースで人が亡くなる事件を目にした時やおじいちゃんが亡くなった時などに、身近
な人の命について考えたことがあると答えた児童が多くいた。本文でぼくは大好きだった
おじいちゃんの生前の口癖「ごくらくごくらく。」をお風呂で口ずさむことを通して、人
の命の尊さやつながりについて話し合った。僕は「ごくらくごくらく。」と言うことで、
亡くなったおじいちゃんのことを思い出し、幸せな気持ちになった。おじいちゃんと一緒
にお風呂に入っている気分になった。人は亡くなった後も言葉や思い出を介して、心はつ
ながっていることを考えた。

344 中 小５ 道徳 生命の尊さ
　自分と友達、自分の小さい頃と今の自分を比べて同じでちがうことの素晴らしさに気づ
き、それぞれの命を尊重しながら大切にすることのよさについて考え、話し合った。

小学校道徳
光村図書
きみがいちばんひかると
き
「同じでちがう」

345 中 小６ 道徳 生命の尊さ

　自分が生命のつながりの中にいることを自覚し、命はかけがえのないものであることに
ついて考えた。また、個々の生命が互いに作用し合い、つながっているという関係性をさ
まざまな側面から考えた。さらに、多くの生命の中に存在しているかけがえのない命を大
切にしていこうと授業の最後に振り返りを行った。

小学校道徳
光村図書
きみがいちばんひかると
き
「命の旅」

346 中 小４ 道徳
生命の尊さ
「生き物と機械」

　「生き物と機械」を題材に「命」について考えたが、「生きる」ということについて、
深く考えたことのある児童は少なかった。そこで今回は、本物の犬とロボットの犬の違い
を明らかにしてから命について考えていった。ロボットとの違いを明らかにすることで、
子どもたちからは、「かけがえのないもの」「交換できない」などの考えが出た。また、
国語「一つの花」でも命について触れていたため、「一つだけ」や「唯一無二のもの」な
どの考えも聞かれた。終わりある命、今を一生懸命生きてほしいという願いを込めて授業
を終えた。

道徳の教科書
「生き物と機械」



347 中 小１ 道徳
生命の尊さ
「いきているっ
て」

　教科書の題材「いきているって」をもとに、まず「生きているからできること」につい
て考えた。児童は、寝る・遊ぶ・動く・話すなど、日常の何気ない行動を生きているから
できることだと感じていた。次に、自分が「生きているっていいなと思うことや生きてい
るっていいなと思うとき」について考え、みんなで伝え合った。ママに抱きつく・友達と
遊ぶ・自分のやりたいことができる・ほめてもらったとき・お風呂に入ったときなど、家
族や友達とのふれあいや自分の存在を感じたときに、生きていることのよさを認識してい
るようだった。

道徳の教科書
「いきているって」

348 中 小６ 道徳 生命の尊さ

　生き物たちの命は、食べて食べられてつながっているという教材文を読み、命とはどう
いうことかについて考えた。理科の「食物連鎖」と関連させて考える児童が多く「命がつ
まっています。」という一文をもとに、自分の日常生活や他教科と結びつけて深く考えて
いた。全ての命はつながっていると気付くと共に、大切な命をいただくことについて考
え、命の尊さについて考えを深めた。

道徳　教科書　光村
「命の旅」

349 中 小４ 道徳
命の不思議さ
「生き物と機械」

　生き物を飼ったことがある経験を持つ子が多いことを予想し、生き物を飼う良さについ
て全体で話し合った。そこには、自分がお世話をした分だけ寄り添ってくれる楽しさや愛
着があった。そこで、教材文を読み、生き物のペットとロボットのペットの違いについて
考えた。当初は永遠に寄り添ってくれるロボットのペットの方が良いなどの意見が多く出
たが、ペットが死んでしまうからこそ、大事にしたり思い出を共有しようとしたりする気
持ちになるなどの意見も出てきた。
　それぞれの良さや違いについて出し合った後に、生き物の不思議さについて発表し合っ
た。命のはかなさや、脆さについて触れている子や、限りある時間を悲しむ子もいた。最
後に、個人で命について自由記述をさせて学習を終わらせた。生き物の命の話から自分や
家族の命に転換させている子が多かった。

光村図書「道徳④」

350 中 小１ 道徳
生命の尊さ
「生きているって
いいな」

　日々の生活においては、「生きている」ということは当たり前のことであり、特別に意
識する機会は多くない。だからこそ、命の大切さについて関心をもち、時には立ち止まっ
て考えられるようにしたい。
　まず教材文を読んだ後、「生きているからできること」について話し合った。すると、
「息をする」といった生命維持に関することや、「嬉しい」といった感情に関することな
ど、様々な意見が挙がり、その不思議さや素晴らしさについて考えるきっかけとなった。
　授業の最後に「生きているっていいなと思うこと」について話し合った。生きているこ
とは当たり前であると同時に、特別なことであるということに、多くの児童が目を向ける
ことができた。

光村図書「道徳①」



351 中 小１ 道徳
おおきくそだって
「ちいさなふと
ん」

　赤ちゃんの身長・体重と小学１年生の身長・体重を比較し、大きくなったと感じるとき
はどんなときかを話し合った。その上で、成長して大きくなることは、見た目だけではな
く、一人でできることが増えたり、勉強ができるようになったり、人に優しくすることが
できるようになったりすることだと学んだ。「成長」の過程において、子ども達は、一人
で大きくなったわけではなく、周囲の大人や友達がいたおかげで成長できたことを、各自
エピソードを思い起こし実感していた。誰にでも個性があって、それぞれのスピードで成
長していることに気付き、一人に一つしかない命を尊ぶ気持ちが芽生えてきた。

道徳教科書

352 中 小４ 道徳
「生きているし
るし」

　生まれたての妹を、自分とは似ていないと思った主人公。主人公が生まれた時は助かる
かどうかの瀬戸際だったが、周囲の助けもあり、元気に泣くことのできるくらいに成長す
ることができた。赤ちゃんが元気に泣くのは「生きているしるし」という言葉に、生きる
ことの力強さを感じた主人公だった。この学習する前に、「命って何」という質問をする
と、「簡単に捨てられないもの「交換できないもの」「一つしかないもの」などの意見が
出た。子どもなりの考えを持っているんだなと感じ、教師の生まれた時の話をすると、さ
らに興味深そうに聞いていた。学習を進めていく中で、「お母さんは大変な思いをして子
どもを産むんだ。」と、お母さんに寄り添って物事を考えている児童もいた。この学習を
終えての子どもの感想には、「お父さん、お母さんががいなかったら自分はここにいな
い。自分の命が大切なことが今まで以上によく分かった。」「命は世界に一つだけのも
の。一人一人が同じ人間という生き物で同じ仲間だから公平にしないといけない。」と
いったことが書かれており、生命の尊さを感じている様子だった。

（参考資料）
・光村図書
「道徳4　きみがいち
ばんひかるとき」

353 中 小複合 道徳
「災害から身を
守る」

　Chrome Bookを使って大きな画面に映し、地域で起きた河川氾濫のニュースを視聴し
た。１週間前に身近に起きた河川の氾濫を思い起こし、自分たちはどうしたらいいのか考
えた。また浸水の話だけでなく、土砂崩れや地震など様々な災害があることを知り、その
ときの身を守る方法や手段を支援級の発達段階に合わせて子どもたちと話し合った。「助
けてもらうときに自分の家の住所が必要だから、ちゃんと覚えなきゃ」と話す児童もい
た。

洪水ハザードマップ、
内水マップ、土砂災害
マップ

354 中 小５ 道徳
誰もが幸せにな
れる社会

　ハンセン病患者の姿を通して、誰もが幸せになれる社会とはどんなものか、社会的な差
別や偏見と向き合うためにはどんな行動をしたらよいのかを子供たちに考えさせた。みん
なが平等に幸せになるために、偏った見方をせずに、正しい知識をもって接していくこと
が大切であることを確認することができた。

道徳５年（光村図書）

355 中 小４ 道徳
生きているしる
し

　自分が生まれたときのことをを父から聞いた主人公が考えを巡らせる姿を通して、一人
一人の命の大切さについて考え、子供たち自身が、多くの人々に支えられている尊い命あ
ることに気付くことができた。生まれてきただけで、かけがえのない個人であることを実
感できる時間となった。

道徳４年（光村図書）



356 中 小２ 道徳
「がんばれア
ヌーラ」
D 生命の尊さ

　病気のぞうのアヌーラが倒れないように、２頭のぞうが支えたという実話を通して、命
を大切に思う心について考えた。獣医の先生や飼育員のおじさんが夜も寝ないで看病する
姿から、ぞうのような動物の命も、自分たち人間の命と同じでかけがえのないものである
ことに気付くことができた。また、アヌーラといつも一緒にいるガチャコとタカコが、ア
ヌーラに体をよせて倒れないようにする場面では、自分たちと同じように、仲間を思う気
持ちや、命を大切にしようとする気持ちがあることに気付き、より一層命を大切にしよう
とする思いにつなげることができた。さらに、人間だけでなく、動物や虫、植物などたく
さんのかけがえのない命で溢れていることにも気付き、どの命も大切に思う気持ちをもつ
ことができた。

「どうとく ２ きみが
いちばんひかるとき」

357 中 小６ 道徳 生命の尊さ

　北海道・知床の動物たちの生きる姿、新しい命を残すために死んでいく姿、その命を食
べるという人間の営みを通して、「命の旅」の意味について考えさせた。生命は、多くの
生命のつながりの中にあるかけがえのないものであることを知り、様々な生き物や自分の
命を大切にしていこうとする気持ちが育った。

命をつなぐ「命の旅」
光村図書

358 中 小４ 道徳
命の大切さを感
じよう

　児童に「命」について改めて考えてもらうため、同年代の小３男児が交通事故により
「脳死」になってしまったビデオを見てもらった。ビデオを見る前に人の命というのは突
然奪われてしまうことがあること、みんなの家族が明日突然いなくなってしまうとすると
どんな気持ちになり、何を考えるのかという見る視点を与えた。「脳死」というものがあ
るということを初めて知った児童もいる中でそれぞれがビデオを通して感じたことを作文
に書いてもらった。

NHKスペシャル
家族が最期を決めると
き
～脳死移植　命をめぐ
る日々～

359 中 小６ 道徳 生命の尊重

　「命」という詩を通して「命とはどんなものか」を考える。
　自分の命がかけがえのないものであることに気づかせたり、「精一杯生きる」とはどう
いう生き方をすることだと思うかを考えさせたりする。
　自分の命を大切にすることを学ぶことで、他者の命も大切にすることに気づかせる。

360 中 小４ 道徳
「生き物と機械」
命とはどういうも
の

　道徳の教科書の教材である『生き物と機械』では、生き物と機械とを比較することに
よって，それぞれの生き物の有限性や唯一性を明らかにしていくような内容となってい
る。このことが,今を生きる４年生の子どもたち一人一人にどのようにかかわるのか考え
深めさせ，お互いの生命を尊ぶことへの学びにつながっていくのではないかと考え授業を
行った。
　子どもたちの中からは、「命は１つしかないし、２度と蘇らないけれども、親戚・親…
というように続いていくものだ。」といった感想も出た。子どもたちなりの言葉で、命と
はどのようなものかについて考える様子が見られた。

道徳教科書
『生き物と機械』



361 中 小４ 道徳
あらゆる暴力か
ら自分自身を守
るために

CAP(子どもへの暴力防止)プログラム     Child Assault prevention
　子どもがあらゆる暴力(いじめ・誘拐・性暴力など)から自分自身を守る力持っているこ
とに気づき、その力を発揮できるようにするためのサポートプログラム。
　児童が大人に相談するロールプレイを行い、教員も児童から相談を受けた時の対応の仕
方をロールプレイで体験した。講義が終わったあとには、別室でCAPスタッフが待機し、
相談したいことがある児童は話を聞いてもらった。

講師：認定NPO法人エ
ンパワメントかながわ

362 中 小６ 道徳 「命の旅」

　北海道・知床の動物たちの姿、新しい命のために自らの命が終わる姿、またその命を食
べている私たち人間の営みについて書かれている題材だった。生命のつながりについての
理解を深め、その価値について改めて考えることができた。また、理科の学習とも関連づ
けさせ、食物連鎖の頂点にいる私たち人間が、その命を食べることで生きている事実と向
き合った。「いただきます」「ごちそうさまでした」に、どのような思いをこめればいい
のか、再考する機会となった。

光村図書「命の旅」
啓林館「わくわく理
科」

363 中 小２ 道徳
「みんな
　　なかよく」

　仲のよい友達だけを傘に入れようとしたふみおくんの姿を通して、「みんなとなかよく
するためにはどうしたらいいか考えよう。」と課題を提起し、誰に対しても同じように何
かをする気持ちをもつことはどうして大切なのか、好き嫌いにとらわれないで、人に接し
ようとする実践意欲と態度を育てる。そして、自分の好き嫌いにとらわれてしまったり、
偏ったものの見方や考え方をしてしまったりせずに、公正・公平に接することのよさを実
感させる。ワークシートに自分の考えを記入することで、何がいけなかったのか気づくこ
とができた。

教材名（出典）
「雨ふり」
（光村図書）

364 中 小６ 道徳 つながる命

　筆者の考えである「命はあなただけのものではない」という言葉を聞いて、自分なりの
考えをもつようにした。本文を読み、三十八億年の命がつながれて今の自分たちがあると
いうことを理解させた上で、７月の道徳の授業で取り上げた「命の旅」の教材を想起させ
た。日頃自分たちが食べているものや、動物が動物を食べていることは命が命をつないで
いるということを改めておさえることで多面的・多角的に考えを広げられるようにした。
受け継がれていきた『命』について再度、「自分だけの命ではない」ことはどういうこと
なのか、この先どんなことを意識して生活していくべきなのかをワークシートを用いて考
えられるようにした。

道徳教科書（光村図書）
「三十八億年の命」
「命の旅」

365 中 小４ 道徳 命の不思議さ

　本物の犬とロボットの犬を比較し、共通するものと違うものを考えていく中で「命ある
もの」について考えさせた。思考ツールを使って視覚的に違いを明確化することで、「命
あるからこそ」の強さや脆さを考えられるようにした。その上で当たり前に思っている
「命」が永遠ではないことや、「命」のすごさに気付けるようにした。最後に「命」につ
いて考えたことを自分なりに書き、自己の考えを深めさせた。

道徳教科書（光村図書）
「生き物と機械」



366 中 小６ 道徳 生命の尊さ

　私たち人間は、動植物の生き物を食べることで、生きている。現在は、漁業、畜産業、
農業等に従事する人々も減少していることから、消費者はスーパーマーケットなどで購入
した食物を食べることが多く、生産や加工の現場を実際に目にする機会はあまりない。そ
のため、生き物の命をいただいて生きているということを実感することもほとんどないま
まに生活している。この単元では日常生活のなかで、自分たちにできることを考えて話し
合った。話し合いが進むなかで、私たち人間の命を支えている動物たちが、必死に生きて
いる姿を見ることで、自然愛護や命がかけがえのないものであると考える児童もいた。

光村図書
教科書１２「命の旅」

367 中 小２ 道徳
やくそくをまも
ろう

　毎年、鹿の仲間は秋に実る木の実を楽しみにしている。食料が少なくなるに冬に備え
て、おいしい木の実をたくさん食べることができるように、親鹿は、子どもたちに色づく
までは、食べないように約束をしている。鹿の子どもたちは、約束を守らず、色づかない
うちに友だちと食べてしまった。その年の木の実をみんな食べることができなかった。児
童は、約束はなぜ守らなければいけないのか、いけないことはいけないと伝えなければい
けないということを学習した。

みんなのどうとく
「オレンジ色
　　の木のみ｝

368 中 小３ 道徳
自己肯定感の育
成

第１回　楽しい・うれしい気持ちをあつめよう【11月25日実施】
【目標：正（楽しい　嬉しいなど）の出来事を想起し、正感情を高めることができる。】
第２回　友達の良いところをみつけよう【12月6日実施】
【目標：他者の長所を探し、その自律的効力性とともに受け入れ、体験的に取り入れることがで
きる。自分が気づいた他者の自律的効力性について、実際に相手に伝えることができる。】
第３回　自分のよいところをみつけよう【12月13日実施】
【目標：自己の長所を探し、その自律的効力性とともに受け入れ、体験的に受け入れることがで
きる。】
第４回　できるようになりたいことを考えよう【12月17日実施】
【目標：自己の心理的欲求を満たすことの重要性を受け入れ、体験的に取り入れることができ
る。自己と同様に、他者の心理的欲求を満たすことの重要性を受け入れ、体験的に取り入れるこ
とができる。自己の心理的欲求を抽出することができる。抽出した自己の心理的欲求を満たすこ
との是非を考えることができる。】
「みんなの良いところが発見できてうれしかった。」「友だちがいいところを書いてくれてうれ
しかった。」「もっと友だちのよいところを伝え合いができたらいいなと思った。」「自分のい
いところをみつけると、気分がよくなる。」「自信がわいてきた」。「自分を大切にすることは
いいこと。」「人の言葉は、みんなをはげましたり、笑顔にさせたり、喜んでくれる力があるの
で、みんなが笑顔になったり嬉しくなったりする言葉を言っていきたい。」など、自分や友達に
対して肯定的な感想が多くあったことが、今回の授業の成果であると考える。

第２学年合同授業実施

教材：鳴門教育大学
予防教育科学センター
本当の自己肯定感の育成
より



369 中 小２ 道徳 生命の尊さ

主題名「生きていること」
　生きることの素晴らしさに気付くことを通して、かけがえのない生命を大切にしようと
する心情を育てることをねらいとし、主人公「ぼく」の気持ちに共感させ、自分自身に置
き換えながら想像できるよう指導した。
　「ぼく」が生後３か月のいとこを抱っこしながら考える場面では、児童にも乳児の模型
を実際に抱かせることで、自然と大事に扱い、泣き声や差し出した指を握るような小さな
体に宿る力を想像させると共に、優しい気持ちや笑顔になることを感じさせた。また、お
母さんから自分の生まれた時のことを聞いたことが描かれる場面では、目の前にいる赤
ちゃんを通して、自身が喜ばれて生まれ、大切にされてきたことを、本文のお母さんの言
葉から考えさせた。
　さらに、インターネットから引用して胎児の心音や、聴診器を使って自分の心音を聴く
ことで、今生きていることを改めて考え、命を大切にできているかを問うた。生活科での
自分の成長を振り返る学習と合わせ、児童からは、成長を感じる時、したいことができて
いる時、友達がたくさんいることが分かった時、家族と笑い合える時等々、「ふとした瞬
間を改めて考えた時に『生きていてよかった』と思える。」という声が多数挙がった。ま
た、兄弟や友達もまた、生まれてくれていてうれしいという声もあり、いのちの誕生に感
謝し、大切にするということについて深めることができた。

学研「みんなのどうと
く」
２年「だっこしながら」
生活科「あしたへジャン
プ」

370 中 小３ 道徳 生命の尊さ

　道徳の授業でせい｢いっぱいいきる｣というテーマで学習した。
　余命わずかであった少女の死後も両親の心の中で永遠に生き続けるといった内容の物語
を読み、意見を共有しあった。授業の感想には身近な人の死と絡めながら意見を述べた児
童もいた。
　生命の尊さやいのちには限りがあることについて考えるきっかけになった。

371 中 小４ 道徳
「わたしのいの
ち」

【生命の尊さ】の内容項目として、「わたしのいのち」という授業内容を扱った。教科書
の内容をもとに、自分の命は様々な人に支えられているということだけでなく、母、父、
祖母、祖父と代々受け継がれているため、自分だけのものではないから大切にしなければ
ならないと考えを深めた。

学研
新・みんなの道徳

372 中 小３ 道徳
「ひきがえると
ろば」

　主人公たちがひきがえるに小石を投げつけていたところに通りかかったろばが、疲れて
いるにもかかわらずひきがえるを避けて通り過ぎていく様子を見た主人公たちの気持ちに
ついて考える授業を行った。授業の導入で、子どもたちが考える命について考えを聞い
た。「命は大切」「一つしかない」などそれぞれ今までの経験に基づく考えを発表した。
子どもたちは、主人公たちが生き物の命を軽く見ていることに怒りを感じている様子だっ
た。そこで、主人公たちとろばの行動の違いについて考え、命の重さについて話し合っ
た。話し合いが進むと、「生き物の命だからといって、粗末にするのはよくない、これか
ら大切にしよう」という思いがクラスに広がった。



373 中 小１ 道徳
「みんな　あか
ちゃんだったよ」

　生命あるすべてのものを、かけがえのないものとして尊重し、大切にすることに関する
学習である。児童が入学して３ヶ月の間にどのようなことがあったのか、心の中で思い出
した。教科書にある、実物大の赤ちゃんの写真を見て、大きな心の動き（驚きや感動）を
通して命について考えた。写真を見て、乳児期のおぼろげな記憶をたどったり、今の自分
の体の大きさや容姿の変化を見つめ直すきっかけにもなった。自分が小さかった頃のこと
を思い出し、驚いたことを言葉にして伝えあったり、自分ができるようになったことの数
の多さに気づいたりした。また、「命ってすごいな」と思ったことを伝え合うことで、自
分の成長に喜びを感じ、大切にしていこうとする心情が育った。

374 中 小５ 道徳
いのちや自然と
わたし

『母とながめた一番星』
　６月に「電池が切れるまで」を学習し、精一杯生きることの大切さを児童が感じてい
た。「母とながめた一番星」では、自分が生まれて成長していく過程でたくさんの人にふ
れあいお世話になってきたことを改めて実感している児童が多かった。これまでのことを
振り返る中で、感謝の気持ちとこれからの生活について前向きに取り組もうとする姿勢が
感じられた。

375 中 小複合 道徳

生命の尊さ
生きることのすば
らしさを知り、生
命を大切にするこ
と

　生きることのすばらしさを知り、生命を大切にしようとする心情を育てる。「いんせき
たまごのひみつ」を視聴して話し合わせた。命があるものだと気が付いたときの気持ち
を、ピッコラになりきって考えさせた。命の誕生に立ち会ったときの気持ちを、ピッコラ
になりきって考えさせた。経験だけでなく、そのときの自分の気持ちも振り返らせた。

１～６年
NHK for school
「いんせきたまごのひ
みつ」

376 中 小２ 道徳 生命の尊さ

　出産を控えた動物園のキリン「みなみ」が、動物園に落ちているごみを食べ続け、命を
落としてしまうお話を通して、身近な生き物の気持ちや立場に立って優しく接しようとす
る態度を養うことをねらいとした。
　みなみの身に起きた出来事に対して、大事な命が失われた悲しいという意見と、人間が
ごみを持ち帰ることが必要という意見が見られた。本時の学習を通して、生き物との接し
方を振り返り、生き物の気持ちになって優しく接する大切さに気づくことができた。

新・みんなのどうとく②
「ごめんね、みなみ」

377 中 小４ 道徳 生命の尊さ

　教科書に掲示されている「人生を表す道」や詩を活用し、自分は多くの人の支えによっ
て生きていることに気づくことで、生命の尊さを知り、一生懸命生きようとする心情を育
てることをねらいとした。
　「人生を表す道」に描かれている数字に印をつけることで、自分とおじいさんの残りの
人生の長さを比べることで、一日一日を大切に生きることの大切さを実感することができ
た。苦手なことや頑張りたいことに一生懸命頑張ろうと振り返る姿が多く見られた。

新・みんなの道徳④
「わたしのいのち」



378 中 小３ 道徳 生命の尊さ

　学習のはじめに、命という言葉から連想することを話し合った。また、児童がこれまで
に出会った生き物についても触れた。教材文を読んだ後、登場人物の男の子とろばのかえ
るに対する行動を比較して、かえるを救ったろばの姿から、児童は相手を思いやる温かさ
に気づいた。そして、最後に命について再度話し合った。命に大小はないことやどんな命
も大切な命に変わりないことなど、自分や周りの人、生き物などの命一つ一つを大切にし
ようと改めて考える児童の姿が見られた。

みんなの道徳・３年
「ひきがえるとろば」

379 中 小１ 道徳
「いのちのすば
らしさ」

　教材名「まりちゃんのあさがお」出典：小学校道徳　読み物資料（文部科学省）本時の
ねらい：まりちゃんの気持ちを考え、自分の経験をもとに命を育てる心情を高める。
授業内容：①あさがおの鉢を見て、育てていたときの気持ちを簡単に想起する。②教材
「まりちゃんとあさがお」を読んで、話し合う。③おばあちゃんがなぜ「だいじょうぶ。
心配ないよ。」と言っているのか考える。④命はつながりについて考える。⑤自分が大切
にしたい命を考える。

教材：あさがお・教室の
メダカ、カメ、ヤモリ
教具：紙芝居

380 中 小４ 道徳
生命の尊さ
「せいいっぱい生
きる」

　教材「せいいっぱい生きる」を読み,児童が思ったこと感じたことをノートに書かせ
た。タブレットを活用して,各児童が書いたノートの内容を共有し,話合いを行った。教材
から,命ある限り生きることの大切さを感じた児童もいれば,教材に対してさらに考えを深
めていた児童もいた。児童同士が「命」というテーマで話し合ったことで,「命は大切」
から「命は大切だから,どのように生きていくのか」という話合いまでに発展していっ
た。

光文書院
ゆたかな心　４年
「せいいっぱい生きる」

381 中 小３ 道徳

受け継いだ自分の
命の尊さを感じ取
り，生命力を輝か
せて生きようと努
力する態度を養
う。

　特別の教科道徳の内容項目「生命尊重」の指導事項に当たる。命を自分が繋ぐと同時
に，現在生きている自分自身の命がどのような存在によって支えられているのか考える学
習を行った。「いただきます」という教材から自分たちが栄養を得る食べ物は「命だった
もの」「命を育てるもの」「命の元であるもの」ということを確認することで，命の連続
性と空間性の両軸で考えられるようにした。

「小学どうとく　ゆたか
な心　3年」光文書院
教材名「いただきます」

382 中 小１ 道徳
Pepperくんと考
える「思いやり
の心と親切」

　「ともに生きる社会かながわ憲章」の理念普及のため、人型ロボットPepperと「思いや
りの心と親切」の学習をした。Peperとの会話からロボットの得意なことや苦手なことを
知り、Pepperと生活するためにどのような手助けができるか話し合った。またPepperの困
りごとを人に置き換え、困っている誰かに対して自分は思いやりからの親切な行動を起こ
せるかを考えた。児童はPepperのために、何ができるかをよく考え発言していた。相手の
ことを知る大切さと、行動するときは勇気を出すことを学んでいた。

[Pepper スクールテン
プレート：Pepper と
考える思いやりの心と
親切]

383 中 小５ 道徳
命をかけて命を
守る―山岳警備
隊―

　命がけで遭難した人々を助けている「山岳警備隊」の活動について学び、命の支え合い
について考えた。命とは何かを考える活動では、大切な物・必要なもの・１つしかないも
のなど様々な意見が出た。その中で、「辛い時に話を聞いてもらって支えてもらった」や
「自分のがんばりに家族が喜んでくれた」など、人とのつながりについて考えを深める児
童の姿が見られた。

道徳の教科書に載って
いる教材なので、年間
指導計画に位置づけら
れている。



384 中 小４ 道徳 いのちの大切さ

　「今生きていることのありがたさがわかり，命を大切にせいいっぱい生きていこうとす
る。」ことをねらいとして学習を行った。
　導入として，教材「せいいっぱい生きる。」という詩が，病気で亡くなった女の子が書
いた作品で，みんなと同じ4年生だということを伝え，実際に書いた詩や，女の子の写真
を見せたり，ご家族の思いを伝えたりした後に，教材文に入った。
　教材文を読んだ後、詩を読んでどんなことを感じたか，感想の交流会を行った。その中
で，「『簡単に命なんかいらない。』と言って命をむだにしてはいけない。」「ふつうに
生きられることが，とっても幸せなことだという気持ちになった。」などの意見交流を
行った。
　最後に，相田みつをさんの「自分の番　いのちのバトン」の詩を紹介し，命は自分だけ
のものではなく，受け継がれてきたものであること，自分の命も友だちの命も同じように
大切なことを話した。
　次の時間に，命についての詩を書き，いのちのたいせつさについての考えを深めた。

385 中 小６ 道徳

自分も相手も大
切にするにはど
うしたらよいの
でしょう？

「視点を変えて見てみよう」
　見方によって全く別の絵に見えることなどを実感した。
「想像してみよう」
　入院中の子どもたちの詩を味わうことで、その子達の気持ちを想像した。
「自分の感情・気持ちを大切に」
・どんな感情・気持ちをもってもよいこと。
・人にその思いを渡す時には、その方法を考えなくてはいけないこと。

・昭和大学大学院
保健医療学研究科
准教授
・小５と合同

386 中 小３ 道徳
生命の尊重
｢命のつながり｣

  教科書「小学どうとく～ゆたかな心」（光文書院）に掲載されている「いのちのまつ
り」の読み物資料を用いた。児童は、“ご先祖様という存在が何なのか”を資料から学
び、話し合いを通して、“自分たちがご先祖様から受け継いだ命のバトンの偉大さや重
さ”について感じ取ることることができた。また、いのちのバトンは何かしらの形で全て
の人が関わってきたことやバトンを未来へ託すことの大切さに気付いたり考えたりした。

学年担任

387 中 小２ 道徳

道徳「生きるこ
とのすばらしさ
を知り、生命を
大切にするこ
と」

　授業の始めに、「『いのちは～』の言葉の後には何が続くでしょうか」について一人ひ
とりワークシートに書き、おとうとのたんじょうという出来事のあった、ちえさんの文章
を読んで「いのち」の大切さについて考えた。
①なぜ、いのちが大切なのか。
②今まで、じぶんのいのちを大切にすることができてこれたか。
③自分が、これからじぶんのいのちを大切にするには、どういうことに気をつけたら良い
のか。
の３項目について自分自身の考えをまとめた。児童は、「一人ひとつしかいのちはない
し、死んだらいのちはなくなっちゃうから大切」などの意見を書いていた。

２年生道徳　いのちの
たんじょう「おとうと
のたんじょう」



388 中 小複合 道徳

「自分を大切に
するために～相
談する力を身に
つけよう～」

　平成30年文部科学省・厚生労働省提示の「SOSの出し方に関する教育」推進の指導資料
として作成された視聴覚教材を使用。導入で自分の大切なものと悩み（ストレスの元）に
ついて各自考えさせたあと、動画の前半「ストレスの概要」を視聴。その後、自分のスト
レス解消法について振り返り、皆と共有した。動画の後半「大きなストレスに対応するた
めのSOSの出し方」と、教師によるロールプレイを視聴。悩みをもつ身近な人への声のか
け方を考え、意見交換をした。

小学部（小６、小５）で
実施
「SOSの出し方に関する
教育の指導資料」（東京
都）の動画「自分を大切
にしよう」を利用

389 中 小２ 道徳 生きているから

　「ぼく」の好きなものについて描かれた内容から、「生きているからできること」につ
いて考えた。自分の身の回りに起こっている出来事は当たり前ではないこと。自分にはた
くさんの人々がつながっていることを考えることはできた。そういうプラスの面だけでな
く、生きているから訪れるつらいこと、大変なことにも目を向けることができた。人間
は、そうした困難もある人生の中を力強く生きていく大切さも考え、自分の命の価値につ
いて思いを馳せていた。

道徳教科書
「ぼく」

390 中 小６ 道徳 生命の尊さ

　道徳の生命の尊重に関わる学習を3週連続で単元化して行うことで、子どもたちの生命
に関わる道徳性の育成をねらった。「東京大空襲の中で」では、一つの命を救うことに込
められた人々の思いや努力を学び、「命の重さはみな同じ」では、人間以外の命の重さに
ついて学び、「お母さんへの手紙」では、生きていることに精いっぱい向き合う大切さを
学んだ。単元の終わりには、「いのち」の詩を読み聞かせ、自らの命を輝かせ、せいいっ
ぱい生きることについて考えることができた。

道徳教科書
「東京大空襲の中で」
「命の重さはみな同じ」
「お母さんへの手紙」
副教材「いのち」（詩
宮越由貴奈　作）

391 県西 小５ 道徳
限られた命
「電池が切れる
まで」

　「神経芽細胞腫」という病気たたかい、１１歳で亡くなった宮越由貴奈さんが書いた
「命」「きょうだい」という詩を読んだ。普段の何気ない出来事も、由貴奈さんにとって
は当たり前ではなく生きる希望であることや、自分の命を精一杯生きようとする由貴奈さ
んの気持ちに寄り添うことを通して、「自分の命を大切にしよう」「今を精一杯生きよ
う」とする思いを持つことができた。

・宮越由貴奈さんが書い
た詩「命」、「兄弟」
・宮越由貴奈さんが描い
た病院の絵
・「電池が切れるまで」
角川つばさ文庫

392 県西 小６ 道徳 生命のかがやき

　がんと診断された少女が自分の人生をせいいっぱい生き、「本当の幸せは今生きている
こと」と伝えて亡くなった実話を通して、同年代でも病気で死に至ることがあること、病
と闘っている人たちが今もいることを知り、自分の命が今あることは当たり前ではないこ
とに気付いていた。自分のこれまでの経験を思い出し、自分の命を大切にしていきたい、
感謝したいという思いを抱いていた。

393 県西 小５ 道徳
母とながめた一
番星

　人々の精神的なつながりや支え合いの中で生命が育まれて存在していることや、生命が
宿る神秘、さらに祖先から受け継がれてきている生命のつながりについて理解すること
で、生命の尊さや限りある生命を懸命に生きることの尊さ、生きることを追求する高尚さ
について考えながら生と死を多面的に捉えることができた。

学研　新みんなの道徳



394 県西 小４ 道徳 いじめ、命
「わたしのいもうと」
　いじめ被害者の気持ちを想像し、いじめをとめるために、自分たちにできることを考え
ることを通して、相手の気持ちを考え行動や命を大切にする態度を養う。

偕成社
「わたしのいもうと」

松谷みよ子　作

395 県西 小１ 道徳

生命の尊さ
「みんなあか
ちゃんだった
よ」

　１年生になるまでと、なってからできるようになったことを振り返った。これからも多
くのことができるようになると児童は期待を膨らませていた。一方で、ここまでの成長を
当たり前のものだとして捉えず、親を始めとする周りの方々への感謝の気持ちをもつこと
も合わせて気付くことができた。学習の振り返りでは、「これからの自分の成長が楽しみ
だ。」という思いだけでなく、「同じように周りの人も大事にしたい。」という考えもみ
ることができた。

みんなの道徳　1年
（学研）

396 県西 小４ 道徳

生命の尊さ
「わたしのいの
ち」
家族愛
「お母さんのせい
求書」

　今ある自分の生命は遠い先祖から受け継がれてきたものであることや、誰もがいつか死
を迎えること、多くの人々の支えによって守り育まれているものであることに気づくこと
ができた。また、父母や祖父母を敬愛する心を深めさせた。自分が家族の一員として何が
できるのかを考えたり、家族へ向けて普段言えないことを手紙に書いて渡したりした。さ
らに、保護者の協力を得て、我が子への思いを手紙にして書いてもらい、交換した。

みんなの道徳　4年
（学研）

397 県西 小２ 道徳 生命尊重

　主人公の弟が生まれるときに母親が被災したが、周囲の人の助けによって無事に出産
し、その場にいた人たち皆で喜んでくれたという話をした。その後、自分たちが生まれた
ときのエピソードを互いに話した。その話から、児童たちは自分の誕生にもたくさんの人
が関わって喜んでくれたことを感じた。終末には、「命を大切にしていきたい。」「自分
は大切にされていると思った。」などと振り返っていた。

道徳教科書
「たからものなあに」

398 県西 小６ 道徳
折り鶴にこめら
れた願い
生命の尊さ

　昭和２０年、一人の小学６年生の女子が主人公のお話。生まれてから１度も体調を崩し
たことなどなかったが、白血病にかかってしまう。原因は原子爆弾の放射能によるもので
ある。その女の子は病気が治るように「千羽の折り鶴」を作り始める。しかし、願いは叶
わず、息を引き取る。
　２度と戦争を繰り返さないための平和への願いとして、広島の平和記念公園に「原爆の
子」の像が建てられた。

新・みんなの道徳６

399 県西 小３ 道徳
ひきがえるとろ
ば

　導入では、日頃から教室で育てている生き物や、理科でアゲハ蝶の成長を観察したこと
などを取り上げた。生き物もみんなと同じように命があることを教材文を読み進めながら
みんなで考えていった。自分たちの身近なところには、たくさんの命があり、命には大小
がないことを改めて実感していた。

新・みんなのどうとく
③

400 県西 小５ 道徳
限られた命
（生命の尊さ）

　「命」という詩を読んだ感想を書いたり、これから大切にしていきたいことを考えたり
した。「家族や友達、自分の命を大切に生きていきたい」「登場人物のすごさに気づき、
自分の命も他人の命も大切にしていきたい」「命は無限ではないからこそ、大切さを改め
て実感した」などの意見が出た。

新・みんなの道徳５年
（学研）
「電池が切れるまで」



401 県西 小複合 道徳
生命の尊さ
「命の誕生」

　６月に妻が急遽車内分娩した際に子どもを取り上げた担任の話を聞いて、命の誕生と命
の大切さを考えた。生まれた直後の緊迫した状況を聞いたうえで、落ち着いてからの子ど
もの写真を見て、子どもたちは「よかったね」「おめでとう」など命の誕生を喜ぶ声をか
けていた。その後、一人一人、両親がとても愛おしく思いながら誕生してきたのだという
こと、自分の命は自分だけのものでなく周りのたくさんの人に守られながらここまで大き
くなったことを聞いた。子どもたちは自分が生まれた時の話や、小さいころに大きなけが
や病気をした時の話などを紹介し、家族が自分のことを大切に思っていることを実感する
とともに、友だちも同じように家族から大切にされている存在なんだと確認しあった。

支援級
（自閉症・情緒級）

402 県西 小１ 道徳
自分のよいとこ
ろを見つけよう

　教材文の主人公「りく」は、自分のよいところに気付くだけでなく、学級の友達のよい
ところにも気付き、認めるなど、温かい気持ちをもっている。授業では、主人公の前向き
に自他のよさを認めていこうとする態度を学び、学級の仲間のよいところを探す活動を取
り入れ、その上で自分のよさに気付けるようにした。それをもとに、自分のよいところを
賞状に書き、自己を見つめさせた。書いた賞状は家に持ち帰り、保護者に学習したことを
伝え、保護者にも児童のよさをカードに書いてもらった。後日、家の人と話したことや家
の人からもらったカードを読んだ感想を聞く時間をとった。今まで自分で気付かなかった
自分のよさに気付くことができた。

新・みんなのどうとく①
「ぼくのこときみのこ
と」

403 県西 小５ 道徳
生命の尊さ
「電池が切れる
まで」

　１１歳で亡くなった宮越由貴奈ちゃんが、死の４ヶ月前に書き残した詩「命」に込めら
れた思いや願いを通して、由貴奈ちゃんが命をかけて残してくれたものについて考える内
容。
　「死は悲しみだけを残すものなのか」という問いについて考えることを通して、自分に
与えられた命を精一杯生きていこうとする心情を育てる。

新・みんなの道徳５年
（学研）

404 県西 小４ 道徳
命の記録
「ASUKAモデル」

　駅伝の課外練習中に倒れ、亡くなったさいたま市の小学６年生の桐田明日香さんの事故
の反省を踏まえ、救える命の大切さ、AEDに使用の重要性を問う内容。
　子供達であっても、緊急を要する時のAEDや心肺蘇生への理解をもつことの必要性を学
ぶことと併せて、かけがえのない命を大切にしようとする心情を育てる。

命の記録MOVIE
～ASUKAモデル～
YouTube動画
（減らせ突然死プロ
ジェクト）

405 県西 小３ 道徳
生命の尊さ
「六さいのおよ
めさん」

　「六さいのおよめさん」という教材文を元に、小児がんと戦い、亡くなった登場人物の
ケイコちゃんの一生懸命生きようとする気持ちや、両親の気持ちについて考えた。さら
に、実際にケイコちゃんのお父さんのＨＰを見て、「いのちのバトン」という言葉を知
り、「いのちとは何か」「いのちの大切さや今までもこれからも繋がっていくこと」「親
より早く死んではいけないこと」「限りあるいのちを精一杯生きること」などについて話
し合い、深く考えることができた。

教材「学研　新・みんな
のどうとく」より、「六
さいのおよめさん」
ＨＰ「いのちの授業　鈴
木中人」



406 県西 小３ 道徳 生命の尊さ

　小児がんと闘いながら、精一杯生きようとする少女と、それを見守り看取った両親の物
語である。両親の深い悲しみや心の叫びを読み取ったり、少女の死後の活動などを知った
りすることによって、命の尊さと周りの人の気持ちを考えることのできる教材である。
　３年生にとって、死はまだそれほど身近な問題ではないと思われたが、児童は幼くして
生涯を閉じた少女の人生に衝撃を受けながらも、もし自分だったらと一生懸命想像しなが
ら考える姿が見られた。終末では、「生きていられることは当たり前じゃないんだ。」
「ちゃんと、ありがとうと思いながら生活しなきゃいけない。」という意見が出た。

新・みんなの道徳３
（学研教育みらい）
「６さいのおよめさ
ん」

407 県西 小４ 道徳 生命の尊さ

　おじいちゃんの話から、多くの人の支えによって生かされていること、命には終わりが
あることを改めて認識し、一日一日を精一杯生きることの大切さに気付いた。「自分の命
は自分ひとりだけのものではない。」「いつ終わりがくるか分からないから、毎日を精一
杯生きることが大切だよね。」という意見が出た。
　そこで、精一杯生きるとは具体的にどういうことかを話し合った。児童はそれぞれ自分
の生活に置き換えて考え、「だらだらしないで、めあてをもって行動する。」「家の手伝
いをしたり、おうちの人とたくさん話したり遊んだりして、家族との時間を大切にす
る。」などの意見が出た。

新・みんなの道徳４
（学研教育みらい）
「わたしのいのち」

408 県西 小３ 道徳
命や自然とわた
し「ひきがえる
とろば」

　命あるもの全ての大切さに気づき、様々な生命を大切にしようとする心情を育てること
をねらいにして授業を行った。
　授業後の振り返りから「小さな生き物だからと言って命を大切にしないのはよくな
い。」「どんな命も大切な命だと思う。」など、全ての生命を大切にしていこうという気
持ちを高めることができた。また、教師の説話では、自分の生命も大切にしてほしいとい
うことを伝えた。

新・みんなのどうとく
Gakken

409 県西 小２ 道徳
生命の尊さ
「だっこしなが
ら」

　赤ちゃんを抱っこしながら考えたことや、自分の生まれたときのことを聞いた親子のや
りとりから、「いのち」を大切にできているかや、生きていることへの素晴らしさについ
て話し合い、自分のことと資料を重ね合わせて一人一人が考えることができた。

新・みんなのどうとく
Gakken

410 県西 小３ 道徳 生命の尊さ

　限りある命を精一杯生きていこうとする心情を育てることをねらいとして授業を行っ
た。小児がんと戦い続けたケイコちゃんのことを伝える活動を始めたケイコちゃんのお父
さんの話を通して、命の大切さや尊さについて考えた。授業の最後には、「生きたくても
生きられない人がいる。」「自分の命も、どの命も大切にしたい。」「今、自分にできる
ことを一生懸命がんばりたい。」などという考えをもち、今までの自分を振り返り、命に
ついてじっくりと考える時間となった。

道徳の教科書
「六さいのはなよめさ
ん」



411 県西 小６ 道徳 人権教育

　国連NGO横浜国際人権センタ－方の講話を聞いた。人権や命の大切さについて考え、DVD
「国境なき医師団の愛と正義に生きる」を見て、国際理解について学んだ。
児童の振り返りでは、「自分一人で生きているのではない。」「相手を意識して、自分に
できることを実行していきいたい。」「今、自分たちが様々な人に支えられて生きている
ことに感謝したい。」など自己を見つめ直し、これからの生き方を考える有意義な時間と
なった。

講師：国連NGO横浜国
際人権センタ－

412 県西 小２ 道徳 生命の尊さ
　自分の命は周りの人々にとっても大切なものであると気付き、かけがえのない命を大切
にして過ごしていこうとする心情を育てる。
　授業では東日本大震災について取り上げた。

参考文献
「つなみ　てんでんこ　は
しれ　上へ！」
ポプラ社

413 県西 小６ 道徳 つながる命

　「大切な命」「一つだけの命」という視点はすでに扱っている。今回は「つながる命」
という視点を考えさせた。教科書の資料「命を見つめて」を読み、小児がんで亡くなった
ひとみさんの思い、命を確認した。「瞳さんの命、思いをどう生かすか？」という学習課
題を設定し、話し合った。子供たちからは「生きていることに感謝」「全力で夢を叶え
る」「今を大切に生きる」等の発言が聞かれ、命についての見方が広がった。

414 県西 小１ 道徳
みんなあかちゃ
んだったよ

　自分の成長に喜びを感じ、成長していくことを大切にしようという題材だった。いまま
でにできるようになったことを思い出しながら、これからもいろいろなことをできるよう
になっていこうという意識がもてた。

新・みんなのどうとく
１（学研）

415 県西 小２ 道徳
自然愛護
「ごめんね、み
なみ」

　福岡県の動物園で命を落としたキリンの話を通して、人間の何気ない行動が動物や自然
環境に大きな影響を与えていることに気付き、自分ができることを考えるとともに全ての
命を大切にすることを知った。捨てられたビニールが原因でキリンの親子が亡くなったこ
とでごみの捨て方を考えたり、人間のせいで命が失われた悲しみに触れたことで命の大切
さに向き合ったりして、深い学びとなった。

新・みんなのどうとく
②（学研）

416 県西 小３ 道徳 生命の尊さ

　「病と闘い、お嫁さんにあこがれながら天国へ旅立った女の子。女の子を失い、両親は
悲しみと無力さを感じるが、死後も両親の心の中で女の子は生き続ける。」というあらす
じのお話を通して、生命はなぜ大切にしなくてはならないのかを考えた。また、精一杯生
きることの大切さや、自分と他の人の生命を大切にすべきことについて目を向けることが
できた。

教材：学研「新・みんな
のどうとく３」より「六
さいのおよめさん」

417 県西 小１ 道徳
｢みんなあかちゃ
んだったよ｣

　生まれて3ヶ月の赤ちゃんと自分を比べて、成長してきたことや、生きてきたこと、生
きていることに感謝の気持ちを抱こうとする心情を育む。事前にそれぞれの家庭から、赤
ちゃんの頃の写真と、どんな赤ちゃんだったかなどの手紙をもらい当日読んでもらった。
写真や手紙があったことで、自分のこととして捉えられる児童が多かった。大切に育てら
れてきたことを感じることができ、自分が生きていることはすごいことなのだという気持
ちをもつことができた。



418 県西 小４ 道徳
｢わたしのいもう
と」

　実際にいじめが起こってしまったときの指導は個別に行うことが多いが、日頃からの指
導は授業を通して全体に行うことが大切であると考え、『わたしのいもうと』という絵本
の読み聞かせを行い、いじめについて考える機会をもった。いじめは命の問題であるこ
と、いじめた方は忘れてもいじめられた方はいつまでも忘れられないこと、傍観者でいて
はいけないことなどを改めて学ぶことができた。

419 県西 小５ 道徳
かけがえのない
命

　始めに「命」とはどういうものか全体に問いかけ、「命とは○○なもの」という考えを
一人ひとりがもった状態で教材に入った。児童からは、「命」とは「一つしか無いもの」
「とても大切なもの」などの意見が出てきた。発問として、「電池と命の違いとは」「命
が疲れたというときってどんなとき」「せいいっぱい生きるとは」の３つを用意した。ど
の発問に対しても、真剣に考える姿が見られ、友達が発言するときも、目を見て聞く児童
が多く見られた。板書には、児童から出てきた言葉をウェビングマップで残し、「命」と
いうたった一文字に込められている大きな意味を確認することができた。ふりかえりで
は、これからの生き方について「悔いの無いよういろいろなことに挑戦したい」「命を無
駄にせずせいいっぱい生きる」などの思いをもつ児童が見られた。

学研
新・みんなの道徳５
「電池が切れるまで」

420 県西 小４ 道徳
「せいいっぱい
生きる」

　生命の尊さ知り、限りある命を一生懸命に生きようとする心情を育てることを目標に授
業を行った。教材文のおじいちゃんの話から、人は多くの人の支えによって生かされてい
ること、自分やおじいちゃんの命には終わりがあることを読み取り、考えたことを話し
合った。また、挿絵の人生を表す道で、今人生のどの辺りを歩いているかを捉えた。しか
し、この道は突然終わってしまうこともあることも踏まえ、自分のいのちについて考えめ
ぐらせた。祖父の不幸を経験した児童は「本当に突然のことがある。今を大切にいきな
きゃいけないと思った。」という感想をもった。

学研
新・みんなのどうとく
４
「わたしのいのち」

421 県西 小１ 道徳
生命の尊さ
「みんなあかちゃ
んだったよ」

　赤ちゃんの写真を見て思ったことや思い出したことを話し合ったり、写真の赤ちゃんや
小さい子に対していろいろと教えてあげたりした後、「命ってすごいなあ。」と思った理
由を発表した。自分ができるようになったことを発表し、生きて成長するってすごいとい
う感想が聞かれた。

新・みんなの道徳

422 県西 小５ 道徳
生命の尊さ
「母とながめた一
番星」

　友達とのトラブルから自分はいなくなればいいという気持ちになり、母から自分が生ま
れた時の話を聞き、自分のことを大事にしようとする資料を読み、命の大切さを考えさせ
た。自分も同じ気持ちになったことがあったり、みんなに大事にされていることを気付い
たりする児童もいた。

新・みんなの道徳

423 県西 小６ 道徳
その思いを受け
ついで

　大好きなじいちゃんが余命3ヶ月と知った、ぼくの心情を考えることで「なぜいのちは
大切なのか」というテーマについて深めていった。漠然と「いのちは大切」と考えている
児童も友だちの意見にふれる中で自分の考えを深めている様子が見られた。最後はいのち
を題材にした絵本の読み聞かせをした。

学研「みんなの道徳」
（６年生）
絵本「いのちのお話」
作：日野原重明
出版社：講談社



424 県西 小１ 道徳
みんな　あか
ちゃんだったよ

　生まれたての赤ちゃんと同じ大きさの写真を使い、今の自分の手の大きさや体の大きさ
と比べたり、今の自分と違うところについて考えたりした。
　生まれたときからの約６年で、できるようになったことがたくさんあることに気付くこ
とができた。また、そこから「いのちってすごい！」という思いを持つことができた。

学研「みんなの道徳」
（１年生）

425 県西 小３ 道徳
動植物に寄せる
思い「ツバメの
赤ちゃん」

　通学路にツバメの巣を見つけ興味をもった登場人物が、初めは赤ちゃんの気を引こうと
草を投げていたが、自らの行動を振り返り、巣から離れて見守るようになった姿から、ど
うしてそのような行動をとるようになったのか考えた。自分のことだけを考えずツバメの
ことを想って行動を改めたことに多くの児童が気付いた。動植物と関わる際には、自然を
大切にする気持ちを忘れずに、一つひとつの命を守っていくために自分に何ができるのか
考えていきたいという意見をもった児童が多くいた。

東京書籍
新しい道徳３

426 県西 小６ 道徳

社会や公共のため
に役立つ
うちら「ネコの
手」ボランティア

　阪神・淡路大震災で被災した後、避難所となった小学校の体育館で過ごしていた登場人
物が、手伝いを始めたことによって様々な人との交流が始まった。ボランティアを通して
登場人物が抱いた気持ちについて考えていくことで、普段の自分の行動について振り返る
ことができた。被災した人たちの気持ちについても考えることができ、助け合うことの大
切さについて学んでいた。また、友達の考えから、身近な所にも人のために役に立つ活動
があることに気付き、実践してみようと考える児童もいた。

東京書籍
新しい道徳６

427 県西 小２ 道徳 ぼく

　資料には、お父さんやペット、友達、自然など「ぼく」の好きなものがたくさん登場す
る。好きなものはたくさんあるけれど、「ぼく」がいるから楽しい体験ができて、「ぼ
く」がいるからいろいろなものを好きになれるという話である。
　資料から自分たちの日常生活を振り返ることで、食べることや遊ぶことなど、生きてい
ることを当たり前のことだと思っていたことに気づき、改めて「幸せなことなんだ」と気
づく発言が多く出ていた。みんなで良いところや好きなところを発表し合い、「自分への
賞状」を作ることで自己肯定感を高めることができた。

東京書籍
新しいどうとく２

428 県西 小５ 道徳
わたしの見つけ
た小さな幸せ

　新型コロナウイルス感染症への対策でこれまで行われてきた行事を中止したり、縮小し
たりしている。今できることを精一杯頑張ろうと伝え、目的意識をもって生活できるよう
に指導している。接触や関わりが減り、友だちとのつながりが希薄になりがちな今、改め
て他者を尊重する気持ちを捉えなおす良い機会となった。
　病気やケガなど経験してきたことを取り上げ、普段当たり前で意識しないようなことへ
の感謝の気持ちや、心が動かされた経験について話し合った。体も心も急激に成長する今
だからこそ、体の変化に不安を覚えたり、自信をなくしたりすることもある。そんな時に
支えになる周りの友だちや生命の尊さを自覚することとなった。

東京書籍
新しい道徳５



429 県西 小３ 道徳
Pepperと考える
「思いやりの心
と親切」

　岡本小学校にやってきたロボットのPepperは、英語や早口が得意だけれど、階段を登れ
ない、落としたものを拾えない、電気がないと動けないなど、苦手なことがあり、学校生
活に不安を抱いている。Pepperが学校生活を楽しむためには、階段では持ち上げて運んで
あげる、物を落としたら拾ってあげる、バッテリーが切れたらつないであげるなど、子ど
もたちの助けが大切である。こういったことを人間に置き換えて、相手の立場を考えて思
いやりのある親切な行動をとろうとする心情や態度について子どもたちと話し合った。授
業後、「Pepperくんのように街中で困っている人がいたら助けようと改めて思った」等の
感想があった。

ソフトバンク株式会社
講師

430 県西 小複合 道徳 コロナ差別防止

　夏休みが明ける頃、全国的にコロナ感染者が急増していた。そのため、学校再開後に
は、漠然とした不安から少しの体調不良をコロナ感染だと疑ったり、医療従事者に対する
偏見や差別などが表出したりする可能性が考えられた。そこで他校の実践などをもとに、
各学年に応じたコロナ差別防止の授業を行った。高学年では、「お母さんの言葉」という
資料をもとに医療従事者やその家族の苦悩を知った。自分たちも不安だが、医療従事者や
感染してしまった人はもっと不安であることに気づいた。子どもたちは、差別するのでは
なく応援する気持ちをもちたいと考えた。

小学校１～６年生
〇低学年用
養護教諭作成資料
「新型コロナウイルス感
染症～これからの学校生
活について～」
〇高学年用
「お母さんの言葉」

431 県西 小６ 道徳

主題名
　人命を守るため
に
「東京大空襲の中
で」

　東京大空襲を背景とした題材である。事前の社会科で学習したことが共通の土台となり
「命」というテーマについて深く考えをもつことができた。児童から挙がった「患者を殺
して、医者が生きられますか！」という言葉をキーセンテンスとし、医師や看護師、患者
の立場から考えをめぐらせた。「いつ命を落とすかわからない状況で、医者も本当は逃げ
たいという気持ちだったと思う」「患者を見捨てるのは自分が殺すことと同じと考えて行
動した」「医師としての使命感や勇気ある行動がかっこいい」などの様々な考えを共有し
た。守れる命・守りたい命を全力で守ろうとする人々の行動や想いに触れ、どんな命もす
べて平等であり、大切にしていきたいという心情をもつことができた。

教育出版
「小学社会６」
東京書籍
「新しい道徳６」

432 県西 小５ 道徳

かけがえのない
生命
「おばあちゃん
が残したもの」

  教材の「ぼく」は、おばあちゃんの死という悲しい出来事を経験する。しかし、おばあ
ちゃんの存在は心の中に残っていることを実感し、おばあちゃんのことを思い出すだけ
で、幸せな気持ちになり、辛いことがあってもおばあちゃんに励まされているから頑張ろ
うという気持ちになることができた。児童は、授業を通して、身近な人の死と教材を関連
付けながら、生命のつながりや人とのつながりについて考えることができた。また、つな
がっている生命を感じることで、自分の生命も大切にしようとすることができた。

東京書籍
新しいどうとく　５

433 県西 小１ 道徳
生命の尊さ
「どきどき
　どっきんぐ」

　命あるものは鼓動を持っていることを伝え、本教材の内容にふれた。鼓動がどんな時に
速くなったり遅くなったりするかを考える中で、児童の一人から、鼓動と鼓動を合わせる
と安心するという話があり、皆で共有した。大きくなると家族の鼓動を聴く機会が減るこ
ともあり、家族で鼓動を聞き合ったり触れ合ったりする機会をたくさんもちたいという児
童に共感する児童が多くいた。

東京書籍
新しいどうとく　1



434 県西 小４ 道徳
大切な命
「バルバオの木」

　他の動物たちの命を助けるために、自分の体（バルバオの木）を犠牲にして守ったとい
う教材について話し合った。命は唯一無二であることや、自分一人のものではなく、多く
の人の支えがあって今あることについて考えた。授業の最後に、絵本「いのちをいただ
く」を読んだ。自分と同じ命あるものについて、全ての命が尊いという感想をもつ子が多
くいた。

東京書籍
新しいどうとく　４

435 県西 小１ 道徳

生命の尊さ
「ハムスターの
　あかちゃん」
　（東京書籍）

　教科書に掲載されている資料の中で、「ハムスターのあかちゃん」を１年生が最初に読む資料
として選び、授業で扱った。資料の内容が分かりやすく、子どもたちにとって親しみやすい内容
であるため、１年生のはじめという段階ではあったものの、「生命尊重」というテーマに迫るこ
とができたのではないかと思う。また、資料に加えて、デジタル教科書の動画や、NHK for
Schoolの動画を活用し、ハムスターの赤ちゃんが実際に動く姿を目にすることで、かけがえのな
い命を大切にしようという気持ちを深めることができた。

参考動画：NHK for
School「動物の赤ちゃ
ん」

436 県西 小３ 道徳

生命の尊さ
「いただいた
　いのち」
　（東京書籍）

　本学級では、身近な家族が病気になったり、亡くなったりした経験をした児童がいる。そのた
め、本教材を扱う時に、できる限り不安感や悲しい気持ちにならないような配慮が必要だと感じ
た。そこで、５月に扱った教材の「ヌチヌグスージ（いのちのまつり）」で、命のつながりにつ
いて学んだことを振り返った後に、教材を範読した。病気の主人公を家族や周囲の人々が支えた
時の思いを考えられるようにするため、ワークシートに書く時間を十分に確保し、発表した。自
分の命が多くの人に支えられていることに気づいた児童が多かった。

参考教材：
「ヌチヌグスージ
（いのちのまつり）」
　　　　（東京書籍）

437 県西 小６ 道徳
生命尊重
「東京大空襲の中
で」

　本教材には、戦争の悲惨さとともに、様々な立場の人間がお互いの生命を守ろうとする姿が描
かれており、社会「戦争と人々の暮らし」の学習と関連付けて行った。敵機の来襲の前日に出産
のため入院したある女性とお産を見守る病院の院長、婦長との関わりを通し、猛火の中、女性は
自分たちを担架にのせて避難する院長や婦長に対し、院長や婦長は出産直後の母子に対し、互い
に「助かってほしい」「守りたい」という思いがあることに気づいた。その後、火災の避難訓練
や新型コロナウイルス感染症など自身の生活を振り返り、かけがえのない“いのち”について考
えた。

道徳（東京書籍）

438 県西 小６ 道徳
「互いに支え合っ
て生きる」

　Pepperが「段差があると歩けない」「何人もの人に同時に話しかけられるとどうしたらよいの
かわからない」ということで悩んでいることを聞いた６年生が、どうしたら解決できるのか考え
た。Pepperが困っていることの解決方法を考えることを通して、「思いやり」や「相手の立場に
立って考える」ことについて考えた。
　授業後の感想に「どんな時でも、支えられたり、支えたりして生きているんだと思った。」
「相手にできなくて、自分にできることをやったり、自分にできないことはやってもらったりし
て、互いに支え合っていけるようにしたい。」と書かれており「互いに支え合って生きる」こと
について考えることができた。

Pepperと考える
「思いやりの心と
　　　　　　　親切」



439 県西 小２ 道徳

「ゆきひょうの
ライナ」
いのちのつなが
り

　始めにライオンがシマウマを狩る動画を見て、どう思ったかを聞いた。子どもたちは、
「ひどい」「かわいそう」など、ライオンを非難していた。「ゆきひょうのライナ」で
は、狐が兎を狩ろうとするのを、ライナが「やめて！」と止めてしまう。兎を狩る狐は悪
なのか？では、動物の肉を食べて生きる人間は？残酷かもしれないけれども、そうして命
がつながっていることを学んだ。命をいただいて生きているから、自分の命を大切にしな
ければならないこと、いただく命を無駄にしてはいけないことを学んだ。

『新しいどうとく２』
東京書籍

440 県西 小３ 道徳 生命の尊さ
　教材文を読んで、自分の先祖の数を数えながら、生命が過去からつながっていることを
知った。自分の生活をふり返りながら、生命のつながりを感じたり、考えたりすることを
通して、生命を大切にすることの尊さを感じることができた。

『新しいどうとく３』
東京書籍

441 県西 小６ 道徳

『命の重さはみな
同じ』
かけがえのない生
命

　けがをした捨て犬を安楽死させるか、治療費を払う人がいないまま手術するかを迫られ
るという教材文を読んだ。児童は、命を助けたいが引取り手がいなかったり、治療費を払
う人がいなかったりすることを考える中で、難しい問題だと悩んでいた。獣医の「生きて
いればいいことがある」という考え方に共感し、人はもちろん、動物にとっても命はかけ
がえのないものであり、大切にしなければならないことを学んだ。

『新しい道徳６』
東京書籍

442 県西 小４ 道徳
走れ江ノ電　光
の中へ

　本教材は、生まれつきお母さんと同じ心臓病をもっていて、残り少ない期間しか生きら
れない「とも君」に、周りの人たちが最後にとも君の願いをかなえさせてあげようとした
という実話である。とも君が多くの人たちに支えられながら精一杯生きたことや、とも君
に関わる周りの人の思い、さらには、自分自身を支えてくれている人たちのことを考える
ことで、生命の尊さを深く考えた。

東京書籍
「新しい道徳」

443 県西 小６ 道徳
「命の重みは
みな同じ」

　人間の命と動物の命について考える学習内容であり、動物を安楽死させることに対し
て、反対する登場人物の心情を考え、生命尊重に迫った。生命は、みな平等であり、生き
ようとしている動物にも生きる権利があることを考え、動植物全部を慈しみ、大事に思っ
ていこうとする心情と態度を育てることができた。

東京書籍
「新しい道徳」
指導は各担任

444 県西 小３ 道徳
生命の尊さ
「つながる命」

　コロナ禍で始まった新学期の時期に行った。現在の世間の状況とも関連させながら、自
分が病気等をした時の経験を振り返ることで、子どもたちは一つしかない生命の尊さにつ
いて知った。本時の学習を通して、つながってきた自分の命は多くの人の支えにより守ら
れてきたことや、与えられた命を一生懸命に生きることの素晴らしさに気付くことができ
た。主人公がご先祖様の数がとても多いことに驚いている様子を見て、自分のご先祖様も
たくさんいると気付き、生命を大切にする気持ちを感じることもできた。

「ヌチヌグスージ」
（いのちのまつり）
新しい道徳　3年
（東京書籍）



445 県西 小６ 道徳
ピンクシャツ
デー

　アメリカの学校で、ピンクのシャツを着てきていじめられた男子を、クラスメイトがピ
ンクのシャツを皆で着ていじめから守った話から、クラスメイトがとった行動について考
え、いじめの話題から命の大切さについて考え、話し合った。加害者、傍観者、それぞれ
の立場で、どうすればよかったかを考えた上で、いじめで命を失ってしまった事例を挙
げ、どんなことがあってもいじめをしてはいけない、命を大切にしないといけないという
ことを学んだ。

校長が全校道徳朝会に
て話の概要や考えてほ
しいことなどを話し、
その後各学級で道徳の
時間を使って話し合っ
た。

446 県西 小３ 道徳
６さいのおよめ
さん

　およめさんに憧れるケイコちゃんは、病気と闘う中で天国へ旅立つことになるが、みん
なの心の中で生きているという話を読んだ。そして、今自分にできることは何かを話し合
う中で、限りある命の中で精一杯生きることの大切さを学んだ。

道徳の教科書

447 県西 小５ 道徳
生命尊厳
いのちの大切さ

　由貴奈ちゃんの「命」という詩を元に話合いを行った。病気で長く生きられない由貴奈
ちゃんは、短い命を大切に生き抜いた。その姿から、自分たちの生き方を振り返り、命の
終わりまで（電池が切れるまで）一生懸命生き抜いていきたいと考えた。

詩
「命」

448 県西 小３ 道徳 生命尊重

　学校の帰り道、アドルフたちがひきがえるを見付け、小石をぶつけて遊んでいたが、そ
こに通りがかったろばは、傷付いたひきがえるをひかないように、力を振りしぼってその
命を守ったという内容である。
　ろばがひきがえるの命を必死に守った行為を見ていたときのアドルフの思いを通して、
「どんな命でも大切で、守っていかなければいけない」とする態度へとつなげることがで
きた。またアドルフとろばの行為を比較して考えさせることで、「ろばのように命を大切
に思う心をもつようになりたい」という考えが多く出てきた。

道徳
「ひきがえるとろば」

449 県西 小５ 道徳
限られた命
「電池が切れる
まで」

　道徳の教材「電池が切れるまで」は、神経芽細胞腫という難病を患い、１１歳で亡く
なった少女の話である。少女が入院中に院内学級で書き留めていた文書を通して、自分の
命がかけがえのないものであることや、命を粗末にせず生きることの大切さを感じること
のできる教材である。児童は少女の生き方について触れ、自分や周囲の人々、動植物の命
について考えを深めた。「不自由のない自分の生活が幸せなことだ」、「自分が当たり前
にできることを、やりたくてもできない人がいる」、「飼っている生きものの命も大切に
したい」など、さまざまな視点で、命の大切さについて振り返った。本教材の文書は書籍
からの引用もあり、その書籍も紹介することで、さらに理解を深めた。

・道徳教科書学研
「電池が切れるまで」
・角川書店
「電池が切れるまで」
・学級担任



450 県西 小１ 道徳

あたりまえがす
てき
「ノンノンだい
じょうぶ」

　道徳の教材「ノンノンだいじょうぶ」は、ひどい風邪をひいて寝込んでしまったうさぎ
のノンノンが、翌朝、元気になると日常の当たり前のことが素敵に見えてくるという話で
ある。ノンノンの姿を通して、生きていることや健康であることのすばらしさを考えるこ
とのできる教材である。授業者の「自分が元気だなと思うのは、どんなときですか。」の
問いに、児童は「お話ができるとき。」「朝、起きられたとき。」「ごはんを食べられる
とき。」「遊べているとき。」「学校に来られたとき。」という答えが返ってきた。この
授業で、児童は日常生活の当たり前が、実は当たり前ではないことに多少なりとも気付く
ことができた。

・道徳教科書学研
「ノンノンだいじょう
ぶ」

451 県西 小１ 道徳
みんな　あか
ちゃんだったよ

　授業の始まりに「いのち」とはどういうものか、考えさせた。「一つしかない大切なも
の」「自分を動かしているもの」「なくなったら、皆と会えない」など、子供たちはそれ
ぞれの考えを述べていた。その上で、教科書を開かせ、実寸大の3ヶ月のあかちゃんが
載っているページをじっと眺めることから始めた。今の自分たちより「全体的に小さい」
あかちゃんの写真を見て、「昔の自分と同じ」と気付いたところで、徐々にいろいろなこ
とができるようになった自分たちの成長をふり返り、「いのちのすばらしさ」を感じてい
た。

（株）学研教育みらい
新・みんなのどうとく１
「みんな　あかちゃん
だったよ」（生命の尊
さ）

452 県西 小３ 道徳
ひきがえると
ろば

　ひきがえるに石を投げつけていたピエールたちは、疲れ切っているのに、わざわざ遠回
りしてひきがえるの命を助けたろばの姿を見たことで石を投げつけるのをやめた。最初、
子どもたちはピエールたちのしたことについて「おもしろそうと思ったのでは」と、あま
り否定的な意見は出ていなかったが、その後のろばの行動から「どうして踏まないのか」
「かえるを守るろばはかっこいい」と、命を大切にする優しさや、同じ命をもつものを懸
命に守る姿に心動かされていた。ワークシートに書かれた『人は「きっかけ」があると成
長できる』という言葉のとおり、「優しい人間に。命を大切にできる人に。」という思い
をもっていた。

（株）学研教育みらい
新・みんなのどうとく3
「ひきがえるとろば」
（生命の尊さ）

453 県西 小１ 道徳
おおきくなって
ね　おおきく
なったよ

　教科書に載っている赤ちゃんが成長していく姿を見て、自身の成長と比較した。自分が
成長したことで、できるようになったことを挙げて発表した。自分や周りの友達ができる
ようになったことを共有し、その数の多さに気付き、生きることの素晴らしさについて、
考えを深めることができた。

454 県西 小５ 道徳 人権教室

　町の人権擁護委員の方に来校していただき、映像資料をもとにした道徳の授業を行っ
た。携帯でのやりとりがきっかけになって、トラブルとなり、それがいじめにつながった
という内容で、映像資料をもとに、「どうすればよかったか？」というグループ討議など
を経て、全体共有をした。「加害者・被害者・傍観者」それぞれの立場で考え、話し合う
ことができた。

町の人権擁護委員


